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取扱書 

よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましよラ。 


®TOYOTA 










このたびはぶ/の T の田)をお買い上げいただを、ありび 
とラございます。 



本書は サクシー ドの取り扱いについてドライバーの動作にそって説 
明していまず。 

安全で快適にお使いいただくために、ご使用の前に必ずお読みくだ 
さい。 



-運転は交通ルール-マナーを守り、自然環境保護にも気をくばりましょラ。 

.メーカーオプションの DVD ナビゲーションシステムを装着された方は、別冊の 「 DVD ナビ 
ゲーションシステム取扱書 J も併せてお読みください。 

-トヨタ販売店で取りつけ5れた装備（販売店オプション）の取り扱いについては、その商品 
に付属の取扱書をお読みください。 

-装備については、販売店でカタ□グをご請ホください。 

-ご不明な点は、担当営業スタッフにおたずねください。 


♦保証および点検整備については、「メンテナンスノート」に記載していまずので、併せ 
てお読みください。 

♦トヨタ販売店の巧な地および連結巧は、サービス網/お客様相談テレホン網として「メ 
ンテナンスノート J に記載していまず。 

♦取扱書はいつでも見目れるように、メンテナンスノー トとともにお車に大切に保管して 
<ださい。 

♦お車をゆず6れるとをは、次のユーザーのために、この取扱書およびメンテナンスノー 
卜をお車につけておいてください。 

V_ J 

車の化様などのを更により、本書の内容がお車と一致しない場合がありまずのでご了承ください。 




















本書は巧の 8 章か 5 構成されています。 

とくに第1章の「安全ドライブのために必ず守っていた 
だきたいこと」は重要です。しっかりとお読みください。 


V _ y 

第7章：ち全ドライブのために必ず守っていただきたいこと 


「重大な傷害や事故•車両火災におよぶおそれがあること」および「一般的 
なま意」と、その回避方法びこの章に集約して記載されていまず。重要で 
ずので、必ずお読みください。 

第2章 •• 基本操作早わかり 


はじめてこの車にお乗りいただくかたのために、基本操作を簡単に説明し 
ています。 

第3章 •• 運乾装置の取り扱い 


ドアの開閉、シート、シートベルト、エンジンのかけ方、シフトレバー、 
メーター、スイッチなどの取り扱いを説明しています。 

第4章：室内装備の取り扱い 


エアコン、ラジオ、室内装備品（時計、カップホルダーなど）の取0扱い 
を説明しています。 

第5章••をを • 快適装備の解説と注意 

SRS エアバッグ、 ABS など安全-快適装備についての機能説明と取0 
扱い上のミ主意を説明しています。 

第6章 •• 車との上手な付き合い方 


季節による取0扱い、環境にやさしい経済的な運転方法などについて説明 
しています。 

第7章 •• メンテナンス 


車の手入れのしかたと曰常点検について説明しています。 

第8章 •• 万一のとき 


故障やバンクしたとをなど、万一のとをに必要な処置方法について説明し 
ていまず。 
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表示について 


ま全に関する表示 

r 運転ちやほかの人が傷喜を受ける可能性のあること J や「車両の 
故障や破損につながるおそれがあること J と、その回避方法を下 
記の表示で記載していまず。これらは重要でずので、必ず読んで 
遵守してください。 

記載事項をお守りいただかないと、重大な 
傷害や事故•車両火災におよぶか、最悪の 
場合死こにつながるおそれがあること。 


記載事項をお守りいただかないと、傷害、 

車両の故障や破損につながるおそれびある 
こと。 

V_ ^ 

その他の表示 

r 知っておくと便利なこと」-「知っておいていただきたいこと」 
を下記の表示で記載していまず。 


處誦島 
座 超 意 


年 n ミみ’ 巧っておくと梗利なこと。 
wA 州 風 知っておし、てし、ただきたし、こと。 

V_ J 


イラストのマークについて 

してはな5ない行為を示ずイラストには、下記のマークが記載さ 
れていまず。 
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操作要領 L -- 知識 注意---;警告 

操作要領が記載されています。前ページ参照。 前ページ参照。前ページ参照 


■本書では新計量法の施行に伴い、国際単位系（略称 S I単位）を基本に記載し、従来 
単位を （（ 巧に記載してありまず。 


操作説明 （3 〜8章）の見方 


操作説明 （3 〜8章）の基本的な読み方について説明していまず。 

タイトル ★ ヘッダー ツメタイトル 

階層によ0区別グレード等により装着のページの巧容を 各章のタイトルを 

してあります。有無が異なることをお知案内しています。 案内しています。 

! 5せします。 . 1 ! : 


■-H 


►八ン ドル • 5ラーの調壁 





スイッチを巧すと約1已分間作動し、作動中にを5—度押すと停止します。 
>作動中は作動表示灯び点灯します。 



S ラーヒーター について 

ドア S ラーの鏡面を暖めて、雷-露.雨捐などを取 D 除をます。 

•熟線入 D フ□ントウインドゥシールドガラス巧を車は、 S ラーヒーターと同時に巧保入 D 
フ□ントウインドゥシールドガラス （P.188) ち作西します。 

作動条件について 

エンジンスイッチび日 N の巧置のとを使用でをます。 


A 警告 


ドア S ラーの 調整 


’ 宙議■の 

巧り化い 
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《このページはサンプルですので、記載内容は実際の車とは異なります。 






























































巧索方法について 


本書では、お客様が知りたいことを素早くお読みいただけるよラ、 
次のよラな工夫がしてあります。 



タイトルか5さびす 

6 

■ r 目次 J 

■ 「ツメタイトル」 

■ r 各章のはじめの目;夕 J 



I 取りつけ位置か6さびす 

•「ィラスト目;夕 J S 


ち抑か6さびす 

364 

■ 「五十音さくいん J 


警告なからさぴす 

372 

- r 警告なさ < いん」 





をがからさぴす 

364 

■ 「五十音さくいん」 

(色つさ 文字の 項目） 








目次 



イラスト目次 

8 

安全ドライブのために 

必ず守っていただき 

たいこと 

13 

基本操作早わかり 

(はじめてこの車にお乗りになるかたへ） 


85 

運乾装置の取り扱い 


102 

室内装備の取り扱い 


219 

ま全-快適装備の 

解説とミ主意 

247 

車との上手な 


付き合い方 

269 

メンテナンス 

285 


万一のとき 

333 

さくいん 

364 
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•をを•快適ドライブのために 
-をを装備について 
-運転装置について 

14 

41 

-メンテナンスについて 
• 才ーパ’ーヒート•万一の事故 
• その相のま意 

67 

78 

A 

60 

81 

璧 

-各部の開閉 
•シートの調整 
• シートベルトの着用 
•運転ずるとをは 

86 

88 

90 

92 

. 藝化口 

-スイッチ類の取り扱い 
-エアコン-ラジオ 

96 

98 

100 

早基 
わ本 
か操 
り作 

•ドア-ドア苗ラスなどの開閉 

. シニ 主べルト®着用 

-チャイルドシートの固定 
-/\ンドル--ラーの調壁 
-エンジンのかけち 

104 
128 
138 
14 色 
15 已 
162 
167 

• シフトレバーの僅いち 172 

• 才一 b マチック重の 達 転のしかた 178 
-パーキングブレーキの!い方 184 
• 木-ター， 蹇 示な. 警告: 口の見方 186 
. スイッチの使いち 

(ライト•ワイパーなど） 206 


. エアコン.ヒーターの取り扱い 
-ラジオの取り扱い 

220 

228 

-室内装備品の使いち 

(サンバイザー-時計など） 

23 已 

取 室 

巧 i 

- SRS エアバッグ 
• シートベルト関係 
•EBD 付 ABS 

&ブレーキアシスト 

248 

258 

260 

- V フレックスフルタイム 4 WD 
• Super E C T 
-クラッチスタートシステム 

264 

266 

268 

のを 
解手 

賣快 

ま藝 

音巧 

思備 

-雨の曰の運転について 
-寒を時の取り扱い 

270 

271 

-経済的な運転 
-環境保護のために 

280 

282 

每？ 
含を 
当重 

方な 

-車の手入れ 
-日常点検 

286 

310 

-メンテナンスデータ 

324 

メ 

V 

要 

ン 

ス 

-工具-スペアタイヤ-発炎筒 
•故障したときは 
•パンクしたとをは 
-バッテリーびあびつたとをは 

334 

342 

344 

351 

- 才ーパ'-ヒートしたときは 
- けん引について 
-事故び起きたときは 
-車両を緊急停止ずるには 

3 己 4 

3 己 8 

362 

363 

万 

の 

と 

さ 






•五十音さくいん 

364 

•警告 1 打さくいん 

372 
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インストルメントパネル ) 


リヤフォグランプスイッチ 210- 

ドアミラー調整/格納スイッチ ] 己4、1己已 

バックドア□ックスイッチ 11] - 

光即上下調醫ダイヤル 20白- 

ライトスイッチ 20己、191- 

方向指示レバー 208 - 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ ] 巨7 - 

ホーン 217- 

メーター-表示な.警告な 186- 

ワイパー&ウォッシヤー 
スイッチ ] -1 



バンドル調碧レバー 162 - 
ボンネットオープナー ] S 曰 


※装備の違い、オプション装備などを含んでいます。 

































































































非甫点滅なスイッチ 216 — 
エアコン•ヒーター 220— 

灰皿 237- 

インパネテーブル 238—— 
センターボックス 238—— 
シガレットライター 237 — 
運転席 SRS エアバッグ 248 


助手席 SRS エアバッグ 
- ラジオ 


□VD ナピゲーシヨンシステム 

別冊 「DVD ナビゲーシヨンシステム取扱書」参照 

… IN ポケット 239 



唐お筒 33 白- 

U ヤウインドゥデフォッ乃一(曇り取り） 
スイッチ 2] 已 


8 8 
4 2 
2 2 


《装備の違い、オプシヨン装備などを含んでいます。 





























































































-ヴンバイザー 

- インナーミラー 

-室内打（フ□ント） 

パワーウインドゥスイッチ（運間席） 

- ドア□ックスイッチ 

-フ□ントシートベルト 

1- 室の打（リヤ） 



シフトレ A' — 

172、17目」 

パーキングブレーキ 

184-1 

フユーエルリッドオープナー 

- 

フ□ントシート ] 3日一 


リヤシート 134—— 
リヤシートベルト 138 


235 
163 
235 
116 
106 
138 
235 
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※装備の違い、オプション装備などを含んでいます。 























































イラスト目 决^ 

- ( 車両み観 



0 2 5 3 15 
112 3 12 
12 3 2 2 3 


《装備の違い、オプシヨン装備などを含んでいます。 


11 






































































MEMO 
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安全ドライブのために 
必ず守っていただき 

たいこと 



r 重大な傷害や事故-車両义災におよぶおそれびあること」および 
r 一般的なま意」と、その回避ち法がこの章に集約して記載されて 
います。重要でずので必ずお読みください。 


^まを•快適ドライブの 

ために . 14 

1. 点検整備実施のお願い14 

2. お出かけ前のを意1己 

3. 燃料補給時のを意20 

4. 走巧ずるとをのミ主意2吕 

5. 走行中、異常に 

気づいた5 30 
色.駐停車するときのを意33 
ス排気ガスに対ずるを意3已 
8. おモさまを 

柔せるときのを意38 


4 


がクメンテナンスにごし、て 

. 67 

1. 点検•手入れ時のを意67 

2. タイヤについてのミ主意69 

3. バッテ U - についての 

を意74 

4. ジャッキアップについての 

を意76 


才ーパーヒート 
万一の事が…" 


78 


まを装備について……41 

1. シートについてのま意41 

2. 子供専用シートについての 

ま意44 

3. シートベルトについての 

ミ主意47 

4. SRS エアバッグについての 

ま意54 

已. EBD 付 ABS &ブレーキ 
アシストについてのを意己9 

運巧ち置にごいて……百0 

1. 才ートマチック車についての 

ま意60 

2. 4 WD 車についてのを意64 


1. 才ーパ'-ヒートについての 

ミち意78 

2. 万一の事故のときのを意79 


その他のま意 


81 
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点検整備実施のお 


点検整備を必ず実施してください。 
実施していただかないと、重大な車両故 
障につなびるおそれがありを険でず。 


① 点検整備をおず実施してくださ 
し、。 


♦曰常点検整備や定期点検整備は、お客をの責任において実施していただ<ことび 
法律で義務づけられています。 

曰常点検 （ P .310 参照）や定期点検など、点検整備の詳細については、 「メンテ 
ナンスノート」 をお読みください。 

•定期点検は、安全のお保'公害防止の観点から、定期的に実施する点検です。 
定期点検整備は、専用の整備機器、指定のミ由脂類、交換された部品' 油脂類の 
適切な処理などび必要なため、トヨタ販売店にご相談< ださい。 

•点検整備は自動車の健康診断です。 

定期的な点検を斤い、その結果必要となった整備や部品交換を実施することび、 
ホ永く車と付き合っていくラえで最を大切なことです。 

♦点検整備を実施しないと、例えばエンジンオイルの不足-劣化によりエンジン内 
部び焼きつさなどを起こすおそれびあります。また、フレーキパッドやブレーキ 
ディスクなど、その役割を果たすと共に摩耗していく部品については、使用限度 
(摩耗限度）を越えての使用は故障を引さ起こすばかりか、事故に結びつ<おそれ 
ちあります。 

•日常点検で異常びあったり、車の調子び悪い場合には、トヨタ販売店にご相談く 
ださい。 
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お出かけ前に、次の事項を必ず守ってく 
ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つながるおそれがあ0まず。 


①窓ごしなど車がか5のエンジン始動は絶対に行わないでくださし、。 

•思わめ事故につなびるおそれびあり危険ですので、必ず運転席に座って行ってく 
ださい。 


②ほ 水温表示な（緑色）び消なす 
るまでは、極端にアクセルぺダ 
ルをあお！5ないで < ださい。 


ほ水温表示口 (緑色） 

•暖機不足の状態では觸媒装置び未燃焼ガスにより異常燃焼を起こし、損傷するお 
それびあります。 

•暖機は低水温表示な（緑色）び消打する程度で十分でず。 


③ 走行前にすベてのドアが確実に閉まっていることを確認してくだ 
さい。 

•ドアび確実に閉まっていないと、走行中にドアび突然開さ、思わめ事故につなび 
るおそれびあり危険です。なお、いずれかのドア（バックドアを含む）び確実に 
閉まっていないとをは、半ドア警告口 ( P .203) び点灯します。 
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まを-快適ドライブのために 


④フ □ントガラス前部の外気取り 
入れ□に雪、落ち葉などがつい 
ているときは取り除いてくださ 
し、。 





♦外気び導入でさず、車内の換気び十分でをな<なり、雨天時など車内の湿度び上 
びり、ガラスび曇ったりして視界び悪くなるおそれびあります。 


⑥停 車中に八ンドル位置を調整し 
たときは、確実に固定されてい 
ることを ii 崔認してください。 



•八ンドルの固定び不十分だと、走行中に八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事 
故につなびるおそれびあり危険です。 


⑥ 運転席足元、運転席下にちのを 
置かないで < ださい。 



•空ちなどびあると、ブレーキペダルやアクセルペダルに挟まり、ブレーキ操作び 
でをなくなったり、アクセルペダルびをどらなくなるなど、思わめ事故につなび 
るおそれびあり危険です。また、シートの動きびさまたげられたり、シートび固 
定でさず、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 
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まを•快適ドライブのために« 


⑦フ □アマットはお車（年式）専用のちのを、フ□アカーペットの 
上にしっかりと固定して使用してください。 

♦運転席にフ□アマットを敷くとさは、1;■(下のことをお守りください。お守りいた 
だかないと、フ□アマットびずれて運転中にさペダルと干渉し、思わめスピード 
び出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれびあり危険で 
す。 

• トヨタ純正品であっても、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しな 
いで < ださい。 

•運転席専用のフ□アマットを使用してください。 

•固定フック（クリップ）を使って、常 
にしっかりと固定してください。 

•他のフ□アマット類と重ねて使用しな 
いで < ださい。 

•フ□アマットを前後をさまにしたり、 

裏返して使用しないでください。 


♦運転ずる前に、け下のことを確認してください。 

•フ□アマットびずべての固定フック（クリップ）で正しい位置にしっかりと固 
定されていることを定期的に確認し、とくに洗車後は必ず確認を行ってくださ 
し、。 

•エンジン停止およびシフトレバーび© 

はートマチック車）またはの（マニュ 
アル車）のが態で、各ペダルを奥まで 
踏み込み、フ□アマットと干渉しない 
ことを確認してください。 
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•お出かけ前のを意 












まを-快適ドライブのために 


⑧ 助手席や後席に荷物を積み重ね 
ないで < ださい。 


♦急ブレーキをかけたとをや車び旋回しているとさなどに荷物び巧び出して、乗員 
に当たったり、荷物を損傷したり、荷物に気を取られたりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびありを険でず。 

•荷物は ラゲージルー ムに安定した状態（例えば、 ラゲージルー ム前ちに均等に） 
で置いてください。 


® 燃料び入った容器やスプレーち 
などは積まないでください。 


•万一のとさ引火し、車両火災につなびるおそれびあり危険です。 


⑩ ボンネットを開けて作業などをしたときは、走行前にボンネット 
び確実に □ ックされていることを確認してください。 

•□ックせずに走行すると、ボンネットび開いて思わめ事故につなびるおそれびあ 
りを険でず。 





J ’ お出かけ前のま意 


18 


















まを•快適ドライブのために« 


⑩ 次の場合は車び故障しているお 
それがあります。そのままにし 
ておくと走行に悪影響をおよぼ 
したり、思わめ事故につなびる 
おそれびありを険です。トヨタ 
販売店で点検を受けてください。 



♦いつわと違ラ音や臭いや振動びするとさ。 

•八ンドル操作に異常を感じたとき。 

•ブレーキ液び不足しているとを。 

•地面にミ由のもれたあとび残っているとを。 

•メータ ー• 表示打-警告な、ランプ類に異常びあるとも 


® お酒を飲んでの運転は絶対にし 
ないで < ださい。 



•飲酒運転は法律で禁止されています。 

•飲ミ酉運転は非常にを険で、ごく少量のアルコールでも判断力-視力-を意力に影 
響をおよぼし、重大な事故につなびるおそれびありを険でず。 


⑩ エンジンルーム内および車体巧下に、ネコやネズミなどのル動物 
びいないことを ii 崔認、して < ださい。 

♦エンジン始動時、フアンやベルトにル動物び巻き込まれたりして、機能不具合の 
原因となるおそれがありまず。 
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燃料を補給ずるとさは、次の事項を必ず 
守ってください。 

お守りいただかないと、燃料に引火して、 
やけどなどの重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死こにつなげるおそれがありま 
す。 


① 指定 LU がの燃料を使用しないで 
<ださい。 


♦指定燃料は無鉛レギュラーガソ U ンです。給油時に指定されている燃料であるこ 
とをお認してください。 

•指定 L ソがの燃料（粗悪ガソ U ン-な;'由-高濃度アルコール含有燃料など）を使用 
ずると、エンジンの始動性び悪くなったり、ノッキングび発生したり、出力びほ 
下する場合びあります。また、そのまま使用すると、エンジンの故障や燃料系部 
品の損傷による燃料もれなどの原因となるおそれびありますので、指定燃料(が 
は使用しないで < ださい。 





)’ 燃料補給時のま意 
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まを•快適ドライブのために 猶 


② 燃料補給時には、次のことを必 
ずお守り < ださい。 


♦エンジンは必ず停止してください。 

♦車のドア、窓は閉めてください。 

>タバコなど火気を近づけないでください。 

♦フューエル U ッド、フューエルキャップを開けるとをなど給油操作を行ラ前に、車 
体などの金属部分に独れて身体の静電気除まを行って<ださい。身体に静電気を帯 
びていると、放電による乂巧で燃料に引乂ずる場合びあり、やけどをずるおそれび 
あります。 

> フューエル キャップを開ける場合は、必 
ずキャップのツマ S を持ち、ゆっくりと 
開けて < ださい。 

気温び高いとさなどに、燃料タンク内の 
圧力び高くなっていると、給油□から燃 
料び吹を返ずおそれびあります。 

フューエル キャップを少しゆるめたとき 
に、 "シュ ー" といラ音びする場合は、そ 
れしツ上開けないでください。 

その音び止まってからゆっくり開けてください。 

♦給ミ由中、再び車内のシートに戻ったり、帯電している人や物に軸れないでください 
(再帯電のおそれびあります)。 

♦給ミ由□には静電気除まを行ったかたし U がの人を近づけないでください。 

♦給ミ由するとさは給ミ由□にノズ J レをお実に挿入してく ださい。ノズ J レを浮かして継ぎ 
足し給油を行ラと、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場合びありまず。 

♦給ミ由終了後、フューエルキャップを閉め 
る場合、"カチッ"と音びするまでちに回 
し、確実に閉まっていることをお認して 
<ださい。 

♦車に合ったトヨタ純正のフューエルキャ 
ップじ(がは使用しないでください。 

>その他、ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているを意事項を守ってください。正常 
に給油できない場合は、スタンドの係員 
を呼んで指示にしたびってください。 

③ 給油時に、気化した燃料を吸わないようにしてください。 

♦燃料の成分には、有害物質を含んでいるものちありまずので、ミ主意してください。 






’燃料補給時のを意 
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走巧ずるときは、次の事項を必ず守って 
ぐださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つながるおそれがあ0まず。 


0 

①走行中はエンジンを停止しない 
で < ださい。 


•エンジンびかかっていないと、ブレーキ倍力装置やバワーステア1」ングび働かず、 
ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび非常に重くなったりして、思わめ事 
故につなびるおそれびあり危険です。 

•マこユアル車は、キーを " LOCK " にするとキーが抜け、八ンドルが□ックさ 
れ八ンドル操作でさなくなるおそれがありまず。 


⑨走 行中は八ンドル位置やミラ 
一*運転席シートの調整はしな 
いで < ださい。 


♦調整中に運転を誤ったり、シートび突然動くなどして思わめ事故の原因となって、 
生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 






4•走行するとさのま意 
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まを•快適ドライブのために 猶 


③ ドアミラーを倒したまま走す5しないでください。 

• ドア-ラーによるを方確認びでさず思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


④ マニュアル車は、クラッチペグ 
ルにちをのせたまま走巧したり、 
必要な上に長い時間、半クラッ 
チ操作を行わないでください。 


>クラッチび早く磨耗したり、過熱し、クラッチび破損することで、思わめ事故に 
つなびるおそれびあり危険です。 


( D ブレーキペダルに足をのせたり、 
パーキングブレーキをかけたま 
ま走行しないで<ださい。 


♦ブレーキパッドび早く摩耗したり、ブレーキび過熱しブレーキの効をび悪<なり、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 





•走行するときのま意 
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まを-快適ドライブのために 


⑥ 下り坂ではエンジンブレーキを 
併用してください。 


♦ブレーキペダルを踏み続けると、過熱によりブレーキの効をび悪くなるおそれび 
あり危険です。 


⑦ 車を少し移動させるときも、必ずエンジンを始動してください。 

♦エンジンびかかっていないと、ブレーキ倍力装置やパワーステア U ングび働かず、 
ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび非常に重くなったりして、思わめ事 
故につなびるおそれびあり危険です。 

>エンジンをかけず、坂道を利用して車を動かずと、思わめ事故につなびるおそれ 
びありを険です。 


⑧八ン ドルをいっぱいにまねした 
：!犬態を長く続けないでください。 


♦オイルの温度び上びりすざたり酒滑不良を起こし、ノ（ワーステア U ング装置を損 
傷するおそれびあります。 





•走行するとさのま意 
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まを•快適ドライブのために« 


⑨ 八ンズフリー L ソ外の自動車電話 
や携帯電話を運転をは運転中に 
使用しないでください。 


♦八ンズフ U —しソがの自動車電話や携帯電話を運転者び運転中に使用することは、 
法律で禁止されています。 

♦電話をかけるときや、電話びかかってきたときに、ミ主意び電話機に向いてしまい、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

八ンズフ U —し U 外の自動車電話や携帯電話を運転者び使用するとさは、安全な場 
所に停車してから使用してください。 


⑩ ぬれた路面や積雪路-凍結路な 
どのすべりやすい路面では、と 
くに慎重に走巧してください。 


♦すべりやすい路面での急ブレーキ-急加ま-急八ンドルはタイヤびス1」ップし、 
車を制御でさなくなり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 

♦シフトアップ-シフトダウンによるエンジンブレーキやエンジン回転数の急激な 
変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険で 
す。 

♦寒いとき、橋の上や日陰など凍結しやすい場所ではあらかじめ減まし、慎重に走 
行してください。 

參雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 





•走行するときのま意 


25 









まを-快適ドライブのために 


⑩ 冠水した道路は走巧しないでく 
ださい。 



>冠水した道路を走行すると、エンストするだけでなく、電装品のショート、水を 
吸い込んでのエンジン破損など、重大な車両故障の原因となるおそれびあります。 
万一、冠水した道路を走行し、水中に浸ってしまったとさは、必ずトヨタ販売店 
で下記の項目などを点検してください。 

•ブレーキの効さ具合。 

•エンジン-トランスミッション.トランスファー (4 WD 車）■デイファレンシ 
ャルなどのオイル量および質のを化。（白還している場合、水び混入しています 
ので、オイルの交換び必要でず。） 

• プ□ペラシャフト （4 WD 車）.各ベア U ング.各ジョイント部などの酒滑不良。 



⑩ 大きな段差がある場所では慎重 
に走行してください。 


>次のよラな場所を走行ずるときは、ノ（ンノ f 一を損傷するおそれびありまずので、 
スピードをおとして慎重に走行してください。 

• 駐車場の出入り□などの段差のある場所を通過ずるとを 
• 立体駐車場のス□ープなど勾配び急な場所を走行するとを 
• 輪止めなどのある場所や、路肩におって駐停車するとき 
•凹凸やわだちのある道を走行ずるとを 
• くぼみ（巧）などを通過ずるとさ 

•平坦な道から上りあ-下り坂に進入するとき、または上り坂-下り坂から平坦 
な道に進入するとを 



4•走行するとさのま意 
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まを•快適ドライブのために« 


⑩ 湿度び非常に高いときにエアコンを作動させている場合は、吹き 
出し□切り替えダイヤルを W の位置にしないでください。 

♦外気とウインドゥガラスの温度差でウインドゥガラスが側表面び曇り、視界をさ 
またげ、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


⑩ スタック&したとさは 

《めかるみ' 砂地' 深雪路などで駆動輪び 
空転した D 、 埋ま0込んで動けな<なつ 
た状態。 


♦スタックからの脱出をこころみるときは、必ず周囲の安全を十分に確認してくだ 
さい。脱出の勢いで、ちのを損傷させたり、人身事故を引さ起こずおそれびあり 
危険です。 

♦タイヤを高速で回転させないでください。タイヤびバースト（破裂）したり、駆 
動部品（デイファレンシャルギヤなど）の異常過熱により思わめ事故につなびる 
おそれびあり危険です。 

♦スタックからの脱出のために、やむを得ず前進'後退を繰り返すときは、トラン 
ス S ッションやデイファレンシャルギヤなどに損傷をあたえるおそれびあるため、 
次のことにミ主意してください。 

•才ートマチック車は、シフトレバーを® (または©)にお実に入れてから、ア 
クセルペダルを軽く踏んでください。また、シフトレバー操作中は、絶対にア 
クセルペダルを踏まないでください。 

•過度の空ぶかしやタイヤの空転をさせないでください。 

•過度にタイヤび空転した場合には、エンジン回転び低くなってからブレーキ操 
作をして < ださい。 

•数回行っても脱出できないときは、本操作を中止してください。 

♦スタック脱出には、なのち法び有効です。 

• タイヤ前後の±や雪を取り除く。 

•タイヤの下に木や石などをあてびラ。 

>けん引フックやサスペンション部品などにロープをかけてけん引すると、けん引 
フックやサスペンション部品を損傷ずるおそれびあります。無理にけん引せず、 
トヨタ販売店や J A F などに依頼してください。 




4•走行するときのま意 
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まを-快適ドライブのために 


⑩ 洗車後や水たまり走行後は、ブ 
レーキペダルを軽く踏んで、ブ 
レーキが正常に働くことを確認 
してください。 


♦ブレーキパッドびめれると、ブレーキの効さび悪くなったり、めれていない片方 
だけび効いて八ンドルを取られ、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦効をび悪い場合は、周囲の安全に十分ミ主意して効さび回復ずるまで、数回ブレー 
キペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを確認してください。 



⑩走 行中、シート L ソがの場所への 
乗車や車内の移動はしないでく 
ださい。 



•急ブレーキをかけたとさや衝突したとさなどに、身体び巧ばされ、頭などを強く 
巧ち、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


⑩窓か 5手や顔を出さないでくだ 
さい。 


•走行中、手や顔を出していると、車外のをのなどに当たったり、急ブレーキ時に 
頭を窓枠にぶつけたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあ0ます。 




•走行するとさのま意 
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まを•快適ドライブのために« 


⑩ ドアガラスを開けるとをや閉め 
るときは、ほかの人の手-腕- 
頭-首などを挟んだり巻き込ん 
だりしないよラにを意してくだ 
さい。 

♦ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたりずると、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびありまず。 


⑩ センターボックスやル物ケースのフタを開けたまま走巧しないで 
ください。 

♦急ブレーキをかけたときなどに荷物び飛び出し、思わめ事故につなびるおそれび 
あり危険です。 


翅) ウインドゥガラスにアクセサリ 
-を取りつけたり、インストル 
メントパネルやダッシュボード 
の上に物を置いたまま走行しな 
いで < ださい。 

♦運転者の視界をさまたげたり、発進時や走行中に安全運転のさまたげになり、事 
故につなびるおそれびあります。 


留) 走行中はドアレ/ く一を弓 I かないでください。 

♦走行中は、ドアレノ（一を弓め、ないでください。 

ドアび開き車がに放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびありまず。とくに、運転席は□ックレバーび施錠側になって 
いてもドアび開くため、を意してください。 





•走行するときのま意 
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♦点灯■点滅したまま走行すると、思わめ事故を引さ起こしたり、エンジンなどを 
損傷するおそれびあります。警告なの内容をお認し、適切な処置をしてください。 
( P . 194参照） 


② ブレーキ警告灯が点なしたまま 
走行し続けないでください。 


•警告なび次のよ5になったとさは、ただちにま全な場所に停車してトヨタ販売店 
へご連絡ください。 

•エンジン回転中にパーキングブレーキを解除してを点巧したままのとき。 
この場合、ブレーキの効きび悪くなり、制動距離び長くなるなど、思わめ事故 
につなびるおそれびあり危険です。効さび悪いとさは、ブレーキペダルを強く 
踏んでください。 

•ブレーキ警告なび A B S &フレーキアシスト警告なと同時に点なしたままのと 
さ。 

この場合、 ABS & ブレーキアシストに異常び発生しているだけでなく、強め 
のブレーキの際に車両び不安定になるおそれびあります。 




己•走行中、異常に気づいたら 
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まを•快適ドライブのために« 


③ エンストしたときは、落ち着いて操作してください。 

♦エンストしたとをは、ブレーキ倍力装置やパワーステア U ングのミ由圧装置び作動 
しなくなり、ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび重くなったりします。 
この場合は、制動力などびなくなったわけではありませんので、通常より力を入 
れて操作し、周囲の安全を確かめ、路肩に寄せて停車してください。 


④走 行中にタイヤびパンクやバー 
スト (破裂）しても、あわてず 
対応してください。 


♦八ンドルをしっかり持ち、徐々にブレーキをかけてスピードを落としてください。 

急ブレーキや急八ンドルは車両のコント□ールびできなくなるおそれびあります。 
♦次のよラなときはバンクやバーストび考えられます。 

•八ンドルび取られるとさ。 

•異常な振動びあるとさ。 

•車両び異常に傾いたとき。 

♦パンクしたまま走行しないでください。バンクしたまま走行し続けると、走行不 
安定となり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。また、タイヤ■デイ 
スクホイールやサスペンション-車かに損傷をあたえるおそれびあります。ただ 
ちにスペアタイヤに交換してください。 




己•走行中、異常に気づいた5 
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まを-快適ドライブのために 


⑥ 車体巧下やタイヤ•ディスクホ 
イールに強い衝撃を受けた5、 
ただちにま全な場所に車を止め 
て、下まわりを点検してくださ 
し、。 


♦ブレーキ液や燃料びをれたり、サスペンション部品-タイヤ-ディスクホイー 
ル-駆動系部品などの変あや損傷の可能性びあるため、そのままの状態で使用ず 
ると、思わめ事故につなびるおそれびありを険でず。 

♦ちれや損傷び見つかった場合は、そのまま使用せずトヨタ販売店にご相談<ださ 
い。 


⑥走 行中、継続のにブレーキ付近 
か!5警告音（"キーキー"音）び 
発生したときは、ブレーキパッ 
ドの使用限度です。トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 


•警告音は、ブレーキパッドウェアインジケーターによるをので、走行中に警告音 
("キーキー"といラ金属音）を発生させ、ブレーキパッドび使用限度に近づいた 
ことを運転者に巧らせます。 

警告音び発生したとさは、ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 
•警告音び発生したまま走行し続けると、ブレーキパッドびなくなり、ブレーキ部 
品を損傷させたり、効をび悪くなって、思わめ事故につなびるおそれびあり危険 
です。 

⑦走巧中にやむを得ずエンジンを停止するときは、巧のことをお守 
りください。 

•走行中にやむを得ずエンジンを停止するとをは、十分に減速するよラにしてくだ 
さい。エンジンを停止すると、ブレーキの効きび悪くなり八ンドルび重くなるた 
め、車のコントロールびしにくくなるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり 
危険です。 

•走行中にやむを得ずエンジンを停止するとをは、キーは絶巧に巧かないでくださ 
し、。キーを抜くと八ンドルび□ックされるため、思わめ事故につなびるおそれび 
あり危険です。 





己•走行中、異常に気づいたら 
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©車か! 5 離れるときは、パーキングブレーキをかけ、必ずエンジン 
を停止し、施錠してください。 

♦車から離れるとさは、必ずエンジンを停止して、施錠することび法律で義務づけ 
られています。また車両盗難や車内のちのを盜まれるおそれびありますので、車 
内に貴重品などを置かないようにしてください。 

♦車から離れるとき、し U 下のことを守ってください。お守りいただかないと、車び 
無人で動を出し、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

•シフトレバーを才ートマチック車では©、マニュアル車では〇か©に入れる。 

• ノ くーキングブレーキをかける。 

•エンジンを停止ずる。 

• ドアを施錠ずる。 



>車両後方や排気管付近に燃えやすいちのびあると、义災につなびるおそれびあり 
危険です。 


♦木な、ベニヤ板などび車両後ちにあるときは、車両後端を約 30 cm し U 上離して止 
めてください。すさ間び少ないと、排気ガスによって変色やを形したり、火災に 
つなびるおそれびあり危険です。 

♦枯れ草や紙くずなど燃えやずいものの上を走行したり、車を止めたりしないでく 
ださい。排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると、乂災につなび 
るおそれびあり危険です。 

③ 寒を時、パーキングブレーキをかけずに駐車するときは、必ず輪 
止めをしてください。 （ P . 278参照） 

>輪止めをしないと、車び動き思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 



•駐停車ずるときのを意 
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まを-快適ドライブのために 


ぶ 

④停 車中に空ぶかしをしないでく/ 

ださい。 \ 


•排気管び過熱し、車両火災につなびるおそれびあり危険です。 


⑥ 炎天下で駐車するときは、メガ 
ネ.ライター.スプレ— 左.炭 
酸飲料の左などを車内に放置し 
たままにしないで<ださい。 


•車内び大変高温になるため、ライターやスプレー伍のガスび自然にもれたり、破 
裂したりして、車両火災につなびるおそれびあり危険です。 

•炭酸飲料の宙び破裂したりして室内をミちしたり、電気部品のショートの原因とな 
るおそれびありまず。 

•車内び大変高温になるため、プラスチックレンズやプラスチック素材のメガネの 
変あ-ひび割れを起こずことびあります。 


⑥ 仮眠するとをは、がずエンジン 
を停止してください。 


•エンジンをかけたまま仮眠ずると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アクセ 
ルペダルを踏み込んだりして、車の急発進による事故や、エンジンの異常過熱に 
よる車両乂災につなびるおそれびあり危険でず。 

また、排気管び損傷していたり、風通しの悪い場所では、排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 






: J •駐停車するとをのま意 
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♦車庫内など囲まれた場所では、排気ガスび充満し、重大な健康障害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


② 雪が積をった場所や降雪時に駐 
車するときは、エンジンをかけ 
たままにしないで<ださい。 


>エンジンをかけた状態で車のまわりに雪び積もると、排気ガスび車内に侵入して 
重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 




•排気ガスに対するを意 
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まを-快適ドライブのために 


( D 排気管はときどき点検してくだ 
さい。 


•排気管の腐食などによる穴やを裂、および継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常 
などに気づいた場合は、必ずトヨタ販売店で点検整備を受けて<ださい。そのま 
ま使用すると、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

•排気管は排気ガスにより高温になります。点検などで排気管に触れる場合は、十 
分に担商管び;令めてからにしてくださし、。 


④バ ックドアを開けたまま走行し 
ないで < ださい。 


•開けたまま走行すると、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。走行ずる前に、必ずバックドアび 
閉まっていることを確認してください。 





7 •排気ガスに対するま意 
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⑥ 車内に排気ガスげ侵入してきた 
と感じた5、次の処置をしてく 
ださい。 


•すべての窓を全開にしてください。 

•空調の内外気切り替えを外気導入側にし 
て風量を最大にし、新鮮な外気を車内に 
入れて < ださい。 

•すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受 
けてください。そのまま放置すると、排 
気ガスにより、重大な健康障害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 






















•助手席ではおモさまの動作び気になり、運転のさまたげになるだけでなく、おテ 
さまび達転装置に独れて思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦おテさまを U ヤシートに座らせたときは、チャイルドプ□テクターを使用してく 
ださい。お子さまび誤って車内からドアを開けることを防止でさます。 

チャイルドプ□テクターの使用ち法は、 P. 108をお読みください。 



3•お子さまを乗せるとさのま意 
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まを•快適ドライブのために« 


②お子さまにもシートベルトを必 
ず着用させて < ださい。 



♦ひざの上でおモさまを抱いていると、急ブレーキや衝突したとさなどに支えされ 
ず、おモさまび放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあ0ます。 

♦ U ヤシートでも必ずシートベルトを着用してください。 （ P .1 38参照） 


•シー トベルトの肩部べルトび首やあごに 
当たったり、腰部ベルトび腹骨にかから 
ないよラなルさなお子さまには、お子さ 
まの身体に合った子供専用シートを使用 
してください。子供専用シートについて 
は、トヨタ販売店にご相談ください。 



③おデさまをシートベルトで絶対 
に遊ばせないでください。 


>おテさまびシートベルトで遊んで万一べルトび首に巻をついた場合、窒息など重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八ヴ S な 
どでシートベルトを切断してください。 




•お子さまを乗せるときのま意 
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まを-快適ドライブのために 



④ ドア-ドアガラスなどはお子さ 
まに操作させないで<ださい。 


♦おテさまび操作すると、閉めるとき手'頭-首などを挟んだりして重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦走行中にドアを開け、お子さまび車がに放り出されたりして、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦チャイルドプ□テクター ( P .108) やウインドゥロックスイッチ （ P .118) を 
使用して、おモさまび誤って操作しないよラにしてください。また、ドアガラス 
を開けるときや閉めるときは、ほかの人の手' 腕■頭' 首などを挟んだり巻き込 
んだりしないようにミ主意して操作してください。 



⑥車か5離れるときは、お子さま 
を車内に残さないでください。 


•炎天下の車内は大変高温となり、お子さまを残しておくと、熱射病や脱水症状と 
なり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•おテさまを残しておくと、マッチ-ライ 
ター-発炎筒の乂遊びによる車両火災に 
つなびるおそれびあり危険です。 

•エンジンスイッチにキーをつけたまま車 
内におテさまを残しておくと、パワーウ 
インドゥのスイッチを操作し、誤って 
手•頭-首などを挟み、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびありまず。また、運転装置を動かし 
て思わめ事故につなびるおそれびあり危 
険です。絶対にキーをつけたままお子さ 
まを車内に残さないでください。 




〕•お子さまを乗せるとをのま意 
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シートについては、巧の事項をおず守つ 
て < ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
ごなびるおそれびあ0まず。 


の シートは正しい運転姿勢び取れ 
るように位置を調整してくださ 
し、。 


♦正しい運転姿勢を取らないと、運転操作を誤り思わめ事故につなびるだけでなく、 
シートベルト .S R S エアバッグ.へッドレストなどの効まび発揮されず、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

正しい運転姿勢については、 P . 128をお読みください。 


②シ ートを調整したあとは、シー 
卜を軽く前後にゆさぶり、確実 
に固定されていることを確認し 
て < ださい。 


♦固定されていないとシートび動さ、思わめ事故の原因となって、生命にかかわる 
重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 






1. シ—卜についてのを意 
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%まを装備について 

( D 走行中はシートの操作をしないでください。 

♦ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受け 
るおそれびありを険です。 


④ 背ちたれを必要 L ソ上に倒して走 
行しないでください。 


♦必要 L ソ上に背ちたれを倒していると、衝突、または追突されたとさ、腹部ベルト 
びお骨からずれ、身体びシートベルトの下にをぐり込み、強い圧迫を受け、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 


⑥ 背ちたれと背中の間にクッショ 
ン（座な団）などを入れないで 
ください。 


•正しい運転姿勢び取れないばかりか、衝突したとさシートベルトやへッドレスト 
の効果び十分に発揮されず、を命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危 
険でず。 





シ—卜についてのま意 
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まを装備にっぃて ^ 


⑥へッ ドレストをはずしたまま走 
行しないでください。 


♦衝突したときなどに、首に大きな衝撃び加わり、生命にかかわる重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。へッドレスト中央び耳の後ちになるよラに高さを調 
整してください。 


@ ヘッドレストは、それぞれのシート専用でず。取りつけるときは、 
"カチッ"と音びして固定されたことを確認してください。 

♦ヘッドレストを間違って取りつけると、固定ずることびできず、衝突したとさな 
どにち命にかかわる重大な障害を受けるおそれびあり危険です。 


⑧リ ヤシートの前倒しについては 
次のことをお守りください。 


>倒した背もたれの上やラゲージルームに人をのせて走行しないでください。ブレ 
ーキをかけたとをや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるお 
それびあり危険でず。 

♦ U ヤシートを前倒ししたとをは、お子さまびラゲージルームに入らないよラにを 
意してください。ボディの突起に当たるなどして、生命にかかわる重大な傷害を 
受けるおそれびあり危険です。 

>背ちたれををとにちどしたとさは、軽く前後にゆさぶり、確実に固定されている 
ことを確認してください。固定されていないと、急ブレーキ時などに背もたれび 
倒れたり、ラゲージルーム内のちのび飛び出ずなど思わめ事故につなびるおそれ 
びあり危険です。 

>背ちたれを倒すとさやもとにをどずとさは、シートベルトを挟み込まないように 
してください。シートベルトび傷つくおそれびあり、傷ついたまま使用すると、 
衝突したときなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶ 
か、 最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 





1. シ—卜についてのを意 
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子供専巧シートについては、巧の事項を 
必ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ0まず。 


① 車のシートベルトび正しく着用できないルさなお子さまには、身 
体に合った子供専用シートに座らせてください。 

♦乳児は、頭や首を含め完全な安全保護サポート（ベビーシート）びお要です。乳 
児の首は安定していなくて、また頭はほかの部分に比べて極めて重いからです。 
乳児は、必ず適切なベビーシートに座らせてください。 

•幼児の体形は、シートベルトの設計対象となっている大人とは異なっています。 
幼おの骨盤はルさ<、通常のシートベルトでは骨盤の1氏い位置にとどまらず、腹 
部にかかってしまいます。衝突した場合に、シートベルトによって腹部に強い圧 
迫を受け重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
幼児はおず適切なモ供専用シートに座らせてくださし、。 


⑨ 子供専用シート*チャイルドシ 
ート使用するとをは、必ず商品 
に付属の取扱書をよくお読みの 
うえ、確実に取りつけ、使用方 
法を守ってご使用ください。 

•使用ち法を誤ったり、お実に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、 
モ供専用シートび正しく機能せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあります。 

•モ供専用シート-チャイルドシートについては、トヨタ販売店にご相談ください。 
•モ供専用シートによっては、取りつけびでさない、または取りつけび困難な場合 
びあります。 





仁•子供専用シ—卜についてのま意 
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まを装備にっぃて ^ 


( D 子供専用シートは確実に固定できるように取りつけてください。 

子イ共専用シートは、取りつけ位置や取りつけち向にを意をしてお実に取りつけてく 
ださい。取りつけび不適切な場合、急ブレーキや衝突したときなどに、モ供専用シ 
ートび正しく機能せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

■モ供 専用シートは U ヤシートに取りつけてください。 

♦運転席側 U ヤシートで、運転席の位置に 
より、安全に取りつけられる十分なスぺ 
ースび確保でさない場合は、子供専用シ 
ートを無理に取りつけず、助手席側1」ヤ 
シートに取りつけてください。 




■助手席 SRS エアバッグ装着車では、助手席には、モお専用シートをうしろ向き 
に絶巧に取りつけないでください。 

>ラしろ向をに取りつけた場合、助手席 SRS エアバッグびふくらんだとさ、モ供 
専用シートの背面に強い衝撃び加わり危険でず。 

助手席サンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。あわせてご覧<だ 
さい。 

♦やむを得ず、前向きに助手席に子供専用 
シートを取りつける場合には、助手席 S 
R S エアバッグびふくらんだとさの衝撃 
を少しでを緩和させるため、助手席シー 
卜の前後位置調整を一番ラしろにして取 
りつけてください。 

お守りいただかないと、助手席 SRSI 
アバッグびふくらんだとさ、お子さまに 
強い衝撃び加わり危険です。 





•子供専用シ—卜についてのを意 
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%まを装備について 


④ 子供専用シートを車両に搭載す 
るときは、じ1下のことをお守り 
<ださい。 


お守りいただかないと、急ブレーキをかけたとさや衝突したとさなどに飛ばされる 
などして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 
♦車両にモ供専用シートを搭載するとさは、適切なち法で確実にシートに取り付け 
てください。モ供専用シートを使用しない場合でも、シートにしっかり固定され 
ていないが態で、客室内に置くことは避けてください。 

♦モ供専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両から降ろして保管するか、ラ 
ゲージルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 




仁•子供専用シ—卜についてのま意 
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、シ-卜譜口い 



シートベルトについては、次の事項を必 
ず守ってください。 

お守りいただかないと、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死亡につなびるおそ 
れびあ0まず。 


の 車に乗るときは、全員がシート 
ベルトを正しく着用してくださ 
し、。 


シートベルトを着用しなかったり、正しく着用していないと、急ブレーキをかけた 
とさや衝突したときなどに身体びシートにな持されず、身体をぶつけたり 、 SRS 
エアバッグびふくらんだとをに強い衝撃を受け危険です。また、車外に投げ出され 
たりして重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 



♦背もたれを調整し、上体を起こし、 
深く腰かけて座ること。 


♦シートベルトの着巧は法律で義務づけら 
れています。運転者は乗員全員が次の使 
用ち法にしたがって、シートベルトを正 
しく着巧しているかを確認してから走行 
して < ださい。 



〈正しい着用のしかた〉 



3.シ—トベルトについてのま意 
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%まを装備について 


■シー トベルトは上体を起こし、シートに深く腰かけた状態で着用してくださし、。 

•正しい姿勢については、 P . 128をお読みください。 


■3 点式シートベルトの肩部べルトは、首にかかったり脇の下を通したりして着用し 
ないで < ださい。 

♦3 点式シートベルトの肩部べルトは、必 
ず肩に十分かかるよラに着用してくださ 
い。 

♦ベルトを通す位置び間違っていると、衝 
突時に、腹部などに強い圧迫を受けを険 
です。 


■アジ ヤスタブルシートベルトアンカー ( P .142) を確実に調整してください。 

♦シートベルトび首に当たらないように、また肩の中央に十分かかるようできるだ 
け高い位置に調整してください。 

♦調整したあとは、お実に固定されていることを確認してください。 




シ—トベルトについてのま意 
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まを装備にっぃて ^ 


■シー トベルトの腰部べルトは、必ず腰骨のでをるだけ低い位置に密着させて着用 
して < ださい。 

参シートベルトの腰部べルトび腰骨からず 
れていると、衝突したとさに、腹部など 
に強い圧迫を受け危険です。 



■シー トベルトはおず1人で1本のべルトを着用してください。 

>2人し U 上で]本のシートベルトを着用す 
ると、シートベルトび衝撃を分散でさな 
いばかりか、2人びぶつかり合ラなどし 
てを険です。 


用レし 、 J 

G 




3.シ—トベルトについてのを意 
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%まを装備について 


⑤ 妊娠中の女性ち必ずシートベルトを正しく着用してください。 

ただし、医師にミ主意事項をご確認ください。 

♦妊娠中のシートベルトの着用については、基本的に通常着用するときと同様でず 
び、腰部べルトび腰骨のでをるだけない位置にかかるよラにお腹の&くらみの下 
に着用するよラにしてください。 

また、肩部ベルトは確実に肩を通しお腹のふくらみをさけて胸部にかかるように 
着用してください。 

♦ベルトを正しく着用していないと、急ブレーキをかけたとさや衝突したとをなど 
にべルトびお腹のふくらみにをい込むなどして、母体だけでなく胎おまでび重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 



( D 疾患のあるかたちがずシートベルトを正しく着用してください。 

ただし、医師にミ主意事項をごお認<ださい。 



シ—トベルトについてのま意 


50 













まを装備にっぃて ^ 



④ シートベルトは、ねじれやゆる 
みげなく確実に□ックされた状 
態で着用してください。 


正しい運転姿勢でもシートベルトびねじれていたり、ゆるんでいたり、確実に□ッ 
クをしていない場合には、衝突したとをなどに、シートベルトび十分な効果を発揮 
せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

>ねじれていると、衝突したとをなどに衝撃力を十分に分散させることびでさず危 
険でず。 

>ベルトびねじれている場合は、正しく装着できるようほどいてください。ねじれ 
びラまくほどけない場合は、トヨタ販売店にご相談ください。 


■洗濯 ばさみやクリップなどでシートベルトにたるみをつけて使用しないでくださ 
い。 

>肩部ベルトびゆるすざると、衝突の際、 

ベルトで身体び拘束されるまでの移動量 
び大きくなり、ベルトび胸部などを圧迫 
して危険です。また、頭を八ンドルにぶ 
つけたり、 SRS エアバッグびふくらん 
だとさに強い衝撃を受け危険です。 



■プ レートをバックルに差し込むときは、プレートとバックルび"カチッ"と音び 
して確実にかみ合つていることを確認してください。 

♦異物び入ると、プレートびバックルに完 
全にはまらない場合びあり、衝突したと 
さなどにシートベルトびはずれて危険で 
す。 




3.シ—トベルトについてのま意 
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%まを装備について 


⑥ シートベルトを損傷させたり、 
損傷したシートベルトは使用し 
ないで < ださい。 


損傷したシートベルトをそのまま使用ずると、衝突したときなどにシートベルトび 
十分な効まを発揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
ありまず。 

•シートベルトやプレートをシートやドアに挟まないようにしてください。挟まる 
と傷びつくおそれびあり、そのまま使用するとを険でず。 


■ほ つれ、ずりきれができたり、正常に作動しなくなったシートベルトは、すぐに 
交換してください。また、事故により強い衝撃を受けたり、傷ついたシートべル 
卜は使用しないでください。衝突したときなどに本来の機能が十分発揮できなく 
なりまず。 

•このまま使用すると、衝突のとさなどに 
ベルトび切れる可能性びありまず。また、 

正常に働かず、シートベルトび十分な効 
果を発揮せず危険です。 

•シートベルトび正常に機能しない場合 
は、ずぐにトヨタ純正の新品と交換して 
ください。 





シ—トベルトについてのま意 
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まを装備にっぃて ^ 


■シー トベルトの改造や分辭•取りつけ-取りはずしなどをしないでください。 

♦衝突したとさなどにシートベルトび正常に作動しなくなります。シートベルトの 
取りつけ-取りはずし-交換についてはトヨタ販売店にご相談ください。 


■プリ テンシヨナー巧シートベルトの改造や分お-取りつけ-取りはずしなどはし 
ないで < ださい。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトを不適 
切に扱うと、正常に作動しなくなるおそ 
れびありまずので、修理は必ずトヨタ販 
売店で行ってください。 


■プリ テンシヨナー付シートベルトは再使用しないでください。 

♦作動すると S R S エアバッグ/プ1」テンシヨナー警告なび点なします。その場合 
はシートベルトを再使用することびできないため、必ずトヨタ販売店で交換して 
ください。 


■シー トベルトの清掃にベンジンやガソリンなどの有機;’容剤を使用しないでくださ 
し、。また、ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。強度が低下しまず。 

♦シートベルトの性能び低下し、衝突した 
とをなどに、シートベルトび十分な効果 
を発揮せずを険です。 

♦清掃するときは、中性洗剤かめるま湯を 
使用し、乾くまでシートベルトを使用し 
ないで < ださい。 


⑥リ ヤシートベルトをシートの中に押し込んだ状態で使用しないで 
<ださい。 

押し込んだままの状態で使用ずると衝突したとをなどに、シートベルトび十分な 
効果を発揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
よ9 〇 





シ—トベルトについてのを意 
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. SRS エアバッグに 
いての^ - 


SRS エアバッグについては、巧の事項 
を必ず巧ってぐださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死亡につなびるおそ 
れがあ0まず。 


① S R S エアバッグはシートベルトを補助する装置で、シートベル 
卜に代わるものではありません。 

正しい姿勢でシートに座り、シートベルトを正しく着用しないと、衝突したときな 
どに S R S エアバッグの効果を十分に発揮させることびできないだけでなく 、 S R 
S エアバッグびふ< らんだとさの強い衝撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびありまず。 

シートベルトの正しい着用については、 P . 138をお読みください。 


■シー トを正しい位置に調整し、背もたれに背中をつけた正しい姿勢でシートに座 
つて < ださい。 

• S R S エアバッグの展開部に覆いかぶさったり、近づをすぎた姿勢で乗車してい 
ると 、 S R S エアバッグびふくらんだときに強い衝撃を受けを険でず。 


《運転者のかたは》 

運転操作びでさる範囲で、でさるだけ八 
ンドルに近づさすざないよラにして座つ 
て < ださい。 


《助手席乗員のかたは（助手席 S RSI 
アバッグ装着車）》 

助手席 S R S エアバッグからでさるだけ 
離れて後方に座ってください。シート前 
端に座ったり、インストルメントバネル 
にちたれかかったりしないで<ださい。 
シートの調整.正しい姿勢については、 
P . 128をお読みください。 




4’ SRS エアバッグについてのま意 
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まを装備にっぃて ^ 


■ひざの 上にものをかかえるなど、乗員と SRS エアバッグの間にものを置いた状 
態で走行しないでください。 

♦ S R S エアバッグびふくらんだとをにも 
のび飛ばされ顔に当たったり、 SRS ェ 
アバツグの正常な作動びさまたげられ危 
険でず。 


■助手席 S R S エアバッグ装着車では、おモさまを助手席 S R S エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりした状態では走巧しないでください。 

• S RS エアバッグびふくらんだとをに強 
い衝撃を受け危険です。 
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SRSH アバツグについてのを意 













%まを装備について 


⑤ 車両の整備作業の場合には、必ず巧のことをお守りください。 

お守りいただかないと S R S エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふく 
らみ重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• S RS エアバッグおよびインストルメン 
トパネルの取りはずし-取りつけ■分 
解-修理などをするとさは必ずトヨタ販 
売店にご相談ください。 

不適切な作業を行ラと、 SRS エアバッ 
グび正常に作動しなくなったり、誤って 
ふくらみ危険です。 


•サスペンションを改造しないでくださ 
し、車高びかわったり、サスペンション 
の硬さびかわると、 SRS エアバッグび 
誤作動し危険です。 


•車両前部、または車両客室部の修理をす 
るときは、おずトヨタ販売店にご相談く 
ださい。不適切な修理を行ラと 、 SRS 
エアバッグセンサーに伝わる衝撃びかわ 
り、 SRS エアバッグび正常に作動しな 
くなるなどしてを険です。 
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4’ SRS エアバッグについてのま意 







まを装備にっぃて ^ 


③ 力一用品などを装着するときは、必ず巧のことをお守りください。 

お守りいただかないと S R S エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふく 
らみ重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの展開部をカバーやス 
テッカーなどで覆わないでください。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくな 
るなどしてを険でず。 



♦助手席 SRS エアバッグ装着車では、イ 
ンストルメントパネルやダッシュボード 
の上に芳香剤などのちのを置いたり、傘 
などを立てかけないでください。助手席 
SRS エアバッグび正常に作動しなくな 
つたり、 SRS エアバッグびふくらんだ 
とさに飛ばされるなどして危険です。 



>無線機の電波などは 、 S R S エアバッグを作動させるコンピューターに悪影響を 
あたえるおそれびあり、 SRS エアバッグび誤作動するなどして危険です。無線 
機などを取りつけるときは、トヨタ販売店にご相談ください。 


>車両前部にグ U ルガードやウインチなど 
を装着する場合は、トヨタ販売店にごネ目 
談<ださい。車両前部の改造をすると、 
S RS エアバッグセンサーに伝わる衝撃 
びかわり 、 S R S エアバッグび誤作動す 
るなどして危険でず。 




4. SRSH アバツグについてのを意 
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%まを装備について 


④ SRS エアバッグ展開部を強く 
たたかないで<ださい。 


•ステア U ングパッド（運転席エアバッグ)、インストルメントパネル上部（助手席 
エアバッグ）など、 SRS エアバッグ展開部を強くたたくなど、過度の力を加え 
ないでください。 SRS エアバッグび正常に作動しなくなるなどして、重大な傷 
害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 


⑤ S R S エアパツグびふくらんだ 
直後は、 SRS エアバッグ構成 
部品に触れないでください 


•構成部品び大変熱くなっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそれびあ 
り危険です。 





SRS エアバッグについてのま意 
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E 日□付 A 日 S &ブレーキア シス ト につ 
いては、巧の事頂を必ず守ってください。 
お守りいただかないと、思わめ事故や生 
命にかかわる重大な傷害につなびるおそ 
れびありを険でず。 


( Deb D 付 a BS & ブレーキアシストを過信しないでください。 

• E BD 付 A B S やブレーキアシストび作動した状態でもス U ップのが P 制や八ンド 
ルの効をちには限界びあります。無理な運転は思わめ事故につなびり、生命にか 
かわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

E BD 付 A B S &ブレーキアシストを過信せず速度を抑え、車間距離を十分に取 
って安全運転にむびけてください。 

• EBD 付 A 目 S はタイヤのグ U ップ限界をこえたり、八イド□プレーニング現 
を’ X び起こった場合は、効まを発揮でさません。 

※雨天の高ま走行などで、タイヤと路面の間に水膜び発生し、接 i 也力を失ってしまう現象。 

♦ E BD 付 A B S は制動距離を短くするための装置ではありません。 

次の場合などは、 E B DMA B S のついていない車両に比べて制動距離び長くな 
ることびあります。ま度を控えめにして車間距離を十分にとってください。 
•砂利道、新雪路を走行しているとさ。 

•タイヤチェーンを装着しているとさ。 

• 道路の継ざ目などの段差を乗りこえるとさ。 

•凸凹道や石だたみなどの悪路を走行しているとさ。 

>ブレーキアシストは、ブレーキ本来の能力をこえた性能を引き出ず装置ではあり 
ません。車両-車間距離などに十分を意して安全運転にむびけてください。 




EBD 付 ABS & ブレ—キアシストについてのを意 
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. 才ートマチック車に 
いてのを衰^ 


才ートマチック車については、巧の事項 
を必ず巧ってぐださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ D まず。 


①才ートマチック車の特性 

■ク リープ現を 

エンジンびかかっているとき、シフトレバ 
一び©'⑩しソ外にあると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏まなく 
てをゆっくりと動き出ず現象をク U —プ現 
象といいまず。 


■キック ダウン 

走行中にアクセルペダルをいっぱいに踏み込むと、自動的に低まギヤに切り替わり、 
エンジンの回転数び上昇して急加速させることびでをまず。これをキックダウンと 
いいまず。 




② 運転するとをは、ブレーキぺダ 
ルとアクセルペダルの位置をお 
ず確認して、踏み間違いのない 
よラにしてください。 


•アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進し、思わめ事故 
につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
ず。 

•後退ずるとをは、身体をひねった姿勢と 
なるため、ペダルの操作びしにくくなり 
ます。ペダル操作びお実にでさるよラを 
意してください。 

•車を少し移動させるとさを正しい運転姿 
勢を取り、 ブレーキ ペダルとアクセルぺ 
ダルび確実に踏めるよラにしてくださ 
し、。 




才—トマチック車についてのま意 
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運面装置について 


( D ブレーキペダルはアクセルぺダ 
ルと同じち足で操作してくださ 
し、。 


♦を足でのブレーキ操作は、緊急時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるお 
それびあり危険でず。 


④ エンジンをかけるときは、ブレーキペダルをしっかり踏み、エン 
ジンをかけて<ださい。 

♦安全のためシフトレバーは車輪び固定される©にして、ブレーキペダルをしっか 
り踏みエンジンをかけてください。 


⑥ 発進するときは、ブレーキペダルをしっかり踏んだままシフトレ 
パーを操作してください。 

♦とくにエンジン始動直をやエアコン作動時などは、ク U —プ現象び強くなるため、 
よりしっかりとブレーキペダルを踏んでください。 

♦レバー操作は絶巧にアクセルペダルを踏み込んだまま行わないでください。車び 
急発進し、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 




1.才—トマチック車についてのを意 
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$ 運面装置について 


⑥走行中はシフトレバーをのに入 
れないで < ださい。 


•のにすると、エンジンブレーキびまったく効かないため、思わめ事故につなびる 
おそれびあり危険でず。 

•©にしたまま長時間走行すると、オートマチックトランス S ッシヨン内のオイル 
の酒滑び悪くなり、故障するおそれびありまず。 


⑦走行中はシフトレ/ く一を©に入れないでください。 

•才ートマチックトランスミッションの内部び機械的にロックされ、思わめ事故に 
つなびるおそれびあり危険です。 


⑧ 前進で走行中は、シフトレバーを©に入れないでください。 

•車輪び□ックして思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。また、オートマ 
チックトランスミッションに無理な力び加わり、故障ずるおそれびあります。 


⑨停車中は、空ぶかしをしないで 
ください。 


•シフトレバーび© -のじ(がにあると、車び急発進し思わめ事故につなびるおそれ 
があり危険です。 





才—トマチック車についてのま意 
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運面装置について 


⑩ 駐車するときは、シフトレバーを©に入れてください。 

♦©じ(外にある場合、ク U - プ現象で車びひとりでに動を出したり、誤ってアクセ 
ルペダルを踏み込んだとさ急発進し、思わめ事故につながるおそれびあり危険で 
す。 


⑩ シフトレバーを動かすとき ♦♦ 
(ち図参照）の操作は、シフトレ 
バーボタンを巧さずに操作して 
ください。 


>いつもレバーボタンを押して操作していると意に反して©-©または〇に入れて 
しまい、思わめ事故の原因となり、重大な傷害を受けるおそれびあり危険でず。 


® 坂道などでは、シフトレバーを® (または©©)に入れたまま惰 
性で後退することは絶対にしないでください。 

>同様に©に入れたまま惰性で前進することは絶対にしないでください。エンスト 
して、ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび重くなったりして、故障や思 
わめ事故の原因となるおそれびあり危険です。 


⑩ その他にも lu 下の点にを意してください。 

♦少し後退したあとなどは、シフトレバーび®にあることを忘れてしまうことびあ 
ります。後退したあとはすぐ⑩にもどすよう習慣づけましょう。 

♦切り返しなどでシフトレバーを®から©、©から®と何度もレバー操作をすると 
きは、その都度、ブレーキペダルをしっかり踏み、完全に車を止めてから行って 
ください。またシフトレバーの位置を忘れずに確認して<ださい。 
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ミつ咬 


4 WD 車についての^ 


4 WD 車については、巧の事項をおず守 
つてぐださい。 

おずりいただかないと、思わめ事故や生 
命にかかわる重大な傷害におよぶおそれ 
があり危険でず。 


の 無理な運転は禁物です。 


>この車の 4 WD ( V フレックスフルタイム 4 WD ) は、オン□-ド専用です。 

オフ□ー ド走行やラ1」一走行などび目的ではな<、一般道での優れた走行安を性 
に寄与することを目的とした 4 WD ですので、無理な運転はしないでください。 



⑤ すべりやすい路面での走行は慎 
重に行ってください。 



>4 WD 車といっても万能車ではありません。アクセル、八ンドル、ブレーキの操作 
は一般の車と同じく慎重に行い、常に安全運転をむびけてください。 



4 WD 車についてのま意 
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運面装置について^ 


③ 脱輪などにより、いずれかの車 
輪が宙に浮いているとをは、む 
やみに空転させないでください。 


♦前-後輪の回転差び激しいが態び続くと、駆動部品に無理な力び加わり焼さつを 
などの損傷を受けたり、焼をつきにより、車両び急に巧び出し思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。 


④渡ミ可などの水中走行はしないで 
ください。 


♦渡ミ可などの水中走行をすると、エンストするだけでなく、電装品のショート、水 
を吸い込んでのエンジン破損など、重大な車両故障の原因となるおそれびありま 
ず。 

♦万一、水中につかってしまったとさは、必ずトヨタ販売店で下記の項目などを点 
検してください。 

•ブレーキの効さ具合。 

•エンジン-トランスミッション-トランスファー•デフなどのオイル量および 
質のを化。（白獨している場合、水びミ昆乂していますので、オイルの交換び必要 
です。） 

• プ□ペラシャフト-各ベア U ング.さジョイント部などの酒滑不良。 
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$ 運面装置について 


⑥ タイヤはすべて必ず指定サイズ 
で、同一種類のタイヤを装着し 
て < ださい。 


〈混在使用の例〉 

♦タイヤはすべて指をサイズで、同ーサイズ-同ーメーカー-同一節柄および同一 
トレッドバターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差の著し 
いタイヤを混ぜて装着しないでください。 

•タイヤを混在使用すると、前後左右のタイヤで常時異常な回転差び発生し、駆動 
系部品（ディファレンシャルギヤ）に無理な力びかかり、オイルの温度び上昇す 
るなどしてオイルをれや焼きつきなどにより、最悪の場合、車両火災につなびる 
おそれびあり危険です。 

•次の場合ちタイヤの混在使用と同様、駆動系部品に悪影響をあたえるので、タイ 
ヤの空気圧の点検は必ず実施して < ださい。 

• 4輪の空気圧の差び著しいとさ。 

•空気圧び指定値からはずれているとき。 

•タイヤの摩耗を4輪とも均等にし、寿命をのばすためにタイヤの□ーテーシヨンを 
行ってください。 （ P .291 参照） 

•ディスクホイールを交換するとさち、指定け外のディスクホイールを装着しない 
でください。 （ P . 330参照） 
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点検•手入れ時は、次の事項を必ず守つ 
てぐださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死こに 
つながるおそれびあ0まず。 

点検整備の詳細については「メンテナン 
スノート」をお読みください。 


の エンジンルームを点検するとき 
は、必ずエンジンを停止してく 
ださい。また、火気を近づけな 
いで<ださい 


♦ェンジン回転中にベルトやフアンなどの回転部分に触れたり近づいたりすると、 
手や衣服-工具などが卷さ込まれたりして思わめ事故につながるおそれがあり危 
険です。また、ェンジンび停止していてを、を却水温び高いとさは、ちま日フアン 
び急にまわり出すことびありますので、ミ主意してください。なお、乂気をバッテ 
U —や燃料配管に近づけないでください。爆発し、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

⑤ ェンジン停止直後はェンジン-排気管-ラジェーター-リザーブ 
タンク（補助タンク）など高温部には触れないでください。 

♦やけどをするおそれびあります。なお、オイルやその他の液かも高温になってい 
ることびありますのでを意してください。 


③ エンジンルーム内に水をかけな 
いで < ださい。 


♦エンジンルーム内に水をかけると、電装品びショートしたりして、故障や車両乂 
災につなびるおそれびあり危険です。 
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ぶ メンテナンスにごいて 


④ 車の清掃をするときは、車内に 
水をかけないでください。 


•ラジオやフ□アカーぺット下にある電気部品などに水びかかると、車の故障の原 
因となったり、車両义災につなびるおそれびあり危険です。 

⑤ 洗車する場合は、ブレーキに直接水びかか！5ないようにを意して 
ください。 

♦ブレーキ装置内に水び入ると、凍結してブレーキの効をび悪くなったり、さびて 
ブレーキの固着につなびるおそれびあり、走行できなくなる場合びあります。 

⑥ ヒューズを交換するときは、規定容量 L ソがのヒューズを使用しな 
いで < ださい。 

•配線び過熱-焼損し、乂災につなびるおそれびあり危険です。 

⑦ エンジンが熱いときやエンジンびかかつているときは、ウォッシ 
ャー液を補給しないでください。 

•ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、エンジンなどにかかる 
と出义するおそれびあり危険です。 

⑧ エンジンルームを点検したあとは、エンジンルーム内に工具やな 
を置き忘れていないことを確認してください。 

•点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置き忘れていると、故 
障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災につな 
びるおそれびあり危険です。 

⑨ 電球を交換するときは、電球びをえてか5行つてください。 

♦電球を交換するとさは、各ランプを消なさせ、電球び;令えてから交換してくださ 
し、やけどなどをずるおそれびあり危険です。 
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タイヤについては、巧の事 I 頁を必ず守つ 
て < ださい。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ0まず。 


の 日常点検として、必ずタイヤの点検を巧ってください。 

♦タイヤの点検は、法律で義務づけられていまず。 

>タイヤはし U 下の点について点検してください。 

•タイヤの空気圧。 

•タイヤのを裂-損傷の有無。 

•タイヤの溝の深さ。 

•タイヤの異常な摩耗。（極端にタイヤの片側のみび摩耗している-摩耗程度びほ 
かのタイヤと著しく異なるなど。） 

タイヤの点検ち法は、 「メンテナンスノート」 をお読みください。 


⑤ タイヤ空気圧は、おずタイヤが 
をえているげ態で指定空気圧に 
調整してください。 


>指定空気圧は、運転席ドアを開けたボディ側に貼られている「タイヤ空気圧」の 
表、またはド.3]4で正しい空気圧をお認のうえ、調整してください。 

指定空気圧よりないと、車両の走行安定性を損なラばかりでなく、タイヤび偏摩 
耗したりします。高速走行時にスタンディングウェーブ現象こよりタイヤびバ 
ースト（破裂）したりして、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。曰常 
点検で、スペアタイヤち含め、おずタイヤ空気圧び指定空気圧になっていること 
を点検してください。 

※高速で走行している時に、タイヤび波ラつ現象。 
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ぶ メンテナンスにごいて 


③ タイヤはすべて必ず指定サイズで、同一種類のタイヤを装着して 
<ださい。 

•タイヤはすべて指定サイズで、同ーサイズ-同ーメーカー.同一銘柄および同一 
トレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差の著し 
いタイヤをミ昆だて装着しないでください。 

•タイヤを混在使用すると、左ちタイヤ （4 WD 車の場合は前後左ちタイヤ）で常時 
異常な回転差び発生し、駆動系部品（ディファレンシャルギヤ）に無理な力びか 
かり、オイルの温度び上昇するなどしてオイルもれや焼きつきなどにより、最悪 
の場合、車両义災につなびるおそれびあり危険です。 



•次の場合もタイヤの混在使用と同様、駆動系部品に悪彰響をあたえるのでタイヤ 
の空気圧の点検はおず実施して < ださい。 

• 4輪の空気圧の差び著しいとさ。 

•空気圧び指定値からはずれているとさ。 

•タイヤの摩耗を4輪とを均等にし、寿命をのばすためにタイヤの□ーテーシヨンを 
行ってください。 （ P .291 参照） 

♦ディスクホイールを交換するときも、指定け外のディスクホイールを装着しない 
でください。 （ P .330 参照） 

•指定しツ外のタイヤおよび4輪とち同一でないタイヤを装着ずると、車の性能（燃 
費•車両の安定性■制動距離など）び十分に発揮でさないばかりでなく、前を左 
ちのタイヤに回転差び発をずるなどして、正確な車両速度び検出でをなくなる場 
合びあり 、 A B S び正常に作動しなくなるおそれびあります。 
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メンテナンスにごいて ぶ 


④ 摩耗限度をこえたタイヤは使用しないでください。 

>タイヤの溝の深さび少、ないタイヤやス1」 

ップヴイン（摩耗限度表示）び出ている 
タイヤをそのまま使用すると、制動距離 
び長くなったり、雨の日に八イド□プレ 
一ニング現を* 1 により、八ンドルび操作 
でさな<なったり、タイヤびパースト 
(破裂）したりして、思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。スリップサ 
インび現れたら、すみやかに正常なタイ 
ヤと交換してください。 

水のたまった道路を高まで走行すると、夕 
イヤと路面の間に水び入り込み、タイヤび 
路面か S 浮いてしまい、ノ V ンドルやブレー 
キび効かなくなる現象。 

《2例のイラストは説日月のためであ D 、 実際と 
は異な0ます。 


⑥タ イヤの側面などに傷やき裂のあるような異常なタイヤを装着し 
ないで < ださい。 

♦異常びあるタイヤを装着していると、走行時に八ンドルび取られたり、異常な振 
動を感じることびあります。 

また、バースト（破裂）など修理でをないよラな損傷をタイヤにあたえたり、夕 
イヤび横ずベりするなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

走行中、異常な振動を感じた場合は、すみやかにトヨタ販売店で点検を受け、正 
常なタイヤに交換してください。 

>異常びあるタイヤを装着していると、車の性能（燃費-車両のち向安定性•制動 
距離など）び十分に発揮でさないばかりでな<、思わめ事故につなびるおそれび 
ありを険です。また、部品に悪影響をあたえるなど故障の原因となることびあり 
ます。 



〈例：ス U ップヴインが出ていない状態〉* 2 
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ぶ メンテナンスにごいて 


⑥を用タイヤ装着時は L ソ下の点をお守りください。 

•指定サイズのタイヤを使用してください。 

♦指定空気圧に調整して < ださい。 

♦お使いになるを用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しないで 
ください。 


⑦ タイヤチェーン装着時は、速度を控えて慎重に運転してください。 

♦タイヤチェーン装着時は、約 30 km / h 、 またはチてーンメーカー推奨の制限速度 
し U 下で走行してください。 

♦タイヤチェーンを装着して走行するとさは、突起や穴を乗りこえたり、急八ンド 
ルや車輪び□ックするよラなブレーキ操作などをしないでください。車両び思わ 
め動さをして事故につなびるおそれびあり危険です。 

また、 A 目 S 作動時でも制動距離び長くなる場合びありますので、慎重に運転し 
て < ださい。 


⑧ タイヤを交換したときは、ホイ 
ール取りつけナツトが確実に締 
まっていることを確認してくだ 
さい。 


•確実に締まっていないと、ホイール取りつけボルトやブレーキ部品を破損したり、 
ディスクホイールびはずれるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険でず。 
タイヤ交換後はトヨタ販売店で、でさるだけ早くトルクレンチで基準値にナット 
を締めてください。 

締めつけトルク：1 03 N ■ m II 0巳 Ok 有 f ■ cm } 

•必ずナットのテーノ（一部を内側にして取 
りつけてください。テーパー部を外側に 
して取りつけると、ホイールび破損しは 
ずれてしまい、重大な傷害におよぶか、 

最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 


ァ ー A — 部 

•タイヤを取りつけるナットやボルトにオイルやグリースを塗らないでください。 
ナットを締めるとさに必要し U 上に締めつけられ、ボルトび破損したり、ディスク 
ホイールび損傷するおそれびあります。また、ナットびゆるんで走行中にタイヤ 
びはずれるなど、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 
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メンテナンスにごいて ぶ 


( D ディスクホイール取りつけボルト、ナットのネジ部やディスクホ 
イールのボルト巧につぶれやを裂などの異常びある場合は、トヨ 
夕販売店などで点検を受けてください。 

♦つぶれやを裂などの異常びあると、ナットを締めつけてち、十分に締まらず、デ 
イスクホイールびはずれるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険でず。 


⑩ 段差などを通過するときは、できるだけゆっくり走行してくださ 
い。 

書段差や凹凸のある路面を通過するときの衝撃により、タイヤ-ディスクホイール 
び損傷する場合びあります。 


⑩ 歩道の縁石などにタイヤび当た5ないようにを意してください。 

♦タイヤ' ディスクホイールび損傷する場合びあります。 


⑩走巧直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには輔れない 
で < ださい。 

♦走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっています。タイヤ交 
換などで手や足などび觸れると、やけどをするおそれびありを険です。 
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バッテ u - については、巧の事項を必ず 
守ってください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受 
けるおそれぴありを検でず。 


① 日常点検として必ずバッテリーの液量を点検してください。 

♦バッテリーの液面び各液槽とを、バッテ U - 側面に表示された LOWER LEVEL 
(下限）しツ下のまま使用、充電すると、バッテ1」一の寿命び短くなったり、発熱や 
爆発するおそれびあり危険です。点検ち法は 「メンテナンスノート」 を参照し、 
液量びかないとさは補給してください。 


⑨バッ テリーあがりで、プースターケーブルをつなぐときは、接続 
順や接続箇所を間違えないよラにを意してください。 （P.3 已1参 
照） 

•バッテ U - から発生ずる可燃性ガスに引义-爆発し、やけどなど重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 


③ エンジンびかかつているとさや、 
充電中は、バッテリーに近づか 
ないで < ださい。 



•充電中は、バッテ U —からち毒で腐食性の高い希硫酸を含んだバッテ U —液び吹 
き出す場合びあり、目や皮膚に付着すると、失明など重大な傷害を受けるおそれ 
びあり危険でず。万一、付着した場合は、すぐに衣服を脱ぎ、液び付着した身体 
の部分を多量の水で洗ミきし、医師の診察を受けて<ださい。 

♦誤ってバッテ1」一液を飲み込んだ場合は、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察 
を受けてください。 
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メンテナンスにごいて ぶ 


④ 火気をバッテリーに近づけないでください。 

♦バッテ U- から発生ずる可燃性ガスに引义-爆発し、やけどなど重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 


⑥バッ テリーを交換したときは、 
正しい位置にクランプを取りつ 
け、ナットを確実に締めつけて 
ください。 


>確実に取りつけたり、締めつけたりしないと、走行中にクランプびはずれてシヨ 
ートずるなどして、車両火災につなびるおそれびあり危険です。 




.バッテリ—についてのを意 
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ジャッキアップに/ 
ル、てのを意 


ジャッキアップについては、巧の事項を 
必ず守ってください。 

お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ0まず。 


の ジャッキアップするときは、平 
5な場所に車を止め、対角の位 
置にあるタイヤに必ず輪止めを 
してください。また、パーキン 
グブレーキをしつか0かけて< 
ださい。 



輪止め 


♦車び動きジャッキびはずれ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびる 
おそれびあります。なお、輪止めはトヨタ販売店で購入でさますのでトヨタ販売 
店にご相談ください。 

•輪止めびない場合は、タイヤを固定できる大きさの石などで代用できまず。 


⑨ ジャッキアップした車の下には、 
絶対にをぐらないでください。 



•万一、ジャッキびはずれると、身体び車の下敷さになり、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場含死 t につながるおそれがあります。 

•車載工具のジャッキは、タイヤ交換やタイヤチェーン脱着似外は使用しないでく 
ださい。 



f •ジャッキアップについてのま意 
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メンテナンスにごいて ぶ 


③ ジャッキアップするときは、巧の点にを意しないと、車体び損傷 
したり、ジャッキがはずれ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

♦人を柔せたままジャッキアップをしないでください。 

«ジャッキアップするときは、ジャッキの上や下にものを挟まないでください。 
♦ジャッキアップするとさは、ジャッキび確実に車体のジャッキセット位置 
(P.330) にかかっていることを必ずお語してください。 

♦車体は、タイヤ交換に必要な高さだけ持ち上げてください。 

«ジャッキアップしているとをは、エンジンをかけないでください。 

♦ジャッキアップした車かをおろずとさは、周囲をお認し、十分ミ主意しなびら作業 
して < ださい。 


④ 車に搭載されているジャッキは、お客様の車専用でず。 

♦ほかの車に使用したり、ほかの車のジャッキをお客様の車に使用しないでくださ 
し、ジャッキの取り扱いを誤ると、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


( D 工具やジャツキを使用したあとは、巧め5れた場所に確実に格納 
して < ださい。 

♦室内などに放置すると、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 



•ジャッキアップについてのを意 
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才ーパーヒートについては、巧の事項を 
必ず守ってください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受 
けるおそれぴありを検でず。 


の 才ーバーヒートし、ボンネット 
か！5蒸気び出ているときは、蒸 
気び出なくなるまでボンネット 
を開けないで<ださい。 


♦エンジンルーム内び高温になっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそ 
れびあり危険です。また、蒸気び出ていない場合でを、高温になっている部分び 
ありますので、ボンネットを開けるとさは十分ミ主意してください。 


⑤ ラジエーターやリザーブタンク 
(補助タンク）が熱いときはラジ 
王一夕ーキャップ.エア巧をバ 
ルブを開けないで<ださい。 


♦蒸気や熱湯び吹さ出して、やけどなど重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
•キャップ•バルブを開けるとさは、ラジエーターや U ヴーブタンク（補助タンク） 
び十分に;令えてから、巧されなどでキャップ•バルブを包み、ゆっくりと開けて 
ください。 





:—卜に 
ル、てのを意 



-• 才—バ I ヒ—卜についてのま意 
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次の事項を必ず守ってください。 
お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害につながるおそれがあり危険で 
す。 


の エンジンをかけずにけん引される場合は、八ンドルやブレーキ操 
作に十分注意してください。 

♦エンジンがかかっていないと、パワーステアリングやブレーキ倍力装置が働かな 
いため、操作力び非常に重くなります。けん引される車の運転は、十分注意して 
斤ってください。 


② けん引中に、急発進などけん引 
フックや □ ープに大きな衝撃が 
加わるような運転をしないでく 
ださい。 


>けん引フックやロープび破損し、それび周囲の人などに当たり、重大な傷害をあ 
たえるおそれびあり危険でず。 


( D けん引中にエンジンスイッチか！5キーを抜いたり、エンジンスイ 
ッチを" LOCK " にしないでください。 

>キーび抜けていると、八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、事故 
につなびるおそれびあり危険です。また 、" LOCK " だとキーび抜けるおそれ 
びありまず。 





•万-の事故のときのを意 
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A 才—バ—ヒ—卜-万一の事な 


④発炎筒を燃料などの可燃物の近 
くで使用しないでください。ま 
た、発炎筒を使用中は、顔や身 
体に向けたり、近づけたりしな 
いで < ださい。 



•可燃物の近くで使用ずると引义ずるおそれびあり危険です。また、使用中に顔や 
身体に向けると、炎でやけどするなど、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそ 
れびあり危険です。 


⑥ 事故後、エンジンを始動する前 
に燃料びちれていないか確認し 
て < ださい。 



♦車の下の路面などを確認し、液体のもれ（エアコンの水！;!外）び見つかれば、燃 
料系統び損傷している可能性びあります。そのままエンジンを始動すると燃料に 
引义し、重大な事故につなびるおそれびありを険ですので、エンジンを始動しな 
いで < ださい。 

この場合は、トヨタ販売店に状況を連絡するとさに併せてお伝えください。 
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次の事項を必ず守ってください。 
お守りいただかないと、思わめ事故や重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つながるおそれびあ0まず。 


(D 不正改造は絶対にしないでください。 

♦トヨタが国±交通省に届け出をした部品し义 H のわのを装着すると、不正改造にな 
ることびあります。 

♦車高を落としたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない部 
品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

>八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには S R S エアバッグび内 
蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなったり、誤ってふくら 
み、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありまず。 

♦次の場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

•タイヤ.ディスクホイール-ホイール取りつけナットの交換。 

異なった種類や指定外のちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼしたり、 
不正改造になることびあります。 

•電装品-無線機などの取りつけ、取りはずし。 

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなびるお 
それびあり危険です。 

•フリントガラス、および運転席.助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透明 
フィルム）などを貼りつけないでください。視界をさまたげるばかりでなく、 
不正改造につなびるおそれびあります。 


⑨ 灰皿を使用したあとは、マツ / 
チ-タバコの火を確実に消し、 1 
必ず閉めておいてください。 \ 


♦開けたまま放置すると、車両火災につなびるおそれびあり危険でず。また、巧皿 
の中に紙くずなどの燃えやずいものを入れないでください。 





その他のを意 
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I その化のを意 

■ 


③ カツプホルダーには、カツプや飲料ち L ソ外のちのを入れないでく 
ださい。 

♦急ブレーキをかけたとさや衝突時に収納していたものび飛び出し、けびをするお 
それびありまず。また、使用していないとさは閉めておいて<ださい。 


④ ウインドウガラスなどには吸盤 
をつけないで<ださい。 


•ウインドゥガラスにアクセサリーの吸盤を取りつけたり、インストルメントパネ 
ルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置<と、吸盤や容器びレンズの働 
ををして义災につなびるおそれびあり危険です。 


⑥ 熱線反射ガラス、またはプライ/トンーガラスなどの色つきガラス 
に塩化ビニール製の吸盤やシールなどをつけないでください。 

♦塩化ビニール製品に含まれる成分により、ガラスのを色、色抜けの原因となりま 
す。 


⑥ ラゲージルーム には人を絶対に 
乗せないでください。 


•急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、身体び飛ばされ、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

⑦ 内装（特にインストルメントパネル）の手入れをするときは、諮 
出しワックスや難出しクリーナーを使用しないでください。 

•インストルメントパネルびフロントウインドゥガラスへ映り込み、産転ちの視界 
をさまたげ思わめ事故につなびり、重大な傷害もしくは死 t におよぶおそれびあ 
ります。 





その他のま意 
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その化のを意 I 

■ 


⑧バ ックドアを閉めるときは、ほ 
かの人の手などを挟まないよう 
にま意してください。また、お 
子さまにはバックドアの操作を 
させないで<ださい。 

>おテさまび操作すると、閉めるとを手■頭-首などを挟んだりして、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

>バックドアは、必ずがから押して閉めてください。バックドアグ1」ップで直接バ 
ックドアを閉めると、手や腕を挟まれて重大な傷害を受けるおそれびあり危険で 
す。 

♦バックドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびらないでく 
ださい。手を挟んだり、ダンバーステーび破損してはずれたりして、思わめ事故 
につなびるおそれびありを険です。 


⑨ 走行前にバックドアを軽くゆさぶり、確実に□ックされているこ 
とを確認してください。 

•バックドアび確実に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開さ、思わめ 
事故につなびるおそれびあり危険です。 

•バックドアを開けたまま走行しないでください。開けたまま走行すると、バック 
ドアび車外のものなどに当たり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 


⑩ ワイヤレスドア□ックの U モコンの電池交換時に、取りはずした 
電池や部品を（とくにお子さまが）飲み込まないようにごを意く 
ださい。 

♦飲み込むと、重大な傷害を受けるおそれびあり危険でず。 


⑩ アルミボディは磁石で固定するアクセヴ U - を取りつけることが 
でさません。 

•磁石はアル S につかないため、磁石式の初む者運転標識や高齢者運転標識などは 
取りつけることびでさません。 




その他のを意 
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I その化のを意 


⑩走 行中はインパネテーブルを使 
用しないで < ださい。 


♦シフトレバー操作のさまたげになったり、テーブル上のものび落下ずるなどして、 
思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

⑩ 格納具か!5タイヤを取りはずずときは、足の上などに落とさない 
ようにを意してください。 

♦足などを挟みけびをするおそれびありを険でず。 

通) 車内のスイッチなどに飲み物などをこぼさないようを意してくだ 
さい。 

•インストルメントパネル、コンソールボックス、ドアなどにあるスイッチなどに 
飲み物びかかると、故障の原因となったり、車両火災につなびるおそれびあり危 
険です。万一、スイッチに飲み物びかかった場合は、すみやかにトヨタ販売店に 
ご相談ください。 

遇) エンジンびかかっているとき、またはエンジン停止直後、マフラ 
-に軸れないようにま意してください。 

•エンジンびかかっているとさやエンジン停止直後のマフラーは高温になっていま 
ず。荷物の積みおろし時などに手や足び独れると、やけどをするおそれびありま 
ず。点検などで排気管に触れる場合は、十分に;ちめてからにしてください。 

⑩ シルバー色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、 
ドアやウインドゥを開けたまま放置しないでください。 

• ドアやウインドゥを開けたまま放置すると、直射曰光び巧面ガラスの内側に反射 
し、レンズの働さをして火災につなびるおそれびあり危険です。 

⑩ メガネ、ライターやスプレーちを車内に放置したままにしないで 
ください。 

•室温び高<なったとさの熱や、他の収納物との接觸などにより、メガネび変形や 
ひび割れを起こすおそれびあります。 

•室温び高くなったときにライターやスプレー伍び爆発するなどして、义災につな 
びるおそれびあり危険です。 

♦ライターやスプレー宙を収納装備に放置したり、車内に落としたままにしておく 
と、荷物を押し込んだりシートを動かしたときにライターび着乂したりスプレー 
ちのガスびもれるなどして、 火災につなびるおそれびあり危険です。 




その他のま意 
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基本操作早わかり 

(はじめてこの車にお乗りじなるかたへ) 


この章では、はじめて車を購入されたかたやトヨタ車にはじめて 
お索りになるかたのために、この車の基本的な運転装置および装 
備品を簡をに説明していまず。 

詳しい取り扱い説明やを意事項は各章をしっかりお読みください。 


各部の開閉 . 8巨 

シートの 調整 . 88 

シートベルトの着用 . 90 

運拓するとをは . 92 

警告 口 . 9百 

スイッチ類の取り扱い . 98 

エアコン•ラジオ . 100 



基本操作 
早ねかり 
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さ部の開閉 


ドアの施錠と解錠 

キーで 



U モコンスイッチで 




基本操作 
早わかり 
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各部の開閉 


» 各部の開閉に関ずる詳しい紹介は 






基本操作 
早わかり 
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シートの調整 



運お席の調整機能 （その 1) 

前後位置 背をたれの角度 シートの上げ下げ 



基本操作 
早わかり 
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シートの調整 

• 5/-卜に関する詳しい紹介は 


リヤシートの前倒し 134 


gj 乾席の調整機能 h (その 2) ■p 
へッドレスト 






基本操作 
早わかり 
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シー s ベルトの着用 



着用のしかた 

ベルトを引き出します。 



2 プレートをバックルに差し込 
みます。 



差し込みます。 

©アンカーの高さを調整します。 


基本操作 
早わかり 
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• 5/-トベルトに関ずる詳しい紹介は 


シートベルトの着用 



巧 茄市 



〇バックルのボタンを巧します。 
©ベルトを巻さ取らせます。 


基本操作 
早わかり 
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運乾するとをは 



キーを巧を差しできる位置。 

キーを抜くと八ンドルび n ック 
されます。 


ACC 

(アクセサリー) 


エンジン停止時、次の電装品が使 
用でをる位置。 

ラジオ、シガレットライター、ド 
ア S ラーなど 


ON 

(オン） 


エンジン回転中の位置。 

すべての電装品び使用 
でさます。 


START 

(スタート） 


エンジンを始動する位置。 


エンジンのかけ方 

ブレーキ ペダルを 
しっかり踏み込み 
ます。 



2 


シフトレバーの位 
置を確認します。 


参パーキングブレーキ 
びかかっていること 
を確認します。 



♦オートマチック車で 
は©、マニュアル車 
では ⑩に 入れます。 
マニュアル車ではク 
ラツチペダルをいつ 
ぱいまで踏み込みま 
す。 


3 キーを "STAR 

T " までまわしま 
す。 



基本操作 
早わかり 
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運転ずると走は 


クラッチスタートシステム 268 
I マニュアル封 

サクシードのマニュアル車は、 

クラッチペダルをいっぱいまで 
踏み込まないとエンジンが 
かかりません。 



キーの 抜きち 

才ートマチック車はシフトレバーを 
©にします。 


〇 


八ンドル□ックの解除 



〇キーを巧し込んで 
包 " LOCK " にまわし引き巧き 
9 〇 



〇八ンドルを動かしながら、 
© キーをまわします。 


基本操作 
早わかり 
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運乾するとをは 


シフトレバーの動かし方（発進時の場合） 


才—トマチック車 


マニュアル車 


ブレーキペダルを ど シフトレバーボタ 


しっかり踏み込み 
9 〇 



参パーキングブレーキ 
びかかっていること 
を確認します。 


ンを巧して©か日 
操作します。 




クラツチペダルをいつ 
ぱいに踏み込んで操作 
しふ^ 〇 



基本操作 
早わかり 
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運乾するとをは 


> 運転装置に関ずる詳しい紹介は 

シフトレパー 



パーキングブレーキの使いち 

をどし方 



ブレーキペダルを踏んで、 

〇レバーを引さ上げなびら 
包ボタンを巧し 
包いっぱい下までおろします。 


かけ方 



ボタンは巧さない 

レバーをいっぱい引さ上 
げます。 


基本操作 
早わかり 
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警告な 




警告口び点な、または点滅したままのときは 


警告。 

警告理由 

吾 

半ドア警告な 

いずれかのドアび確実に閉まっていません。 

る 

運転席シートベル 
卜非着用警告な 

運転をびシートベルトを着用していません。 

(©) 

ブレーキ警告な 

♦パーキングブレーキびかかっています。 
♦パーキングブレーキを解除してち消灯し 
ないとさは、ブレーキ液量の不足です。 

曲 

燃料;寞量警告な 

燃料切れび近づいています。 

(約 8 LLU 下で点滅） 

-+充電警告口 

充電系統の異常です。 
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•警告 口に関ずる詳しい紹介は 


警告口 



早基 
わ本 
か操 
り作 


警告なび点な、または点滅したままのときは 


警告。 

警告理由 

が 

SRS エアバッグ/ 
プ U テンショナー 
警告。 

SRS エアバッグシステム、またはプ U テ 
ンシヨナー付シートベルトシステムの異常 
です。 

優)) 

ABS & ブレーキ 
アシスト警告な 

ABS &ブレーキアシストシステムの異常 
です。 

む 

エンジン警告な 

エンジン電モ制御システムなどの異常です。 

油圧警ち。 

エンジン内のオイルの圧力の異常です。 


高水温警告。 

(ホ色） 

オーノ（ーヒートのおそれびあります。 
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スイッチ類の取り扱い 


夜間や雨天時などの走呼子 

フ□ントワイパーの使い方 ランプのつけ方 

点灯（へッドランプ/車幅な/ 




点な（車幅な/尾巧/番号な) 



基本操作 
早わかり 
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スイッチ類の取り扱い 


スイッチに関する詳しい紹介は 


广リヤウインドゥデフォッガースイッチ 吕15 
广非常点滅なスイッチ21己 

■ワイパ ー& ウォッシャースイッチ 吕11 

ライトスイッチ 206 
方向指示レバー 192 

ドアミラー調壁/格納 
スイッチ 164 



光軸上下調整ダイヤル 209— 

バックドア□ックスイッチ 111 

リヤフォグランプスイッチ 210」 

&装備の違い、オプシヨン装備など石含んでいます。 


他車への合図 

方向指示 


非常点滅な 




基本操作 
早わかり 
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エアコン-ラジオ 


エアコン. ヒー ターの 使いち 


7 風量を調整します。 ど 温度を調整します。 3 エアコン装着車 




基本操作 
早わかり 
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エアコン-ラジオ 

» エアコン-ラジオに関ずる詳しい紹介は 



ラジオの使いち 

C 電源の入れ方と音量の調壁 


電源入、切 か龍 



AM - FM 放送の切り替え 放送局の設定 



基本操作 
早わかり 
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運乾装置の取り扱い 

ドア-ドアガラスなどの開巧 . 104 

フ□ントドア•リヤドアの開閉104 
バックドアの開閉110 
ドアガラスの開閉116 

ワイヤレスドア□ックのリモコンの使い方1吕〇 
フユーエル リツド（燃料補給 □) の開閉1吕吕 


ボンネットの開閉 1 吕己 

シートの調豊 . 128 

正しい運転姿費 128 
フ□ントシートの調壁 130 
リヤヘッドレストの脱着 133 
リヤシート①前倒し 134 

シートベルトの着用 . 138 

シートベルトの正しい着用 138 
3 点式シートベルトの着用のしかた 141 
吕点式シートベルトの着用のしかた 144 

子供き用シート . 146 

子供専用シートについて 146 

チャイルドシートの固を . 155 

旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用パ’一 
&トップテザーアンカーでの固定1己己 
シートベルトでの固定 1 己 0 

パンドル•ミラーの調整 . 1 百 2 

八ンドルの調整 1 己 2 
インナーミラーの調壁 1 己 3 
ドアミラーの調壁 1 己 4 

エンジンのかけ方 . 1 巨 7 


エンジン（イグニッション）スイッチの使い方167 
エンジン始動の手順1己8 


運睹装置の 
取り扱い 
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シフトレバーのほい方 . 172 

才ートマチック車①使い方172 
マニュアル車の使いち17己 

才—トマチック車の運拓のしかた . 178 

発進のしかた178 
走行のしかた180 
停車•駐車のしかた18吕 

パーキングブレーキのほい方 . 184 

パーキングブレーキの使い方184 

メ—夕—.表示巧. 警告 巧の見方 . 18百 

メーター 186 
表示な190 
警告な194 

スイッチの巧い方 . 20巨 


ライトスイッチ/方向指示レバーの使い方吕〇巨 
ヘッドランプの光軸上下調整吕09 
リヤフォグランプスイッチの使い方210 
ワイパ ー& ウォッシャースイッチの使いち吕11 
リヤウインドウデフォッガ ー 

(曇り取り）スイッチの使いち21已 
非常点滅打スイッチの使い方吕1巨 
ホーン①使い方吕17 


運転装置の 
取り扱い 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


フロントドア • U ヤドアの開巧 


〇 キーでの施錠-解錠のしかた - 

ワイヤレスドア□ック装着車の助手席を除くフ□ントドア I 

車両前方-"" 



前にまわすと施錠、ラしろにまわすと解錠されます。 


ドア□ックスイッチ付き車の運転席ドアでは、すべてのドア（バックドアを 
含む）の施錠-解錠がでさます。 


' 知識 

航空機巧へのワイヤレスドア□ックのリモコンの持ち込みについて 

航空機に1」モコンを持ち込む場合は、航空機巧で1」モコンのスイッチを押さないでください。 
また、かばんなどに保管する場合でち、簡単にスイッチび巧されないよラに保管してくださ 
し、スイッチび巧されると電波び発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびありま 
す。 


運転装置の 
取り扱い 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


知識 


キーに ついて 


♦キーはドアの施錠-解錠のほか、エンジンの始動-停止などに使用します。 

♦キーは2枚あります。（キーの組み合わせは、車の仕様によ0、異なる場合があ0ます。） 
ワイヤレスドア□ック装着車は、田-因一本ずつ、ワイヤレスドア□ック装着車!;■(かは、 
回-因一本ずつにな0ます。 

•ワイヤレスドア□ックの U モコンの操作については P . 12日をお読みください。 


曰（ワイヤレスドア□ックリモコン付を） 



因 


回 



♦キーを作るときは、トヨタ販売店にご相談ください。トヨタ純正品!^处がのキーを使用する 
と、キーびスムーズにまわ5な<なるおそれびあります。 

♦万一、キーを紛失したときは、盗難-事故などを防ぐため、ただちにトヨタ販売店にご相 
談ください。 


キーナンバープレートについて 


お客様];(外にキーナンバーびわか5ないよラに、キーではなくプレートにキーナンバーを巧 
亥 IJ しました。 /— キーナンパ’一 


♦キーナンバープレートは、車両がの場所に大切に保管してください。 

♦万一、キーを紛失したときは、トヨタ販売店でキーナンバーか5トヨタ純正品のキーを作 
ることびでをます。 


運転装置の 
取り扱い 
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A ドア□ツクスイッチでの 
> 施錠•解錠のしかた* 


運転席ドア 


ドア□ツクスイッチ 


スイッチの前側を巧すと施錠、ラしろ側を巧すと解錠されます。 

♦すべてのドア（バックドアを含む）の施錠•解錠が同時にでさます。 

' 知識 

C 作動条件にっいて つ 

♦エンジンスイッチの位置に関係なく使用でさます。 

♦スイッチを巧し続けると、作動しないことびあります。しわたんスイッチか5指を離し、 
押しなおしてください。 



運転装置の 
取り扱い 
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女 印はグレード等により装着の有無が異なります。 













ドア-ドアガラスなどの開閉 


〇 □ックレノ（一での施錠*解錠のしかた 

■車内での施錠.解錠 



□ックレノ（一を前方に巧し込むと施綻、後方に弓怯出すと解錠されます。 

■車がか5の施錠のしかた 



フ□ントドアは□ックレバーを施錠側にして、ドア八ンドルを引いたままド 
アを閉めます。 

U ヤドアは□ックレバーを施錠側にして、ドアを閉めます。 

' —知識- 、 

便利機能について 

運転席ドアは、□ックレバーび施湿側になっていても、車内のドアレバーを引くと、ドアび 
開さます。 


運転装置の 
取り扱い 


107 




















•ワイヤレス ドア□ックの リモコン^^^^_ 
< での施錠.解錠のしかた* 

P .120 の 「ワイヤレスドア□ックのリモコンの使い方」 をお読みください。 


チャイルドプ□テクターの使い方 

LU ヤドア」 



チャイルドプ□テクターレバーを施綻側にしてドアを閉めます。 
♦車内のドアレバーで、 U ヤドアを開けることびできなくなります。 


' ァロ識 

チャイルドプ□テクターについて 

走行中などに、お子さまび誤ってドアを開けた0しないよ5に、□ックレバーの位置に関係 
なく、車内のドアレバーの操作では、 I 」ヤドアび開かないよ5に施おでさます。 


チャイルドプロテクターが働いているとをのドアの開けち^ ) 

□ックレバーを稱錠状態にして、車かのドア八ンドルを引いて開けます。万一、車内か5開 
けるとさは、ドアガラスを開け、□ックレバーをお錠巧態にして、車かのドア八ンドルを引 
いて、開けます。 


運転装置の 
取り扱い 
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女 印はグレード等により装着の有無が異なります。 


























ドア-ドアガラスなどの開閉 



走行前にずベてのドアが確実に閉まっていることを確認し 
て < ださい。 


♦走行前にすベてのドアび確実に閉まっていることを確認してください。ドアび確実に閉ま 
っていないと、走行中にドアび突然開さ、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 
♦走行中は、ドアレバーを引かないでください。 

ドアび開き車かに放り出されたりして、重大な傷書におよぶか、最悪の場合死亡につなび 
るおそれびあります。とくに、運転席は n ックレバーが施錠側になっていてもドアび開く 
ため、 ま意してください。 

♦お子さまにドアの操作をさせないでください。 

•閉めるとき手-頭-首などを挟んだりして重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 
•走行中にドアを開け、お子さまが車がに放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場含死 t につなびるおそれびあります。 


知識 


便利機能について 


キー巧を忘れ防止チャイム 

エンジンスイッチび" LOCK " または "ACC " のとを、運転席ドアを開けると、キー 
の抜さ忘れを警告するチャイムび"ピーピー、ピーピー"と鳴りまず。キーの閉じ込み防止の 
ため、キーを持っていることを確認してか5施錠してください。 


C 乗 車中の施錠-解錠の効果について j 

柔車中の施錠、解錠についてはそれぞれ次のよラな効果びあ0ますので、選択してください。 

〈乗車中、施錠している場合〉 

♦同乗ちび誤ってドアを開けることを防ぎます。 

♦車がか5の不意の侵入をを防ぎます。 

♦シートベルトの着用と併せて、事故時に車がに投げ出される可能性びかなくなります。 

〈乗車中、解錠している場合〉 

♦万一の場合に車がか5の救援活動び受けやすくなります。 

車か5離れるときは、必ずエンジンを停止し、施錠することび法律で義務づけ日れています。 
また、車両盗難や車内のちのを盗まれるおそれびありますので、車内に責重品などを置かな 
いよラにしてください。 


運転装置の 
取り扱い 
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ックドアの開閉 


〇 キーでの施錠-解錠のしかた 



左にまわすと解錠、ちにまわすと施錠されます。 


A ワイヤレスドア□ックのリモコンでの 
< 施錠.解錠のしかた* 

P .120 の 「ワイヤレスドア□ックのリモコンの使い方 J をお読みください。 


• ドア□ックスイッチでの施錠-解錠のしかた* H 

エンジンスイッチの位置に関係なく、バックドアの施錠-解錠びでさます。 
( P . 106参勵 


運転装置の 
取り扱い 
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女 印はグレード等により装着の有無が異なります。 











ドア-ドアガラスなどの開閉 


バックドア □ ツクスイツチでの 
施錠•解錠のしかた ★ 



スイッチの L 0 C K 側を押すと施錠、 UNLOC K 側を押すと解錠されます。 

' -'^^ムミロ日田^-^ 

C — 作動案件に5いて ) 

♦エンジンスイッチの位置に関係なく使用でをます。 

♦スイッチを巧し続けると、作動しないことびあります。いったんスイッチか5指を離し、 
押しなおしてください。 


運転装置の 
取り扱い 


★印は グレード等により装着の有巧び異なりまず。 
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•開閉の しかた 



■開け方 

ドア八ンドルを弓 I いて、バックドアを持ち上げます。 

♦バックドアを開けるとさは、最上部まで持ち上げてください。 
♦バックドアび自然に降下しないことを確認してください。 

■閉め方 

/ バックドアをおろします。 


下端を押さえつけ、□ックします。 


運転装置の 
取り扱い 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 




走行中はバックドアを閉めてくだをい。また、ラゲージ 
ルームには絶対に人を乗せないでください。 


♦走行中はバックドアを閉じてください。開けたまま走行すると、バックドアび車外のもの 
に当たったり荷物び投げ出された0して、思わ城事故につながるおそれびあります。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康傷害や死亡につながるおそれびあります。 
走行する前にぶ、ずバックドアび閉まっていることを確認してください。 

♦走行前にバックドアが完全に閉まっていることを確認してください。バックドアび完全に 
閉まっていないと、走行中にバックドび突然開き、思わ城事故につながるおそれびありま 
す。 

♦ラゲージルームには 絶対に人を乗せないで<ださい。急 ブレーキを かけたとさや衝突した 
とをときなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
♦おテさまを乗せているときは、次のことを必ずお守りください。お守りいただかないと、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

•ラゲージルームでお子さまを遊ばせないでください。誤って閉じ込められた場合、熱射 
病などを引き起こすおそれびあります。 

•お子さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。不意にバックドアび作動し 
たり、閉めるときに手•頭-首などを挟んだりするおそれがあります。 

♦パックドアの操作にあたっては、なのことを必ずお守りください。お守りいただかないと、 
体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につなびるおそれがあります。 
•バックドアを開ける前に、バックドアに貼りついた雪や氷などの重量物を取り除いてく 
ださい。開いたあとに重みでバックドアが落下するおそれびあります。 

•バックドアを開閉するときは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

•人びいるときは、安全を確認し、動かすことを知らせる「舌かけ」をしてください。 
•強風時の開閉には十分ま意してください。バックドアび風にあおられ、勢いよく開いた 
り閉じたりするおそれびあります。 

♦半開状態で使用すると、バックドアび落ちて重大な傷書を受けるおそれびあります。と 

くに傾斜した場所では、平坦な場所よりもバックドアの 
開閉びしにくく、急にバックドアび開いたり閉じた0ず 
るおそれびあ0ます。必ずバックドアび全開で静止して 
いることを確認して使用してください。 



運転装置の 
取り扱い 
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走巧中はバックドアを閉めてください。また、ラゲージ 
ルームには絶対に人を乗せないでください。 



>バックドアを閉めるときは、指などを挟まないよう十 
分ま意してください。 


■バックドアは必ずがから軽く押して閉めてください。バックドアグ U ップを持ったまま 
バックドアを閉めると、手や腕を挟むおそれげあります。 

►バックドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めた0、ぶ5さびったりしないでく 
ださい。手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わ姑事故につ 
なびるおそれびあ0ます。 

■バックドアにキャ U アなどの重いものを取りつけると、開けたあとにドアび落下し、 
手•頭-首などを挟むおそれびあります。バックドアへのアクセサリー用品の取りつけ 
は、トヨタ純正品を使用することをおすすめします。 


▲: 


バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取りつけ5れ 

ています。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため、次のことをお守 

0< ださい。 

♦ビニール片-ステッカー-粘着材などの異物びステーの□ッド部（伸縮 
部）に付着しないよラにしてください。また、繊維などの付着を防止す 
るため、□ッド部を軍手などで触れないでください。異物び付着すると、 
ステーび円滑に動かなくなった0、開けたとさ保持力び損なわれるおそ 
れびあ0ます。 

♦バックドアにトヨタ純正品政がのアクセヴ 
U —用品を取0つけないでください。バッ 
クドアの重量び重くなると、開けたときに、 

ステーび 支えきれなくなるおそれびありま 
す。 

♦ステーに手をかけて乗りおりしたり、横ち 
向に力をかけた0しないでください。ステ 
一び巧び0、バックドアび開閉でさなくな 
るおそれびあ0ます。 



運転装置の 
取り扱い 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


知識 


便利機能について 


バックドアグリップ 

バックドアをおろすとさに便利です。 


グ U ップ 
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ドアガラスの開巧 


ii パワーウインドウの使い方* 

■運転席スイッチ 

L!u • 後席パワーウインドウ装着車」 



前席パワーウインドウ装着車 



運転席スイッチで、パワーウインドウを装着したすべてのドアガラスの開閉 
び行えます。 


116 女 印はグレード等により装着の有無が異なります。 


運転装置の 
取り扱い 









ドア-ドアガラスなどの開閉 


■助手席スイッチ 



■を席スイッチ ★ 



スイッチ 


自席のドアガラスの開閉び行えます。 

■ ドアガラスの開閉のしかた 

スイッチを下に巧している間は開き、上に引いている間は閉まります。 
スイッチから手を離すと、その位置で停止します。 


■運輯席ドアガラスの自動開閉のしかた 
I 運転席ドアガミス 

参全開するときは、スイッチを下に強く巧して手を離します。 

途中で止めたいときは、スイッチを軽く引き上げます。 

♦全閉するとさは、スイッチを上に強く引さ上げて手を離します。 
途中で止めたいときは、スイッチを軽く巧します。 


知識 


作動を件について 


エンジンスイッチび"日 N " のとき使用できます。ただし、助手席•後席スイッチはウイ 
ンドウ□ックスイッチげ日 N になっているとをは開閉しません。 


ま全機能について 


挟み込み防止機構 
I 運お席ドアガミう n 

ドアガラスを閉めるときに、窓枠とドアガラスの間に異物の挟み込みを感知すると、ドアガ 
ラスの上昇を停止し、自動でかし開き、止まります。 

♦環境や走巧条件によ0、異物を挟んだときと同じ衝撃や荷物びドアガラスに加わると、挟 
み込み防止機構び作動することびあります。 


運転装置の 
取り扱い 


★印は グレード等により装着の有巧び異なりまず。 
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O ウインドゥ □ ックスイッチの使い方* 

ウインドゥ□ックスイッチを巧すごとに、 ON と0 F F に切り替わります。 
スイッチを0 N にすると、運転席ドアガラスじ(外のパワーウインドゥは開閉 
しません。 


ウインドゥ□ックスイッチ 

運転席スイッチ 

助手席•後席スイッチ 


運転席ドアガラスの開閉 
がでさます。 

開閉でさません。 

。" 

ずべてのドアガラスの開 
閉びでをます。 

開閉でさます。 


運転装置の 
取り扱い 
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女 印はグレード等により装着の有無が異なります。 









ドア-ドアガラスなどの開閉 


走行中は窓か5手や顔を出さないでください。また、ドア 
ガラスを開閉ずるときは手•腕•頭-首などを挟まないよ 
うにしてください。 

♦走行中は窓か5手や顔を出さないでください。車がのわのなどに当たったり、急ブレーキ 
をかけたとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 

♦ ドアガラスを開閉するとをは、ほかの人の手-腕- 
頭-首などを挟まないよラにを意してください。 

とくにお子さまへは手などを出さないよラ声かけを 
してください。お守りいただかないと、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につながるおそれびあ 
0ます。 

♦お子さまにドアガラスの操作をさせないでくださ 
し、。開けるときや閉めるとき手-腕-頭-首などを 
挟んだり巻き込まれたりして、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦ ドアガラスを確実に閉めるため、閉じ切り直前の部分では挟み込みを感知していない領域 
があります。指などを挟まないよラにま意してください。重大な傷害を受けるおそれがあ 
り危険です。 

♦挟み込み防止機構は、スイッチを強く引を続けた状態では作動しません。指などを挟まな 
いよラにを意してください。重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。 

♦挟み込み防止機構を故意に作動させるため、手などを挟んだりしないでください。重大な 
傷害を受けるおそれがあり危険です。 

♦万一、挟み込み防止機構が作動してしまい、ドアガラスを自動で閉めることびできないと 
きは、スイッチを引さ続けると、閉めることびでをます。 




運転席スイッチとほかのドアのスイッチを同時に逆方向に 
動かさないでください。パワーウインドウの故障の原因と 
なります。 


♦運転席スイッチとほかのドアのスイッチを同時に逆方向に動かさないでください。パワー 
ウインドウの故障の原因となります。 

♦ ドアガラスの全開-全開樓に同じ方向にスイッチを押し続けないでください。パワーウイ 
ンドウの故障の原因となります。 




運転装置の 
取り扱い 
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ワイヤレスドアロックのリモコンの巧い方* 


• ドアの施錠-解錠のしかた 



LOCK/UNLOC K スイッチを巧すごとに全ドアび施錠-解淀され、作 
動び完了すると、非常点滅灯び点滅（施淀は]回、解淀は2回）します。 
♦スイッチは、ゆっくりと確実に巧してください。 

参スイッチを巧すと、 LED び点灯します。 

♦スイツチを巧して施錠操作をしたときは、必ず施錠作動したことを確認し 
てください。 


A 於百 ワイヤレスドア□ックリモコンを正常に作動させるため 
」 に、む下の点にごま意ください。 

♦ワイヤレスドア□ック IJ モコンは電子部品でず。強い衝撃などをちえると故障の原因とな 
りますので、 liTF の点にごを意ください。 

• ダッシュボードの上など高温になる巧に置かないでください。 

•分解しないでください。 

•無理に曲げたり、落としたり、強い衝撃をちえないでください。 

• 水にめ5さないでください。 

♦ワイヤレスドア n ックリモコンは、微弱な電波を使用しています。次のような場合は 、 U 
モコンと車両間の通信をさまたげ、正常に作動しない場合びあります。その場合はキーで 
操作してください。 

•近くにテレビ塔や発電所、放送局、空港など強い電波を発生する設備びあるとき。 
•無線機、携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を一緒に携帯しているとを。 

• U モコンび金属製のちのに接したり、覆われているとさ。 

•複数のリモコンび近くにあるとさ。 

• U モコンをパソコンなどの電化製品の近くに置いたとさ。 

•近くでワイヤレスドア□ックの U モコンを使用しているとき。 


運転装置の 
取り扱い 
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女 印はグレード等により装着の有無げ異なります。 







































ドア-ドアガラスなどの開閉 


' 知識 

( 航空機内へのリモコンの持ち込みについて) 

航空機に1」モコンを持ち込む場合は、航空機巧で1」モコンのスイッチを押さないでください。 
また、かばんなどに保管する場合でち、簡単にスイッチび巧されないよラに保管してくださ 
し、スイッチび巧されると電波び発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびありま 
す。 

作動条件について 

♦ 1」モコンは、周囲の状況によ0作動可能距離びかわることびありまず。確実に作動させる 
ためには、車か5約] m まで近づいて操作してください。 

♦バックドアガラスに次のちのを貼りつけると、車両禮方か5リモコンの操作をした場含、 
受信器への電波びさえぎられて受信感度び低下し、作動可能距離び短くなるおそれびあ0 
ます。 

•金属を含有するウインドゥフィルム。 

•その他の金属物。（トヨタ純正品し U がのアンテナなど） 

♦ L 日 CK / UNL 日 CK スイッチは、エンジンスイッチにキーび差し込まれているとき、 
または、いずれかのドアび開いているとさは作動しません。 

♦ LOCK/U N LOGK スイッチを巧し続けてち、ドアの施錠-解錠は繰り返されません。 
スイッチを巧しなおして < ださい。 

♦ LOC K/U N LOGK スイッチを押して解錠操作をしたあと、約3日秒しソ巧にドアを開 
けなかったとさは、自動的に施錠されます。 


( _ 電池交換について 、 

U モコンを操作しても作動しない場含や、著しく作動可能距離び短くなった場合、または L 
ED び暗くなったり、点灯しなくなった場合、電池の消耗び考え5れます。電池を交換して 
<ださい。 

電池の交換は市販の精密ドライバーを使用すれば、お客様自身で交換でさます。 P .2 目3の 
r ワイヤレスドア□ックのリモコンの電池交換」 をお読みください。（トヨタ販売店でも交換 
でさます。） 

紛失について 

U モコンを紛失したときは、盗難•事故などを防ぐため、ただちにトヨタ販売店にご相談く 
ださい。 


使用個数について 


リモコンは、同じ車両で最大4個まで使巧することびできます。詳しくはトヨタ販売店にご 
相談ください。 


運転装置の 
取り扱い 
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-エルリツド（燃料補給口）の開巧 


フューエルリツドの開閉 



フユーエルリツドオープナー 


運転席ち下にあるフューエル U ッドオープナー（曲）を引くと開きます。 
閉めるときは、フユーエル U ッドを手で"カチッ"と音びするところまで閉 
めます。 


フューエルキャップの開閉 



■開けるとさは 

キャップのツマミを持ち、左にまわして開 
けます。 


■閉めるとさは 

キャップのツマミを持ち、"カチッ"と音び 
するまでちにまわして閉めます。 


運転装置の 
取り扱い 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 



燃料捕給時には、次のことを必ずお守りください。 


♦燃料補給時には、次のことを必ずお守りください。お守りいただかないと、燃料に引乂し 
て、やけどなどの重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

• エンジンは必ず停止してください。 

•車のドア、窓は閉めてくださし、。 

♦タバコなど火気を近づけないでください。 

•フューエル U ッド、フューエルキャップを開けるときなど給油操作を行う前に、車体な 
どの金属部分に触れて身体の静電気除去を巧ってください。身体に静電気を帯びている 
と、放電による火花で燃料に引火する場合びあり、やけどをするおそれびあります。 
•フューエルキャップを開ける場合は、必ずキャップのツマ S を持ち、ゆっく0と開けて 
ください。 

気温げ高いとさなどに、燃料タンク巧の圧力び高くなっていると、給油口か5燃料び收 
を返すおそれびあります。 

フューエルキャップを かしゆるめたときに、 "シュー" という音びする場合は、それ!; i 
上開けないでください。 

その音び止まってか日ゆっくり開けてください。 

•給油中、再び車内のシートに戻ったり、帯電している人や物に触れないでください（再 
帯電のおそれびあ0ます)。 

•給油口には静電気除まを行った方！;(がの人を近づけないでください。 

♦給油するときは給油口にノズルを確実に挿入してください。ノズルを浮かして継ぎ足し 
給油を巧うと、オートストップび作動せず、燃料がこぼれる場合びあ0ます。 

•給油終了後、フューエルキャップを閉める場合、"カチッ"と音びするまでちにまわし、 
確実に閉まっていることを確認してくださし、。 

•車に合ったトヨタ純正のフューエルキャップ1；(外は使巧しないでください。 

•その他、スタンド内に掲示されているま意事項を守ってください。正常に給油できない 
場合は、スタンドの係員を呼んで指示にしたがってください。 

♦給油時に、気化した燃料を販わないよラにしてください。燃料の成分には、有害物質を含 
んでいるちのもありますので、ごを意くださし、。 


運転装置の 
取り扱い 
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i 窗 

指定むがの燃料を使巧しないで < ださい。 


♦指定燃料は無鉛レギュラーガソ U ンでず。給油時に、指定されている燃料であることを確 
認してください。 


♦指定!^^がの燃料（粗悪ガソ U ン-口油-高濃度アルコール含有燃料など）を使用すると、 
エンジンの始動性び悪くなったり、ノッキングび発生した0、出力び低下する場合びあり 
ます。また、そのまま使用すると、エンジンの故障や燃料系部品の損傷による燃料われな 
どの原因となるおそれびあ0ますので、指定燃料政がは使用しないでください。 

♦給油中に燃料を車にこぼさないよラにしてください。塗装面を侵すおそれびあります。 


' 知識 

r フユー エルリッドの位置について) 

フューエルリツド（燃料補給口）は車両助手席側樓でにあります。 


C 燃料タンク容量について ) 

燃料タンク容量は約日0 L です。 

こエ タノール 湿台燃料について J 

エタノール混含燃料（エタノールの混合率3 %政下、含酸素化合物の含酸素率1 . 3 
ち使用することびでさます。 
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ボンネツトの開閉 


ドア-ドアガラスなどの開閉 


開け方 



ボンネットオープナーを引さまず。 

運転席インストルメントパネルち下に 
あるボンネットオープナーを引くと、 
ボンネットびかし浮さ上びります。 



ご? ボンネットフックをはずします。 

ボンネットのすき間に手をいれ、レバ 
一を巧し上げ、ボンネットフックをは 
ずして、ボンネットを持ち上げます。 


3 ボンネットステーを差し込みまず。 

ボンネットステーをステー巧に差し込 
んでボンネットを支えます。 


運転装置の 
取り扱い 
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•閉め 方 


/ ボンネットステーをはずします。 

ボンネットステーをはずし固定します。 

と ボンネットを閉めます。 

ボンネットを約 20 cm 〜2已 cm の位置か日静かに落として閉めます。 

^D □ックされていることを確認します。 

ボンネットの前端を上下にゆすり、確実に□ックされていることを確 
認します。 




走行前にはボンネットが□ックされていることを確認して 
ください。ボンネットを閉めるときは、手などを挟まない 
よラにま意して<ださい。思わめ事故につながるおそれが 
あり危険でず。 


♦ボンネットびしっかり n ックされていることを確認 
してください。□ックせずに走行すると、走行中に 
ボンネットび突然開いて、死亡事故や重大な傷害に 
つなびるおそれびあ0ます。 

♦ボンネットを閉めるときは、手などを挟まないよう 
にま意してください。重大な傷害を受けるおそれび 
あり危険です。 





盛 i 


ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでくださ 
い。ボンネットびへこむおそれびあ0ます。 


運転装置の 
取り扱い 
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ドア-ドアガラスなどの開閉 


運転装置の 
取り扱い 
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シートの調壁 


正しい運起姿敦 


正しい運乾姿勢が取れるように、次の事項に注意してシートを調壁しまず。 




走巧中は運較席シートの調整をしないでください。 


>走行中は運転席シートの調整をしないでください。調整中にシートび突然動くなどして、 
運転を誤り、思わ说事故の原因となって、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
り危険です。 

>フ〇ントシートの下にものを置かないでください。ものが挟まってシートび固定されず、 
思わ城事故の原因となるおそれびあり危険です。また、 n ック機構の故障の原因となりま 
す。 

>背わたれと背中の間にクッション（座巧団）などを入れないでください。正しい運転娑勢 
が取れないばかりか、衝突したとき、シートベルトやヘッドレストの効果げ十分に発揮さ 
れず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

>助手席や棲席に荷物を積み重ねたりしないでください。急ブレーキをかけたときや車び旋 
回しているときなどに荷物び飛び出して、乗員に当たったり、荷物を損傷したり、荷物に 
気を取5れた〇して、思わ械事故につながるおそれびあり危険です。 

>走行中、シート政がの場所への乗車や車内の移動はしないでください。急ブレーキをかけ 
たときや衝突したときなどに、身体び慣性力で飛ばされ、頭などを強く巧ち、生命にかか 
わる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

>シートを調整したあとは、シートを軽く前後にゆさぶり、確実に固定されていることを確 
認してください。固定されていないとシートび動き、思わ城事故の原因となって、生命に 
かかわる重大な傷害を受けるおそれびあ0危険です。 


運転装置の 
取り扱い 
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シートの調整 


A シートを調整ずるときは同乗者や荷物などまわりのげ況に 

墓 超鼠 I ま意してください。 

♦シートを調整するとさは、同乗をや荷物に当てないよラにま意して<ださい。同柔者びけ 
びをしたり、荷物をこわしたりするおそれびあ0ます。 

♦シートを調整しているときは、シートの下や動いている部分の近くに手を近づけないでく 
ださい。指や手を挟み、けびをするおそれびあります。 

♦室巧を清掃するときや、シートの下に落としたちのを捨ラときなどは、シートの下に手を 
入れると、シートレール■シートフレーム（シートの±台部分）などに当たり、けびをす 
るおそれびあ0ますので、十分にミ主意してください。 
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フロントシートの調整 


ii 前後位置調整のしかた 



レバーを引いたまま、シートを前後に動かして調整します。 


〇リ クライニング調整のしかた 



レノ（一を引いたまま、背もたれを前後に動かして調整します。 


運転装置の 
取り扱い 
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シートの調整 


® 上下調整のしかた 

運転席 



して調整します。 


運転装置の 
取り扱い 
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〇へッ ドレストの上下位置調整のしかた 



♦上げるときは、そのまま引き上げます。 

♦下げるとさは、ボタンを巧したまま巧し下げます。 
♦取りはずすときは、ボタンを巧したまま引き抜きます。 



へッドレストをはずしたまま走す5しないでくださし、。 


♦ヘッドレストをはずしたまま走行しないでください。衝突したとをなどに、首に大きな衝 
擊び加わり、生命にかかわる重大な傷喜を受けるおそれびあり危険です。ヘッドレスト中 
央び耳の樓方になるよラに高さを調整してください。 

♦ヘッドレストはフ n ントシート専巧です。取0つけるとさは、"カチッ"と音びして固定 
されたことを確認してください。前禮のヘッドレストを間違って取りつけると、固定する 
ことびでさず、衝突したとさなどにけびをするおそれがあります。 


運転装置の 
取り扱い 
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参取りはずすときは、ボタンを巧したまま引き巧きます。 
♦取りつけるとさは、そのまま差し込みます。 


A 



へッドレストをはずしたまま走す5しないでくださし、。 


♦ヘッド レストをはずしたまま走行しないでください。衝突したとをなどに、首に大きな衝 
擊び加わり、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦ヘッドレストは U ヤシート専用です。取0つけるとさは、"カチッ"と音びして固定され 
たことを確認してください。前後のヘッドレストを間違って取りつけると、固定すること 
びでをず、衝突したとさなどにけがをするおそれびあります。 


★印は グレード等により装着の有無び異なりまず。 
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u ヤシートの前倒し 


•前倒しず るときは 




7 車を安全な場所に駐車し、しっかりと 
パーキングブレーキをかけまず。 


2 


シートベルトのプレートをベルト八ン 
ガーに格納します。 

背ちたれを倒すとさに巻さ込まれない 
よラに、両側シートベルトのプレート 
をベルトノ \ンガーに格納します。 


3 フ□ントシートを前方に移動しまず。 

クッシヨンをおこすときに当たらない 
ように、フ□ントシートを前方に移動 
させます （ P . 130参照)。 


4 リヤシートベルトを格納します。 

U ヤシートベルトを U ヤシートの格納 
バンドまたは、ポケットに格納します。 


運転装置の 
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シートの調整 




〇 クッションを引さ起こします。 

クッションと背ちたれの間に手を入れ 
て、クッシヨンを引き起こします。 


〇 へッドレスト付き車はへッドレストを 
はずしまず （ P . 133参照)。 



7 


背ちたれを倒します。 

シート両端のストラップのいずれか片 
方を引いて□ックをはずし、背ちたれ 
を前方に倒します。 

♦背ちたれのホルダーびクッシヨンの 
フックに確実に固定されていること 
を確認してください。 
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もどずときは 

I シートベルトのプレートがベルト八ンガーに格納されていることを確 
詔します （ P .134 参照)。 


背をたれを起こして固定します。 

背ちたれのホルダーをクッシヨンのフックか日はずし、背ちたれを起 
こして固定します。 

♦確実に固定されていることを確認してください。 


〇 クッションをちどします。 


4 へッドレスト付き車はへッドレストを取りつけまず。 


b シー トベルトの プレー トをベルト八ン ガー か5はずします。 


運転装置の 
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シートの調整 



走巧中はシートの操作をしないで<ださい。 


♦走行中は U ヤシートの操作を行わないでください。ブレーキをかけたときや衝突したとき 
などに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 

♦倒した背もたれの上やラ ゲージルームに 人をのせて走行しないでください。ブレーキをか 
けたとをや衝突したとさなどに、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険で 
す。 

♦ U ヤシートを前倒ししたときは、おテさまびラゲージルームに入5ないよラにま意してく 
ださい。ボディの突起に当たるなどして、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
0盾;険です。 

♦背をたれをもとにもどしたときは、軽く前後にゆさぶり確実に固定されていることを確認 
してください。固定されていないと、急ブレーキ時などに背もたれび倒れたり、ラゲージ 
ルーム内のをのび飛び出すなど思わ城事故につながるおそれがありち険です。 

♦シートベルトび背ちたれやクッションに挟まれていないことを確認してください。シート 
ベルトび挟まれていると、衝突したときなどにシートベルトび十分な力を発揮でをず、生 
命にかかわる重大な傷書を受けるおそれがありち険です。 


背もたれを倒ずときは、指などを挟まないよラにま意して 
<ださい。 


>背わたれを倒すとさは、フックとホルダーの間に指などを巧み、けがをずるおそれげあ0 
ますので、ま意してください。 

>1」ヤシートを倒して荷物を積むときは、必ずシートクッションを起こし、背をたれを倒し 
てか5積んで<ださい。背をたれだけを倒して荷物を積むと、シートを破損するおそれび 
あります。 


運転装置の 
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シートベルトの着用 


シートベルトの正しい着用 


シートベルトは正しく着用しないと効果が半減したり、危険な場合がありま 
ず。次の使用方法にしたがって走巧前に運お者は必ず着用し、同乗者にも必 
ず着用させてください。 



必ずシートベルトを着用してください。また、着用ずると 
きは必ず次のことをお守りください。 

♦車に乗る場合は、全員びシートベルトを着用してください。ベルトを着用しないと、急ブ 
レーキをかけたときや衝突したときなどに身体びシートに保持されず、身体をぶつけたり、 
ふく5む SRS エアバッグに飛ばされたり、車外に投げ出されたりして、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場含死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦シートベルトを着用ずるときは、必ず次のことをお守りください。お守りいただかないと 
衝突したとさなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の 
場含死 t につなびるおそれがあります。 

•シートベルトは上体を起こして、シートに深く腰かけた状態で着用してください。 

正しい姿勢については、 P . 128をお読みください。 

• 3 点式シートベルトの肩部べルトは、首にかかったり脇の下を通したりして着用しなし、 
でください。必ず肩に十分かかるよラに着用してください。 

•シートベルトの腰部べルトは、必ず腰骨のでさるだけ低い位置に密着させて着巧してく 
ださい。腰部ベルトび腰骨か5ずれていると、衝突したとき腹部などに強い圧迫を受け 
るおそれびあります。 

♦シートベルトはねじれびないよラに着用してください。ねじれていると、衝突したとさ 
などに衝擊力を十分に分散させることびできません。 

• シートベルトは1人巧です。2人];(上で1本のべルトを使用しないでください。 

♦シートベルトを着用する場をは、洗たくばさみやクリップなどでたるみをつけないでく 
ださい。 

•シートの背をたれを必要];(上に倒して走行しないでください。衝突したときなどに身体 
びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるおそれびあります。 

♦八ンドルやインストル方ントパネルに必要！;!上に近づいて運転しないでください。 
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シートベルトの着用 




必ずシートベルトを着用してください。また、着用すると 
きは必ず次のことをお守りください。 


♦シートベルトやプレートをシートやドアに挟まないようにしてください。シートベルトび 
傷ついた場合、十分な効果を発揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につながる 
おそれびあります。 

♦おテさまにもシートベルトを必ず着巧させてください。ひざの上でおテさまを抱いている 
と、急ブレーキや衝突したときなどに支えきれず、おテさまび放り出されたりして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦妊娠中の女性わ必ずシートベルトを正しく着用してくださし、。 

(ただし、医師にま意事項をご確認くださし、。） 

•妊娠中のシートベルトの着用については、基本的に通常着巧するときと同様ですび、腰 
部べルトび腰骨のでをるだけ低い位置にかかるよラにお腹のふく日みの下に着巧するよ 
ラにして < ださい。 

また、肩部ベルトは確実に肩に通しお腹のふく5みをさけて胸部にかかるように着巧し 
て < ださい。 

•ベルトを正しく着用していないと、急ブレーキをかけたとをや衝突したときなどにベル 
卜びお腹のふく日みに食い込むなどして、母体だけでなく胎児までび重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦疾患のあるかたち必ずシートベルトを正しく着用してください 
(ただし、医師にミ主意事項をご確認ください。） 
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必ずシートベルトを着用してぐださい。また、着用ずると 
きは必ず次のことをお守りください。 


♦シートベルトび首やあごに当たったり、腰骨にかからないよラなルさなおテさまには、チ 
ヤイルドシート■ジュニアシートを使用してくださし、使用しない場合、衝突したときな 
どに強い圧迫を受け、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびありま 
す。また、ひとり座りのできないルさなおテさまは、ベビーシートを使巧してください。 
なお、テ供専用シートについてはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦シートベルトのバックルには異物び入5ないよラにしてくださし、異物び入ると、プレー 
卜びバックルに完全にはまらない場合びあり、衝突したときなどにシートベルトび十分な 
効果を発揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦ほつれ、すりされびでさたり、正常に作動しなくなったシートベルトは、すぐにトヨタ純 
正の新品と交換してください。また、事故により強い衝擊を受けたり、傷のついたシート 
ベルトは、使用しないですぐに新品と交換してください。そのまま使用すると、衝突した 
ときなどに正常に働かず、シートベルトび十分な効果を発揮せず重大な傷害におよぶか、 
最悪の場含死亡につなびるおそれがあります。 

♦シートベルトの改造や分解-取りつけ-取りはずしなどをしないでください。衝突したと 
さなどにシートベルトび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡 
につなびるおそれびあります。シートベルトの取りつけ-取りはずし-交換については、 
トヨタ販売店にご相談ください。 

♦シートベルトの清掃にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤を使巧しないでください。また、 
ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。シートベルトの性能び落ち、衝突した 
ときなどに、シートベルトび十分な効果を発揮せず生命にかかわる重大な傷害を受けるお 
それびあ0危険です。清掃するとさは、中性洗剤か城るま湯を使巧し、乾くまでシートべ 
ルトを使巧しないでください。 
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シートベルトの着用 


3点式シートベルトの着用のしかた 


シートベルトの脱着のしかた 

7 



シートベルトを引き出します。 

プレートを持って引き出し、ねじれて 
いないことを確認します。 

シートベルトび□ックしたまま引さ出 
せないとさは、一度ベルトを強く引い 
てか日、ベルトをゆるめ、再度ゆつく 
りと引さ出します。 



2 


プレートをバックルに差し込みます。 

プレートを"カチッ"と音びするまで 
バックルに差し込みます。 

運転席はシートベルト非着用警告灯 
( P .204) び消打したことを確認して 
くださし、。 

車両び発進するとシートベルトインフ 
ォメーシヨン表示灯 （ P .193) び点滅 
しますび、シートベルトインフォメー 
シヨン表示灯はシートベルトの着用に 
かかわ日ず約] 0秒間点滅します。 



3 腰部べルトを密着させます。 

腰部ベルトは、必ず腰骨のでさるだけ 
ほい位置にかかるよラにし、肩部べル 
卜を引さ、腰部に密着させます。 
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4 肩部ベルトをかけまず。 

肩部ベルトは、必ず肩に十分かかるよ 
ラにします。 

このとさ、ベルトび首に当たったり、 
肩からはずれないよラにして<ださい。 



5 


〈下げるとさ> 


フ□ントシートでは、ベルトの高さを 
調壁します。 

アジヤスタブルシートベルトアンカー 
でべルトの高さを調整します。 

調整するときは、ベルトびできるだけ 
肩の中央にかかるようにしてください。 
♦上げるときはアンカー部を持ち、そ 
のまま動かします。 

♦下げるとさは、□ックボタンを巧し 
たままアンカー部を動かし、最適な 
位置に調整します。 

"カチッ"と音びし、確実に固定されて 
いることを確認します。 


運転装置の 
取り扱い 


142 














シートベルトの着用 



〇 はずすときは、バックルのボタンを巧 
します。 


シートベルトアンカーを調整するときは、次のことをお守りください。お 
守0いただかないと、衝突したとさなどにシートベルトび十分な効果を発 
揮せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

♦シートベルトが首に当たらないよラに、また肩の中央に十分かかるよラ 
でさるだけ高い位置に調整してください。 

♦調整したあとは、確実に固定されていることを確認してください。 



運転装置の 
取り扱い 


143 










2 点式シートベルトの着用のしかた* 


• シートベルト①脱着のしかた 

リヤシート中央席 





ベルトの長さを調壁します。 

プレートを図のよラにしてベルトを引 
き、必要な長さよりかし長めにします。 


三 ベルトを結合します。 

ベルトにねじれびないよラにプレート 
を"カチッ"と音びするまでバックル 
に差し込みます。 


3 ベルトを密着させます。 

ベルトを引いて必ず腰骨のでさるだけ 
低い位置に密着させます。 



4 はずずときは、バックルのボタンを巧 
してはずずします。 

はずしたベルトは、パックルにはめて 
おいてください。 
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★印は グレード等により装着の有無が異なります。 
















シートベルトの着用 


U ヤシートベルトをシートの中に押し込んだ状態で使用しないでくださ 
い。押し込んだままの状態で使巧すると、シートベルトび十分な効果を発 
揮せず重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につなびるおそれびありま 
す。 



A 警告 


運転装置の 
取り扱い 


145 

















子供専用シート 


子供専用シートについて 


子供専巧シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定することがでさ 
ます。 

•知って おいていただをたいこと 

♦車の仕様やおモさまの年齢-体格に合わせて、適切なモ供専巧シートをお 
選びください。 

♦モ巧専用シートの取りつけ方法および取りはずし方は、それぞれの子供専 
用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

♦この車は200己年] 0月]曰施行の保安基準に適合した ISO 円X対応チャイ 
ルドシート固定専用バーを標準装備しています。 

® 子供専用シートの適合性一覧表につて 

■質量 グループについて 

ECE R44 ※の基準に適合するモ供専巧シートはお子さまの体重により;欠の已 
種類に分類されます。 

グループ〇 :] Ok 吕まで 

グループ □+ :1 3 k 邑まで 

グループ I :目〜 18 kg 

グループ n :]已〜2已 kg 

グループ 1 : 22 〜 36k 昼 

この本では代表的な次の3種類のモ供専用シートをシートベルトで固定する方 
法を紹介します。 

《 ECE R 44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表示される分類記号と、それにともなう取りつけ器具の記号 
になります。 
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モ巧専用シート 


べビーシート 





ECE R44 基準のグループ□、0 +じ 
相当 


ECE R44 基準のグループ0+、Iに 
相当 


ECE R44 基準のグループ n、 1に 
相当 
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シート位置別子供専用シート適合性一覧表 
(シートベルトでの取りつけ） 


質量グループ 

フ□ントシート 

助手席 

エアバッグ有 

エアバッグ無 

0 

(10 kg まで） 

X 

U 

0+ 

(13 k 邑 まで） 

X 

U 

I 

(9 〜 1 8 kg ) 

前向さ 

UF 

U 

後ろ向き 

X 

n 

(] 曰〜2曰 kg ) 

UF 

U 

の 

(22 〜 36 kg ) 

UF 

U 
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モ巧専用シート 


♦表に記入する文字の説明 

U : この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテゴリ 
一のモ供専用シートに適しています。 

UF : この質量グループでの使用を許可された況巧（ユニバーサル）カテゴ 
U —の前向きのモ供専用シートに適しています。 

X :モ供専用シートを取り付けることはでさません。 

表に記載されていないモ供専巧シートを使用する場合は、モ供専巧シート製 
造業ちまたは販売業ちにご相談ください。 

モ供専巧シートの装着に際してはモ供専用シートの取扱い説明書ち御確認く 
ださい。 


質量 グループ 

リヤシート 

が側席 

中巧)岳 

0 

(10 kg まで） 

U 

X 

0十 

(13 kg まで） 

U 

X 

I 

(9 〜 18 kg ) 

U 

X 

n 

(] 曰〜2曰 kg ) 

U 

X 

n 

(22 〜 36 kg ) 

U 

X 
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A シート位置別子供専用シート適合性一覧表 
—( 旧 OFIX 対応トップテザーアンカーでの取りつけ） 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両旧 OFIX に置 

リヤシート列側席（ワゴンのみ） 

キヤ I 」コット 

F 

ISO/L1 

X 

G 

ISO/L2 

X 

0 

(10kg まで） 

E 

ISO/R1 

IL 《 

0+ 

(13k 旨まで） 

E 

ISO/R1 

IL 《 

D 

ISO/R2 

X 

C 

ISO/R3 

X 

I 

(9 〜 18kg) 

D 

ISO/R2 

X 

C 

ISO/R3 

X 

巨 

ISO/F2 

lUF 

B1 

ISO/F2X 

lUF 

A 

ISO/F3 

lUF 

n 

(] 曰〜 2 曰 k 浸） 


(1) 

X 

の 

(22 〜 36k 呂） 


(1) 

X 
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モ巧専用シート 


♦表に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （ A か日 G ) のないモ供専用シートの各シート位置で 
の ISO 円 X 対応子巧専用シート固定機構の取り扱いについてはモ巧専 
用シート製造業ちまたは販売業ちにご相談ください。 

IUF : この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテゴ 
U - の ISOFIX モ供専用シートに適しています。 

1しこの質量グループでの使用を許巧された 

「トヨタ純正 NEO G-Child ISO BABY 」 に適しています。 

X :侶 OFIX モ供専用シートを取り付けることはできません。 

※：フ□ントシート背ちたれを最ち起こす。 

フ□ントシートを中間位置（前か日8段目の固定位置）より前方に設定 
する。 

なお、本調整により正しい運転姿勢を確保でさない場合は、助手席後方 
の座席に搭載してください。 

表に記載されていないモ供専巧シートを使用する場合は、モ供専巧シート製 
造業者または販売業ちにご相談ください。 

子供専用シートの装着に際してはモ供専用シートの取扱い説明書ち御確認く 
ださい。 

ii 旧 OFIX 子供専用シートのリスト 


表に記載されていないモ供専用シートを使巧する場合は、モ供専用シート製 
造業ちまたは販売業者にご相談下さい。 



子供専用シートを使用しない場合ちシートに適正にしっか 
りと取りつけた状態にしてください 


>モ供専用シートを使用しないとさであってち、シートに適切にしっか0と取りつけた状態 
にしてしてください。ゆるめた巧態で置くことは避けてください。 

>モ供専用シートの取0ははずしび必要な場合は、車両か5取りはずして保管するか、ラゲ 
—ジ J レーム内に容易に動かないよラに収納してください。 


質量 グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

旧 OFIX 子供専用シート 

カテゴリー 

0 (10 k 邑 まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準巩用 

0+ (13 k 邑 まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NEO G-Child 
ISO BABY 

準況用 


A 
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- A 知識 


〔旧日 FIX 巧庶チャイルドシート固定専用バーについて） 

この車に標準装備されているに日 FIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、 E 仁 E R 44 に適 
含しているテ供専用シートの取0つけ専用です。それ！;(がのをのを使用することはでさませ 
ん/。 


〇供専用シートの選択、使用について） 

♦おモさまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、または販売業者 
にご相談ください。 

•体び十分に大きく、テ f 共専用シートび不必要なおテさまは、リヤシートに乗せて車のシー 
トベルトを使用してください。 

♦おテさまび成長し、適切にシートベルトび着用できるようになるまでは、おテさまに含っ 
た子供専巧シートを使巧してください。 

〔シートベルトで取りつけるタイプのモ供専用シートの選択について J 

P ぶ日日の「シート位置別テ供専用シート適合性一覧表」を参照し、子供専用シートの取0 
つけ巧能な位置と、対応するテ供専用シートの種類（記号）をご確認の上、適したちのを選 
択してください。 


〔助手席にモ供専用シートを取りつけるときは） 

やむを得ず助手席にテ供専用シートを取りつける場合には、助手席シートを！;(下のよラに調 
整し、テ供専用シートを前向きに取りつけてください。 

♦背ちたれを直立状態にする。 

♦シートをいちばんラしろに下げる。 

♦シートベルトの高さをいちばん低い位置まで下げ 
る。 




キヤ U コットについて 


キヤリコットは横向きに取りつけることのできるベビーシートのことです。詳しくはテ供専用 
シートの製造業をまたは販売業萄こお尋ねください。 
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子供専用シート 


' 知識 

(ECE R 44 適合の旧0円 X 巧応子供専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シートの適含性一覧表」 （P.2 日8参照）を確認して、適切なシートを 
選おしてくださし、。 

7 おテさまの体重か5該当する「質量グループ」を確認します。 

(例 1) :体重び 12 k 旨の場合、質量グループは「が」になります。 

(例巧；体重び1已 k 旨の場合、質量グループは「I」になります。 

CL サイズ等級を選択します。 

手順 7 で確認した「質量グループ」か5該当するサイズ等級を確認します。ぷ 
(例 1) ;質量グループび「0+」の場含、サイズ等級は 「C 」• 「□」 •「 E」 び該当 
します。 

(例巧：質量グループび「I」の場含、 「A」•「B 」 •「巨1」 • に」 •「 D」 び 
該当します。 

※ただし、該当のサイズ等級でち適合性一覧表の「車両に 0FIX 位置」に「X」と記載されている 
ものは選択できません。また、 nu と記載されている場合は、侶0円X子供専用シートのリスト」 
(P. 209参照）で指定されている製品を使巧してください。 

〇子供専用シートに表示されているマーク/ラベルを確認して、基準に適含したシートで 
あることを確認します。 

況用（ユニバーサル）テ供専用シートには、次に示すマーク•ラベル類び表示されてい 
ます。※ 

《表示されている位置-記号などは商品により異なります。 

®IS 日 FIX 対応モ供専用シートであることを示す 
表示 

サイズ等級び示されています。（表示される又 
字は、製品により異なります。） 

手順 C で確認したサイズ等級に適含している 
ちのを選択してください。 

⑥饥用（ユニバーサル）テイ共専用シートの認可マ 
-ク 

UNIVERSAU まミ凡用品の認可であることをあ5 
わし、併せて、対象となるおテさまの体重の範 
囲び記載されています。 

感トップテヴー (P1 已已参照）を示すマーク 

商品の取0つけ装置の位置により、意匠は異な 
0ます。 
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' 知識 

f 旧 OFIX 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別）) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向さ幼児巧チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

ほ型前向さ幼児用チャイルドシート 

BMS 0/ F 2 X 

低型前向さ幼お用チャイルドシート 
旧- IS 0/ F 2 と別あ状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向さ幼お巧チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向さ幼児用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向さ幼児用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向き位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向き位置用チャイルドシート（キャ U コット） 
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チャイルドシートの固定 


旧。 誓潔黏ジ紫ジ^バ- 


リヤシート左ち席 

I S 〇 ※ F I X 対応チャイルドシート固定専用パ' - &トップテヴーアンカー 
には、 I SO F I X 対応チャイルドシート固定専用パ' - &トップテヴーアン 
カー対応のチャイルドシート-ベビーシートのみ取りつけることびできます。 
おモさまに最適なモ供専用シートについては、トヨタ販売店にご相談ください。 

《 International Organization for Standardization の略で「国際標準化機構」の意味。 

〇 取りつけ位置について 

■ I SOF IX 対応チャイルドシート固定専用パーの取りつけ位置 

シートクッシヨンと背ちたれの間にありま 
す。 

♦固定専用バーび装備されていることを示 
すタグびシートについています。 



トツプテザーアンカーの取りつけ位置 



U ヤシートラしろ側にあります。 
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取りつけるときは 

/ I SOF IX 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアン 

カーの位置を確認しまず。（前ページ参照） 

^ 子供専用シート（チャイルドシート、ベビーシート）をリヤシートに 

取りつけます。 

適合するモ供専用シートの取りつけ金具を、固定専巧バーに取りつけ 

ます。次にテヴーべルトをトップテヴーアンカーに取りつけます。 

* 取 D つけち法および取 D はずしちは、それぞれの商品に付属の取り扱い説明書をお読 
み < ださい。 

♦シートの背ちたれおよびシートクッションとモ供専用シートとの間 
にすさ間びでさないよラに、シートの背ちたれの角度を調整してか 
日取りつけてください。 

♦テヴーべルトびねじれないよラにベビーシートではへッドレストの 
間に通し、チャイルドシートではヘッドレストの両脇を通し、テヴ 
ーフックを車両側トップテヴーアンカーに掛けます。 

♦テヴーべルトびピンと張るまで A 部を強く引っ張って、モ供専用シート 
を固定します。 


運転装置の 
取り扱い 


156 





チャイルドシートの固定 


■子供専用シートの取りつけ例 



《イラストは説巧のためのものであり、実際の子供専巧シートの形状とは異なります。 
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3 確実に固定されていることを確認しまず。 

取りつけたモ供専用シートを軽くゆさぶり、確実に取りつけられてい 
ることを確認します。 

子供専用シートび固定されていることを必ず確認してくだ 
さい。 

>テ供専用シートを取りつけるときは、 I S 日 F IX 对応チャイルドシート固定専巧バー& 
トップテヴーアンカー周辺に異物がないこと、シートベルトなどのかみ込みびないことを 
確認してください。異物やシートベルトなどをかみ込むと、テ供専用シートび固定されず、 
衝突したとさなどに飛ばされて重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につながるおそれ 
げお〇ます。 

>テ供専用シートを取0つけるとさは、必ずテヴーベルトびピンと張るまで張力を掛けてく 
ださい。テヴーベルトび正しく張っていないと、衝突したときなどに生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれびあり危険です。 





♦へッドレストを上げた状態でテ供専巧シートを取0つけるときは、テヴーべルトは必ずへ 
ッドレストの下へ通してください。ヘッドレストの上にかけると、テ供専用シートびしつ 
かり固定されず、衝突したときなどに生命にかかわる重大な障害を受けるおそれびあり危 
険です。 
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チャイルドシートの固定 



警告 


テ供専用シートの取り扱いについては、 L 处下のことをお守りください。お 
守0いただかないと、急ブレーキをかけたとさや衝突したとさなどに飛ば 
されるなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ 
れびあります。 

•車両に子供専巧シートを搭載するとさは、適切な方法で確実にシート 
に取り付けてくださし、テ供専用シートを使用しない場合でも、シー 
卜にしっか0固定されていない状態で、客室内に置くことは避けてく 
ださい。 

•テ 供専巧 シー トの取りはずしび必要な場合は、車両から降ろして保管 
ずるか、ラゲージルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてくだ 
さい。 
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シートベルトでの固定 


« 取りつけるときは 

チャイルドシートにシートベルトを取りつ 
け、プレートをバックルに"カチッ"と音 
びするまで差し込みます。 

その際べルトびねじれていないことを確認 
します。 

♦チャイルドシートに付属の取扱書にした 
びし''、シートベルトをチャイルドシート 
にしっかりと固定させてください。 

• P .44 の「テ供専用シートについてのミ主 
意」ちあわせてお読みください。 


チャイルドシートにシートベルトの 
固定装置び備ゎってぃなぃ齡は 

チャイルドシートにシートベルトの固定装 
置び備わっていない場合は、□ッキングク 
リップ（別売）を使用して固定します。 

♦ □ッキングク I 」ップの購入にあたっては、 
トヨタ販売店にご相談ください。（□ッキ 
ングク U ップ品番： 731 19-22010) 


取りつけたあとはチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 


《ィラストは説明のためのちのであり、実際のモ巧専用シートのお状とは異なりまず。 
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チャイルドシートの固定 


子供専用シートの取りつけは、必ず商品に付属の取り扱 
い説明書をよくお読みのラえ、正しく取りつけてくださ 
し、。 

♦正しく取0つけ5れていないと、急ブレーキをかけたとをや衝突したとさなどに飛ばされ 
るなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦お子さまをシートベルトで遊ばせないでください。おテ 
さまがシートベルトで遊んで万一べルトび首に巻さつし、 

た場含、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につながるおそれびあ0ます。誤ってそのよラな状態 
になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

♦テ供専用シートの取り扱いについては、下のことをお 
守りください。お守りいただかないと、急ブレーキをか 
けたときや衝突したときなどに飛ばされるなどして、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びお0ます。 

•車両にテ供専用シートを搭載するときは、適切な方法で確実にシートに取り付けてくだ 
さい。テ供専用シートを使用しない場合でち、シートにしっかり固定されていない状態 
で、客室内に置くことは避けてください。 

•テ供専用シートの取りはずしび必要な場合は、車両か5降ろして保管するか、ラゲージ 
ルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 


道路運送車両の保安基準に適合する I SOF I X 对応チャイルドシート固定 
専用バー&トップテヴーアンカー対応のトヨタ純正モ供専用シートは 、I S 
OF I X 対応チャイルドシート固定専用バー&トップテヴーアンカーで固定 
し、この車のシートベルトでは固定しないでください。 

( I SOF I X 対応チャイルドシート固定専用バー&トップテヴーアンカー 
については、 P .1 曰曰を参照してください。） 
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八ンドル •5 ラーの調壁 


八ンドルの調壁 



レバー対甲し下げ、八ンドルを上下に動かし適切な位置にして、レバーを引 
さ上げると固定されます。 



走す5中は八ンドル位置の調整をしないでくださし、。 


>走行中は八ンドル位置の調整をしないでください。調整中に運転を誤り、思わ城事故につ 
なびるおそれがあり危険です。 

>八ンドル位置を調整したあとは、確実に固定されていることを確認してください。固定び 
不十分だと八ンドルの位置が突然かわり、思わ械事故につながるおそれびあり危険です。 
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インナーミラーの調整 


八ンドル.ミラーの調整 


I 上下位置調碧のしかた 



A 

V 


三ラー本体を持って、上下ち向に調整します。 

〇 防眩切り替えのしかた 


夕 


レバー 


通常は三ラー下側のレノ（一を前方に押した状態で使用します。 

後続車のへッドランプがまぶしいときは、レバーを手前に引きます。 


走行中は、 イン ナー S ラーの 調整をしないでください。運転を誤0思わ城 
事故につながるおそれびあり危険です。 






ミラーを調整するときは、開いたサンバイヴーに当た5ないような位置に 
調整して < ださし、。 
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ドアミラーの調壁 


® 鏡面角度調壁のしかた 



〇 メインスイッチを中立にします。 

調整したあとは、メインスイッチを中 
立の位置にちどします。 


を動式 1 

ドアミラー全体を手で調整します。 

調整したあとは、運転席に座り後方確認び十分にできるか確認してください。 
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M ンドル •5 ラーの調整 


〇 格納のしかた 



格納スイッチを巧すごとに 、 ON (格納）と OFF (復帰）に切り替わりま 
す。エンジンスイッチび" LOCK " のときは、手で格納.復帰させるこ 
とちでさます。 


ドアミラーを手で後方に倒して格納します。 

走行前には、運転席か日後方確認び十分にでさる位置まで確実にちどしてく 
ださい。 


電動式 


昏動式 
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A 


走行中は、ドアミラーの調整をしないでください。 


> 走行中は、ドアミラーの調整をしないでください。運転を誤り思わ城事故につながるおそ 
れびあり危険です。 

>ドアミラーを倒したまま走行しないでください。ドアミラーによる棲方確認びできず、思 
わ城事故につながるおそれびありを険です。 


▲: 


ドアミラーび動いているときは手を触れたりしないでください。手を挟ん 
でけびをしたり、ドア S ラーの故障などの原因となるおそれびあ0ます。 


知識 


作動条件について 


のとさ使用でさます。 

LOCK " にすると、格納作動び停止 


♦エンジンスイッチび " ACC " または" ON 
♦ドア S ラー格納作動中に、エンジンスイッチを 
します。 

♦次の場含は、ドアミラーを手で格納•復帰させてち、ミラーは格納スイッチの状態にもど 
0ます。 

•エンジンスイッチび " ACC " または"日 N " のとさ。 

•手動で操作したあとに、エンジンスイッチを " ACC " または "日 N " にしたとき。 
♦格納スイッチび 日 FF (復帰）の状態で、手でドアミラーを前方に倒したときは、エンジ 
ンスイッチを " ACC " または "日 N " にして を、 ミラーは復帰しません。一度格納 
スイッチを 日 N (格納）にしてから、再度格納スイッチを 日 FF にして復帰させてくださ 
し、。 
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エンシンのかけ方 


エンジン（イグニツ 


スイッチの使い方 


エンジン停止時、次の電装品が使 
用でさる位置。 

ラジオ、シガレットライター、ド 
アミラーなど 


キーを抜さ差しでをる位置。 

キーを巧くと、八ンドルび 
□ックされます。 



エンジン回お中の位置。 

すべての電装品び使用でさ 
よ9 〇 


エンジンを始動する位置。 


LOCK " か!5 " ACC " にまわずとき 

八ンドル □ ックびかかっていてキーびまわしにくいときは、八ンドルを軽く 
左ちにまわしなび日キーをまわします。 


ACC " か5 " LOCK " にまわずとき 

キーを巧しなび日まわします。 

「习ートマナック車 [ 

シフトレバーを©にしてから、キーを押しながらまわします。 


A ： 


エンジン停止時は、エンジンスイッチを"日 N " または "ACC " の 
まま長時間放置すると、バッテ U —あびりの原因となります。 
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エンジン始動の手順 


才ートマチック車 



ペダルの位置を確認します。 

正しい運転姿勢 （ P .128) び取れるよ 
ラにシートの位置を調整し、ペダルの 
各位置を確認します。 


マニュアル車 I 
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エンジンのかけ方 


3—トクチック車] 



ご? ブレーキペダルを踏みなが5、 パー キ 
ングブレーキがかかっていることを石害 
認しまず。 




3 



シフトレ八’一の位置を確認します。 

シフトレバーびの（マニュアル車 ）/ 
© (才ートマチック車）にあることを 
確認します。 

♦オートマチック車は⑩でち始動でさ 
ますび、安全のため©で行ってくだ 
さし、。 
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4 マニュアル車はクラッチペダルを踏み 
ます。 

クラッチペダルをしっかり踏みます。 

参クラッチペダルをいっぱいまで踏み 
込まないと、エンジンびかからない 
よラになっています。 


b エンジンを始動します。 

エンジンスイッチを ‘‘ ON ’’にし、 
アクセルペダルを踏まずにエンジンス 
イッチを " START " にまねします。 










エンジンのかけ方 


車がか5のエンジン始動は絶巧に巧わないでください。 


♦車がからのエンジン始動は絶対に巧わないでください。思わ城事故につながるおそれびあ 
0危険ですので、必ず運転席に座って行ってくださし、。 

♦走行中はエンジンを停止しないでください。エンジンびかかっていないと、ブレーキ倍力 
装置やパワーステアリングび働かず、ブレーキの効さび悪くなったり、八ンドルび非常に 
重くなったりして、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦車をかし移動させるときわ、必ずエンジンを始動してください。エンジンをかけず、坂道 
を利用して車を動かすと、思わ说事故につなびるおそれびあ0危険です。 
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シフトレバーの使い方 


トマチックまの使い方 


〇 シフト レバー の働き 



才ーパ’ードライブ （0/D ) スイツチ （ P'174 参照） 


シフト□ックお除ボタン (P.1 7日参照） 


駐車およびエンジン始動 

駐車のときは、必ずこの位置にしてくださ 
い。（©でのみエンジンスイッチからキー 
び抜けます。） 

後退 

ギヤび後退に固定されます。 

ブヴーび鳴り、©にあることを達転ちに知 
らせます。 

動力び伝わ6ない状態 

⑩でもエンジンは始動でさますび、安全の 
ため©で行ってください。 

お常走行（前進） 

スピードに応じて、ギヤび1速から4速ま 
で自動的にかわります。 

参オーバードライブび ON のとさは、 
] 速か日4速まで 

♦オーバードライブび0 F F のとさ 
は、 ] 速か日3速まで 

下り坂走行（前進） 

エンジンブレーキび必要な場合に使用しま 
す。 


急な下り坂（前進） 

強力なエンジンブレーキび必要な場合に使 
用します。 
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シフト レバーの 使い方 


シフトレバー①取り扱い 




F 

R 

N 

◎ 

1 

L 


■シフト レバー の操作 

©と©の間の操作は、ブレーキペダルを踏 
み、車び完全に止まっている状態で行って 
ください。 

ボタンを巧して 

の矢印は、ボタンを 巧して 操作しま 

9.0 

1 の矢印は、 ブレーキペダルを踏んだ 

^ まま、 ボタンを 巧して 操作します。 


ボタンを巧さずに 

If の矢印は、ボタンを 巧さずに 操作し 
ます。 



It の操作はレイ（ーボタンを巧さずに操作してください。し'!つもレノ（ーボ 
タンを巧して操作していると意に反して©、©または®に入れてしまい、 
思わめ事故の原因とな0重大な傷害を受けるおそれびあ〇を険でず。 
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オーバードライブ / 

(0/ D ) スイツチー > 

スイッチを巧すごとに0 F F と ON に切り替わります。 

♦ OFF のとき、才ーパードライブ OFF 表示灯 （ P .1 目2参照）が点灯し 

9 〇 

♦エンジン始動時にはオーバードライブ0 N の状態になっています。 


' 知識 

[ 才ーパ’ードライブ （0/ D ) について） 

オーバードライブ OF F 表示なが消 I 打しているとき（オーバードライブ ON ) 

通常走行に適します。 

シフトレバーび®で走行中、4速（オーバードライブ）ギヤにまで入0、燃費性能と静肃性 
を高めます。 

オーバードライブ0 F F 表示なが点打しているとき（オーバードライブ0 F F ) 

4速（オーバードライブ）ギヤに入5なくなり、次のような効果びあ0ます。 

♦軽いエンジンブレーキび得られます。 

♦上り坂では変速回数の少ないなめ5かな走行びでをます。 


〔 作動条件について ） 

♦エンジンスイッチび"日 N " のとさ使用でをまず。 

♦エンジン始動時には、才ーバードライブ日 N の状態になっています。 


■オーバードライブ（日/ D ) スイッチの操作 
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シフトレバーの使い方 


知識 


ま全機能について 


シフト□ックシステム 

オートマチック車のシフトレバーの誤操作を防ぐシステムです。 

♦ブレーキペダルを踏んだ状態でなければ、シフトレバーを©か5レバー操作でさません。 
•エンジンスイッチび "ACC " または " LOCK " のときは、ブレーキペダルを踏 
んでち操作でさません。 

•シフトレバーボタンを押したままブレーキペダルを踏むと、操作できないことびありま 
す。先にブレーキペダルを踏み込んで、操作してください。 

♦©政がではエンジンスイッチか5キーは抜けません。 

•エンジンスイッチか5キーを抜くときは、©にしてください。（©じ(がではキーを" 
ACC " から " LOCK " にまわせません。） 

♦©に入れると、ブザーび鳴ります。 

• ブザーび鳴り、©にあることを運転ちに知らせます。 

•車外の人には音は聞こえませんのでごま意ください。〔車がの人に対する警告音ではあ 
りません。） 


シフト□ック解除ボタンの使い方 

万一、©か5レバー操作でをないとさに使用します。 

♦ブレーキペダルを踏んだ状態で、エンジンスイッチを " AC 
C " にして、シフト□ック解除ボタンを押しなび5レバーを 
操作してください。 

♦シフト n ックシステムなどの故障が考え5れますので、ただ 
ちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 



解除ポタン 


« 各シフト位置での速度限界 

エンジンを過回転させないために、各シフト位置での速度び下表の数値をこ 
えないよラにしてください。 


単位： km / h 陵考個 


\\エンジン型式 

1 NZ 

-FE 

シフト巧置 

F F 

4WD 

L 

6 已 

60 

2 

115 

110 

□ (0/D OFF) 

180 

170 
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アルまの使い方 


♦ V つ トレバーの取り扱い 



■シフトレパーを©に入れるときは 

誤操作を防ぐため、@から@へは直接入れることびでさません。いったんのにして 
から®に入れます。 

■駐車ずるときは 

パーキングブレーキをかけ、シフトレバーを平地や下りあでは©、上りあで 
は〇に入れます。 

また、寒を時に駐車するとさは、 P .278 の r 駐車すると寺は」 をあわせて 
お読みください。 


車両が動いているときはシフトレバーを®に入れないでく 
ださい。 


♦車両び動いているときはシフトレバーを©に入れないでください。車び完全に停止してか 
5操作しないとトランス5ッシヨンを損傷するおそれびあります。 

♦駐車ずるとをは、おず バー キングブレーキをかけてください。 バー キングブレーキをかけ 
ていないと、車両び動舌、思わめ事故につなびるおそれびあります。 
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シフトレバーの使い方 


® 各シフト位置での速度限界 

エンジンを過回転させないために、各シフト位置での速度び下表の数値をこ 
えないよラにしてください。 


単位： km/h [参考値] 


\\エンジン型式 

1 NZ 

-FE 

シフト位置 

F F 

4 WD 

1速 

已〇 

45 

吕速 

90 

80 

3速 

130 

120 

4速 

17白 

160 


運転装置の 
取り扱い 


177 















才ートマチック車の運面のしかた 


巧進のしかた 


® 通常発進のしかた 



ブレーキペダルをち足でしっかり踏ん 
だまま、シフトレバーを®に入れまず。 



ご? パーキングブレーキを解除します。 

P . 184参照。 


3 ブレーキペダルを徐々にゆるめてか日、 
ち足でアクセルペダルをゆっくり踏み 
発進しまず。 
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オートマチック車の運転のしかた 


I 上り坂の発進のしかた 


2 


パーキングブレーキがしっかりかかっていることを確認してか日、シ 
フトレバーを®に入れます。 

アクセルペダルをゆつくり踏みまず。 


〇 車が動き出す感触を確認してか日、パーキングブレーキを解除し、発 
進します。 



ブレーキペダルをしっかり踏んだままシフトレイ V — を操作 
して < ださい。 


♦発進ずるとさは、ブレーキペダルをしっかり踏んだまま、シフトレバーを操作してくださ 
し、とくにエンジン始動直をやエアコン作動時などは、ク1」ープ現象び強くなるため、よ 
0しっかりとブレーキペダルを踏んでください。 

♦運転ずるとさは、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を必ず確認して、踏み間違いの 
ないよラにしてください。アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発 
進し、思わ城事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
がお0ます。 

♦アクセルペダルを踏み込んだままでのシフトレバー操作は絶対に行わないでください。車 
が急発進し、思わ说事故につなびるおそれびあ0危険です。 
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走巧のしかた 


通常の走行 

シフトレバーを®に入れたまま走行します。 

♦アクセルとブレーキの操作だけで、加速.減速します。 


« 急加速ずるには 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込みます。キックダウンし、急加速します。 


» 坂道で走行ずるときは 

■上り坂 

アクセルペダルを踏み込んでいくと、キックダウンし、急にエンジン回転び 
上びることびあります。あらかじめシフトレバーを包にしておくと、エンジ 
ン回転数の変化を抑えることびでさます。 

■下り坂 

フットブレーキを使いすざると、ブレーキの効さび悪くなるおそれびありま 
す。シフトレバーび®のままでスピードび出すざるときは、±反道に応じて0 
または〇にしてエンジンブレーキを併用します。 

参オーバードライブを0 F F にすることによってち軽いエンジンブレーキび 
得られます。 
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オートマチック車の運転のしかた 



走中にはシフトレバーを⑩にしないでくださし、。 


♦走行中にはシフトレバーを⑩にしないでください。エンジンブレーキびまったく効かない 
た奴、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦前進で走行中は、シフトレバーを®に入れないでください。車輪び□ックして思わ城事故 
につなびるおそれびあり危険です。また、オートマチックトランス S ッションに無理な力 
び加わり、故障するおそれびあります。 

♦ブレーキペダルはアクセルペダルと同じち足で操作してください。左足でのブレーキ操作 
は、緊急時の反応び遅れるなど思わ说事故につながるおそれびあり危険です。 

♦坂道などでは、シフトレバーを® (または©®)に入れたまま惰性で樓退した0、©に入 
れたまま惰性で前進ずることは絶対にしないでください。エンストして、ブレーキの効き 
が悪くなったり、八ンドルび重くなったりして、故障や思わ城事故の原因となるおそれび 
あり危険です。 


シフトレバーをのにしたままで走行すると、 
原因となるおそれびあ0ます。 


トランスミツシヨンの故障の 
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停ま • 駐車のしかた 


〇 停車のしかた 

I 車を止めます。シフトレバーは®に入れたまま、ち足でブレーキぺダ 
ルをしっかり踏みます。 

エアコンは温度変化により断続的に作動します。作動中は自動的にア 
イドルアップし、ク U —プ現象び強くなりますので、車び動さ出さな 
いよラにとくにを意してください。 

必要に応じて、パーキングブレーキをかけます。 

上り坂での停車は、ク U —プ現象で前へ進ちラとする力よりち、車び 
後退しよラとする力のほラび大さくなり、車び後退するおそれびあり 

ち足でブレーキペダルをしっかり踏み、しっかりノ（ーキングブレーキ 
をかけて < ださい。 

〇 長時間停車ずる場合は、シフトレバーを© (または⑩）に入れます。 


運転装置の 
取り扱い 


182 





オートマチック車の運転のしかた 


雜 駐車のしかた ■ 

7 車を完をに止めます。 


パーキングブレーキをかけます。 

ち足でブレーキペダルをしっかり踏んだまま、ノ（ーキングブレーキを 
しっか0かけます。 

〇 シフトレバーを©に入れまず。 

車び動さ出さないためにち、必ず©にしてください。 

4 エンジンを停止します。 

車を離れるとさは、必ずエンジンを停止して、ドアを施錠してくださ 
し、 



走行中は、シフトレバーを©に入れないでくださし、。 


>走行中はシフトレバーを©に入れないでください。オートマチックトランスミッションの 
内部び機械的に□ックされ、思わ械事故につながるおそれびあり危険です。 

>停車中は空ぶかしをしないでください。シフトレバーが ©•のじ (がに入っていると、車び 
急発進し思わ械事故につながるおそれびあり危険です。 




車から離れるときは、怒ずエンジンを停止してドアを施錠 
して < ださい。 


♦エンジンをかけたままにしておくと、万一、シフトレバーび©政がにあるときに、クリー 
プ現象で車びひとりでに動を出したり、誤ってアクセルペダルを踏み込んだときに急発進 
するおそれびあります。 

♦アクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだ0、上り坂でシフトレバーを®に入れた 
ままアクセルをふかしなび!5止ま5ないでください。才ートマチックトランスミッション 
び過熱し、故障の原因とな0ます。 
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パーキンクフレーキの ffi い方 


•キングブレーキの使い方 


m ) くーキングブレーキをかけるには 



(①) 


ボタンを巧さずにレノ（一をいっぱいまで弓 I さます。 
♦ブレーキ警告灯び点灯します。 


パーキングブレーキを解除ずるには 



0 


0 



〇レノ（一を少し引さ上げなび日 
包ボタンを巧さえて、 

包完全に下までもどします。 

♦ブレーキ警告灯び消打します。 




パーキングブレーキをかけたまま走巧しないでください。ブレーキ部品び 
早く摩属したり、ブレーキび過熱し効きび悪くなるおそれびあ0ます。 
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パーキングブレーキの使い方 


運転装置の 
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メーター.表示な.警告なの見方 


メーター 
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メーター • 表示好.警告灯の見方 


ii 燃斜計 

エンジンスイッチび " ON " のとき、燃料残量を示します。 

♦燃料タンク容量は約已 0 L です。 

参エンジンスイッチび " ON " のとき、燃料残量び約8 L じ(下になると、 
一番下の残量表示と燃料残量警告灯び点滅します。 （ P .203 参照） 

点滅したとさは、すみやかに燃料を補給してください。 

' ムミ□日日- 、 

^_ 燃料計について _ ) 

♦給油量び少ないと、表示びかわるまでに時間びかかることびあります。 

♦エンジンスイッチび"日 N " のまま燃料を補給すると、正しい燃料残量び表示できませ 
ん /。 

•燃料計にある◄印はフューエル U ッド（燃料給油 □) び助手席側車両懐でにあることを示 
しています。 

♦エンジンスイッチを " ACC " または" LOCK " にしても、約]日分間は表示しま 
す。 


〇スピ ードメーター 

車両の走行速度をおします。 
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ii オドメーター/トリップメーター 

エンジンスイッチび " ON " のとき、巧の表示を示します。 

■オドメーター 

走行した総距離を km の単位でおします。 

■トリップメーター 

区間距離を km の単位でおします。 

' —ムミ□日日- " 

( 3トター づ 一/卜 U ツ^>—夕— IL し、し J 

エンジンスイッチを "ACC" または" LOCK" にしても、約 1 日分間は表示します。 


〇オ ドメ ーター/トリップメーター切り替え 
ボタン（トリップメーターリセットボタン） 

■表示の切り替え方 

切り替えボタンを巧すごとに、次のように表示び切り替わります。 

オドメーター- 

i 

卜 I 」ップ メーター 

i 

照度調整※- 

※ランプ点打時 

■トリップメーターを0 (ゼ □) にをどずときは 

トリップメーターを表示させてか日、切り替えボタンを表示び0になるまで 
巧し続けます。 

バッテリーとの接続が断たれたときは、トリップメーターは日になります。 
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メータ ー• 表示な-警告打の見ち 


〇 メーター照度調整ボタン 

■メーター照度調整表示に切り替えるには 

エンジンスイッチとライトスイッチび " ON " のとき、調整ボタンを巧す 
と、卜 U ップメーター表示のあとに照度調整表示に切り替わります。（前ぺ 
ージ参照） 

■照度調整のしかた 

メーター照度調整表示中、調整ボタンを約]秒じ(上巧し続けると、メーター 
照明の明るさをかえることびでさます。 

参お好みの明るさになったら、ボタンから手を離します。 

♦己段階で明るさのレベルを調整でさます。 



I—レベル表示 


' 知識 

〔 照度調整表示について ） 

♦次のよラな場合は、自動的に照度調整表示からオドメーター表示に切り誓わります。 

•照度調整表示に切り誓えてから、約]日秒 U (上、ボタンを操作しなかったとき。 

•ライトスイッチを日 F F にしたとさ。 

♦エンジンスイッチを "ACC " または " LOCK " にしても、約]日分間は調整でき 
ます。 


運転装置の 
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表'示な 



図ではすべてのグレードにおける表示灯を掲載しています。実際の車に設定 
される表示打はグレード等により異なります。 
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メーター • 表示好.警告灯の見方 


〈表示归一覧表〉 


表示な 

表示な名 


ち向指示表示な 

ID 

へッドランプ上向さ表示灯 

0/0 

OFF 

オーバードライフ 0 F F 表示灯 


低水温表示灯（緑色） 

黃 0; 

車幅な表示灯 

SEAT 

BELT 

シートべルトインフォ六ーシヨン表示灯 


運転装置の 
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® シフトポジシヨン表示 

— トマナック車 I 

選択されているシフト位置を表示します。 



> 方向指示表示口 

方向指示灯、非常点滅灯を作動させると点滅します。 
( P '192、 216参照） 

—ミ知日站 


点滅が異常に速くなつたとをは 




方向指示灯の電球切れび考え5れます。方向指示灯び点滅するか確認してく 
ださい。 



〇へッ ドランプ上向き表示打 

へッドランプを上向きにすると点灯します。 （ P .1 日]参照） 



善 オーバードライブ0 F F 表示打 

「ィートマナック車 

オーバードライブスイツチを0 F F にすると点灯します。 
( P . 174参照） 
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メーター • 表示好.警告灯の見方 



低水溫表示口（緑色） 


エンジンスイッチび " ON " のとき、エンジン冷却水の水温 
びおいと点打します。 



暖機を十分続けていても、表示打び点なしたままのときは、 
温度センサーの異苗び考えられます。トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 



車幅な表示な 


-4 


車幅灯、尾灯を点灯させると点灯します。 （ P .2 □己参照） 



〇シ ートベルトインフォメーシヨン表 TF な ■ 

エンジンスイッチを " ON " にすると、約] 0秒間点滅して 
運転者に同棄ちのシートベルト着巧をラなびします。 


- A 知識 


表示なについて 

参停車中でエンジンスイッチび " ON " のとき、いずれかのドアを開閉す 
ると点滅します。 

♦シートベルトを着用していてわエンジンスイッチを"日 N " にするたび、 
点滅します。また、点滅中にシートベルトを着用しても、約1日秒経過す 
るまで消灯しません。 
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告な 



図ではすべてのグレードにおける警告灯を掲載しています。実際の車に設定 
される警告灯はグレード等により異なります。 
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メーター • 表示好.警告灯の見方 


〈警告'打一覧表〉 


警告な 

警告な名 

警告む 

警告な名 

(@) 

ABS & 

ブレーキアシスト警告灯 
(A 目 S & ブレーキアシス 
卜装着車） 


高水温警告な（赤色） 

が 

SR S エアバッグ/プ U 
テンシヨナー警告灯 

ィ曲 

燃料残量警告灯 

〇 

エンジン警告灯 

魯 

半ドア警告な 

(©) 

ブレーキ警告な 

み 

運転席シートベルト非着 
用警告な 

■ ■ 

- + 

充電警告な 


油圧警告な 


運転装置の 
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次の警告なが点なしたままのときは、システムの異常が考えられますの 
で、ずみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


ABS &ブレーキアシスト警告打 



ABS & ブ レーキア シスト装着車 


A BS & ブレーキアシストシステム ( P .260) に異常びあると 
点灯します。 

♦警告灯び点灯しているとさは、 ABS &ブレーキアシストは 
作動しませんび、通常のブレーキとしての性能は確保されて 
います。 

♦警告灯び点灯しているとさは 、 A B S び作動しないため急ブ 
レーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時には、タイヤび 
□ックすることびあります。 


ブレーキ警告なと同時に点なしたままのとき 
はただちに停車してください。 


参警告なびブレーキ警告打と同時に点打したままのとさは、ただちに安全な 
場所に停車し、トヨタ販売店にご連絡ください。この場合、 ABS に異常 
び発生しているだけでなく、強めのブレーキの際に車両び不安定になるお 
それびあ0ます。 

参警告打び次のよ5になったとさは、システムの異甫びちえ5れますので、 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 

•エンジンスイッチを " ON " にしても点なしないとき。 

•エンジンスイッチび " ON " で点なしたままミ肖なしないとさ、または 
走行中点なしにままのと去。 

なお、走行中に点打してち、その後消なずれば異甫ではありません。ただ 
し、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で点検を受けてくださ 
し、。 


知識 


警告なについて 


エンジンスイッチを " ON " にすると点巧し、数秒後に消灯します。 
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メーター • 表示好.警告灯の見方 



SRS エアバッグ/ 

プリテンシヨナー警告打 


SRS エアバッグシステム （ P .248)、 またはプ U テンショナー 
付シートベルトシステム （ P .2 已 8) に異常びあると、点灯-点 
滅します。 



警告巧びなのよラになったとさは、システムの異常び考え 


5れますので、ただちにトヨタ販売店で点検を受けてくだ 


さい。衝突したとさなどに SRS エアバッグ、またはプ U 

/K 龄円 

テンシヨナー付シートベルトび正常に作動せず、けびをす 


るおそれびあ0ます。 


♦エンジンスイッチを"日 N " にしても点灯しないとさ、 


または点灯-点滅したままのとさ。 


♦走行中に点灯-点滅したとき。 


' ミ^油日店 

_ 警告なについて _ ) 

エンジンスイッチを " ON " にすると点打し、数秒をにミ肖なします。 


:欠の警告なが点な-点滅したままのときは、システムの異常が考えられ 
まずので、ずみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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次の警告なが点なしたままのときは、システムの異常が考えられますの 
で、ずみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。 



エンジン警告打 


エンジン回転中、エンジン電モ制御システム、またはオートマ 
チックトランスミツシヨン電モ制御システムに異常びあると点 
灯します。 



エンジン回転中に点灯したときは、ただちにトヨタ販売店 

を巧3 

で点検を受けてください。 


' 知識 

警告なについて 

エンジンスイッチを " ON " にすると点打し、エンジンをかけるとミ肖打し 
ます。 
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メータ ー• 表示な-警告打の見ち 


:欠の警告なが点なしたままのときは、ただちにを全な場所に停車し、卜 
ヨタ販売店へ連絡してください。 


(©) 


• ブレーキ警告口 

エンジンスイッチび " ON " で次のときに点灯します。 
♦パーキングブレーキをかけたままのとさ。 

♦ブレーキ液び不足しているとさ。 


么 



警告'灯が次のようになったときは、ただちに 
安全な場所に停車してトヨタ販売店へご連絡 
<ださい。 


♦エンジン回転中にパーキングブレーキを解除してわ点灯したままのとさ。 
この場含、ブレーキの効をび悪くなり、制動距離び長くなるなど、思わ城 
事故につなびるおそれびありち険です。効きび悪いときは、プレーキぺダ 
ルを強く踏んでください。 

♦警告'なび A 目 S &ブレーキアシスト警告口と同時に点灯したままのとき。 
この場含、 A 巨 S に異常び発生しているだけでなく、強めのブレーキの隙 
に車両び不安定になるおそれびあります。 



警告灯びなのよラになったとさは、システムの異常び考え 


5れますので、トヨタ販売店で点おを受けてください。 


♦エンジンスイッチび"日 N " で、パーキングブレーキ 

急 超置 

をかけても点灯しないとさ。 

♦パーキングブレーキび解除された状態で、エンジンス 

イッチを"日 N " にしても点なしないとき。 


なお、走行中に点巧してち、その後消灯すれば異常ではあ 


0ません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨ 


夕販売店で点検を受けてください。 
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(_ 警告なについて _ ) 

エンジンスイッチを " ON " にすると点打し、エンジンをかけるとお打し 
ます。 



エンジン回転中に点口したときは、 VIJ ブドベルトの切れ 

義を爲 

などび考えられます。ただちに安全な場所に停車し、トヨ 


夕販売店へご連絡ください。 


次の警告なが点なしたままのときは、ただちにを全な場所に停車し、卜 
ヨタ販売店へ連絡してください。 



充電警告打 


エンジン回転中、充電系統に異常びあると点灯します。 


識 

知 

ホ 
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メータ ー• 表示な-警告打の見ち 


:欠の警告なが点なしたままのときは、ただちにを全な場所に停車し、卜 
ヨタ販売店へ連絡してください。 


ii 油圧警告口 

气こジろエンジン回転中、エンジン内部を潤滑しているオイルの圧力に 

_異常びあると点灯します。 

この警告灯はオイル量を示すちのではありません。オイル量の 
点検はオイルレベルゲージにより行ってください。 


(点検ち法は、 

P .3] 已をお読みください） 

瓜 超意 

エンジン回転中に点灯したときは、ただちに安全な場所に 
停車し、エンジンを停止して、エンジンオイル量を点検し 
てください。点灯したまま走行し続けるとエンジンを損傷 
するおそれびあります。エンジンオイルび減っていないの 
に点灯しているとさや、エンジンオイルを補給してち点灯 
するときは、トヨタ販売店へご連絡ください。 

ATI ミ化 

f - ^5^ム大リ勘 - N 


警告なについて 


エンジンスイッチを " ON " にすると点打し、エンジンをかけるとお打し 
ます。 
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巧の警告なが点！打したときは、すみやかに対処してください。 



高水温警告打(赤色) 


エンジン回転中、エンジン冷却水の水温び異常に高くなつたと 
さ点滅します。 



警告打び点滅したとさは、オーバーヒートのおそれびあり 
まず。ただちに安全な場所に停車し、 「才ーバーヒートし 
たとさは」 （ P .3 己 4) にしたびって処置してください。 


知識 


警告なについて 


エンジンスイッチを " ON " にすると点巧し、数秒後に消灯します。 
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メーター • 表示好.警告灯の見方 


次の警告'打が点口したときは、ずみやかに対処してください。 



•燃 斜残量警告口 


エンジンスイッチび " ON " のとき、残量び約8 L じ(下にな 
ると点滅します。点滅したとさは、すみやかに燃料を補給して 
ください。 

♦あ道やカーブなどでは、タンク内の燃料び移動するため、警 
告灯び早めに点滅することびあります。 



半ドア警告打 


いずれかのドア（バックドアを含む）び確実に閉まっていない 
ときに点灯します。 



運転装置の 
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巧の警告なが点！打したときは、すみやかに対処してください。 


> 運拉席シートベルト非着用警告打 

エンジンスイッチび " ON " のとき、運転席シートベルトを 
着用していないと点滅します。ただちにシートベルトを着用し 
てください。 



■運転席シートベルト巧着用警告ブザー 

警告灯び点滅している状態で、車速び約 20 km / hiU 上になると、 
断続音び約] 20秒間鳴ります。（ブヴーび鳴りはじめてか日、 
約30秒後にブヴーの音びかわります。） 

♦シートベルトを装着すると消音します。 


運転装置の 
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メーター. 表示な.警告灯の見方 


運転装置の 
取り扱い 
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スイッチの使い方 


ライトスイッチ/方向指示レバーの使い方 


ii ランプの点打-消打 



ツマミを点灯①•点灯③にまわすと、点打します。 

参点打させるとメーター内の車幅灯表示灯 （ P . 193参照）び点灯します。 


▲ ^胃 完全に充電されたバッテ U —でも、エンジンを停止した状態で長時間ラン 
プ類を点なずると、バッテ IJ — あび D の原因とな D ます。 


' 知識 

C 作動を件にっいて ) 

エンジンスイッチの位置に関係なく巧用できます。 

( 便利機能にっいて つ 

ランプ消し忘れ警告ブザー 

ツマ5び点口①-点打⑥のままエンジンスイッチ占、5キーを巧いて運転席ドアを開くと、 
ランプ類のミ肖し忘れを警告するブヴーび"ピー"と鳴ります。 


運転装置の 
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スイッチの使い方 


〇 前方を違くまで照らしたいときは 

上向さ 


む 



•へッ ドランプび点灯しているとき、レバーを前方に巧します。 

参ヘッドランプび消灯していても、レバーを手前に引している間、ヘッドラ 
ンプび上向さになります。 

参へッドランプび上向きのときは、メーター内のへッドランプ上向き表示灯 
( P . 192参照）び点灯します。 


運転装置の 
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« 方向指示灯の点打-消打 



♦レバーを 上、 または下へ操作すると、左、またはち側の方向指示灯び点滅 
し、メーター内にある方向指示表示灯ち点滅します。 

レバーは八ンドルをもどすと自動的にもどります。もど日ないときは、手 
でちどしてください。 

♦車線変更のとさには、レバーを軽く 上、 または下へ押さえている間、それ 
ぞれの方向指示灯および方向指示表示灯び点滅し、手を離すと消灯します。 


' 知識 

〔 作動条件について 、 

エンジンスイッチび"日 N " のとき使用でさまず。 


C 点滅び異常に速くなったときは ) 

方向指示巧の電球切れび考え5れます。方向指示巧び点滅するか確認してください。 


運転装置の 
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ぺッドランプの光軸上下調整 


スイッチの使い方 



ダイヤルをまわすと、へッドランプの光軸（光の照らすち向）を下向さに調 

敕で'ホ丰す 

♦通常は日（ゼロ）の位置（光軸が一番上向さの位置）で使用します。 

' -ミロ 日出^-^ 

光軸上下調整について 

♦荷物や人をのせることにより車両前面び上を向いて、へッドランプの照5す範囲びいつわ 
と違う（いつもより上向きになっている）ときに、ダイヤルをまわしてヘッドランプの光 
軸を下向をにします。荷物や人をおろしたあとには、必ずダイヤルを日（ゼ □) の位置に 
ちどしておいて < ださい。 

♦乗員やラゲージルームの積載状況に応じて下記の表を目安にダイヤル位置を調整してくだ 
さし、 


ダイヤル位置の目を 



ダイヤル位置 

乗員やラ ゲージルームの 積載状況 

バン 

ワゴン 


2 WD 

4 WD 

2 WD 

4 WD 

運転席のみ乗車時 

0 

0 

0 

0 

運転席と助手席に乗車時 

0 

0 

1 

1 

巳名乗車時 

— 

— 

2 

2 

已名柔車時でかつラゲージルーム満載時 

3 

3 

3 

2 

運転席のみ乗車時でかつラゲージルーム満載時 

已 

4 

已 

4 

( U ヤシー ト 前倒し時） 


♦車検などで光軸調整をするとをは、ダイヤルを日（ゼ □) の位置（一番上向きの位置）に 
してから行ってください。 


C 作動条件について ） 

ヘッドランプ（□ービーム）が点灯しているとをに使用でをます。 


運転装置の 
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リヤフォグランプスイツチの使い方* 


寒冷地仕様車 I 



♦スイッチを押すと表示灯が精色に点灯し、もう一度押すと消灯します。 
♦点灯中は表示灯が点灯します。 


' -知識- 

[ リヤフォグランプについて ) 

雨や霞などで視界び悪いとさに禮続車に、自分の車のを在を知5せるために使巧します。 
♦視界び悪いとき U (夕りこ使用すると、禮続車の迷惑になる場含びあります。必要なとき政が 
は使用しないでください。 


作動条件について 

♦へッドランプび点口しているときに使用でをます。 

♦ U ヤフォグランプび点灯しているときに、ヘッドランプを消灯させても、車幅灯び点灯し 
ていれば、 U ヤフォグランプは消巧しません。 

♦ U ヤフォグランプび点灯しているときに、ライトスイッチを日 F F にして車幅灯を消灯さ 
せると、リヤフォグランプち消灯します。 

♦ U ヤフォグランプび消灯したあとに、再度点灯させるためには、リヤフォグランプスイッ 
チの操作び必要です。 


運転装置の 
取り扱い 
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女 印はグレード等により装着の有無が異なります。 














スイッチの使い方 


ワイパー&ウォツシャースイツチの使い方 


フ□ントワイパーの動かし方 



お速作動 
高速作動 


か 


( L 0) 


レバーを操作すると、上図のよラに作動します。 

♦間欠作動 （I NT ) のとさツマ S をまわすと、間欠時間を約3〜] 0秒の 
間で調整でさます。 

♦一時作動 （Ml ST ) は、レバーを OFF か日巧し上げている間、ワイパー 
び低速作動します。手を離すと0 F F にもどります。 


運転装置の 
取り扱い 
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雜リヤ ワイパーの動かし方 



ツマミをまわすと、上図のよラに作動します。 


^ 漁巧 ワイパーゴムがガラスに張りついていないことを確認して 
A L ください。 

♦ウインドウガラスび凍結しているときや長時間ワイパーを使用しなかったときは、ワイパー 
ゴムびガラスに張りついていないことを確認してください。ガラスに張りついたまま作動さ 
せると、ワイパーゴムを損傷するおそれびあ0ます。 

♦積雪などにより、ワイパーび途中で止まったと哥ま、車をま全な場所に止めて、ワイパー 
スイッチを0 F F • エンジンスイッチを" ACC " または" LOCK " にし、ワイパ 
一び作動でさるよラに、積雪などの障害物を取0除いてください。 


' 知識 

〔 作動条件について ) 

エンジンスイッチび"日 N " のとき使用でをます。 


C 保護機能について J 

ワイパーモーターには、保護機能としてブレーカーを内蔵しています。モーターの負担び大 
をい状況び続いたときなどには、ブレーカーび作動し、一時的にモーターび止まることびあ 
ります。約]日分ほどすると、ブレーカーげ復帰して、通常どおり使巧できるよラになりま 
す。 


運転装置の 
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スイッチの使いち 


〇 ウオッシヤー液の噴射のしかた 

麵フ□ント 



レバーを手前に引しにいる間、ウォッシャー液び噴射されます。 
♦ウオッシャー液噴射後、ワイパーび数回作動します。 


■ U ヤ 



♦ほ速作動中にウォッシャー液を噴射させるときは、ツマミを0 N から上 
の ffi 側にまわします。 

♦ツマミを0 F F か日下の ffi 側にまわすと、ウォッシャー液び噴射されま 
す。 


運転装置の 
取り扱い 
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A ^ 胃 寒を時はウォッシャー液を使用しないでください。視界す 
^ ^なぶ 1 良を起こずおそれがありまず。 

♦寒冷時は、ウインドゥガラスび暖まるまでウォッシャー液を使用しないでください。ウォ 
ッシャー液びウインドゥガラスに凍りつき視界不良を起こすおそれびあります。 

♦必ずウォッシャー液を噴射してからワイパーを作動させてください。ガラスび乾いている 
とさにワイパーを作動させると、ガラスを傷つけるおそれびあります。 

♦ウォッシャー液び出ないとを、ウォッシャースイッチを操作し続けると、ポンプび故障す 
るおそれびあ0ます。ウォッシャー液量やノズルのつまりを点検してください。また、ノ 
ズルびつまって噴射状態び悪い場合は、トヨタ販売店にご相談ください。 


f 知識 

C 作動条件について J 

エンジンスイッチび"日 N " のとき使用できます。 

[ ガラスについた油膜について ） 

油膜びあると、雨の夜は対向車のランプなどび乱反射します。ガラスク U —ナーを使ってガ 
ラスの表面をきれいにしてください。 

[ ウォッシャー液の補給について 1 

ウォッシャー液の補給については、 P.3] 目をお読みください。 


運転装置の 
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スイッチの使いち 


座 超扇 

連続して長時間使用すると、バツテリーあび0の原因とな0ます。 


ケ n 吗 


' ホ U P 巧 


C 

リヤウインドゥデフ ォッ ガーについて 

) 

U ヤウインドゥガラスを熱線で暖めて曇りを取ります。 


C 

作動を件について 

) 

エンジンスイッチび"日 N " のとき使用でをます。 


\ 


) 



スイッチを巧すと作動し、作動中にちラー度巧すと停止します。 
♦作動中は作動表示灯び点灯します。 


リヤウインドウデフ ォッ ガー（曇り取り) 
スイッチの巧い方 
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非常点滅なスイッチの使い方 



スイツチを巧すとすべての方向指示打び点滅し、点滅中にちラー度巧すと消 
灯します。 

参点滅中はメーター内にある方向指示表示灯ち点滅します。 


盛; 


バッテ U- びあびるのを防ぐため、エンジンび停止しているときに長時間 
使用しないでください。 


知識 


非常点滅巧について 


故障などでやむを得ず路上駐車する場合、他車に知5せるため使巧します。 


作動条件について 


エンジンスイッチの位置に関係なく使用できます。 


運転装置の 
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ホーンの使い方 


スイッチの使い方 



八ンドルの kr マーク周辺部を巧すとホーン（警音器）が鳴ります。 

' 知識 

C 作動条件に ついて ) 

エンジンスイッチの位置に関係なく使巧できます。 


運転装置の 
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MEMO 


運転装置の 
取り扱い 
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室内装備の取り扱い 


エアコン • ヒーターの取り扱い . 220 

エアコン. ヒー ターの使い方吕吕〇 
のき出し□の調壁吕26 

ラジオの取り扱い . 228 

電源、音量-音質の調整吕29 
ラジオの使い方吕31 
アンテナ吕33 
使用上の留意点吕34 

ま内装備品のほい方 . 235 


サンバイザー吕3己 
室内な（フ□ント•リヤ）吕3已 
時計吕36 
の皿吕37 

シガレットライター吕37 
インパネ テーブル 238 
センターボックス238 
1 D IN ポケット239 
デッキサイドポケット吕39 
フ□アコンソール吕40 
収納スぺース吕41 

アクセサリーコンセント （ AC 100 V ) 243 

フ□アマット246 



室内装備の 
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エアコン • ヒーターの取り巧い 


エアコン • ヒーターの使い方 


• お好みのげ態にずるには 



室内装備の 
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エアコン. ヒーターの 取り扱い 


①風量をかえる 



ダイヤルを0 F F からちへまわす 
と空調の電源び入ります。 

4段階で風量び調整できます。 

風量を 

♦強くするとさはち側 
♦弱くするとさは左側 
にダイヤルをまわします。 

OF F にすると電源び切れフアン 
び止まり、空調は停止します。 


②吹き出し口をかえる 

使用目的に合った吹さ出し口を 
選択でさます。 



ダイヤルをまわして、吹さ出し □ 
の位置をかえることびでさます。 


室内装備の 
取り扱い 
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< 吹き出し□遺択の目ま > 


上半身に送風する 
とさは 


上半身と足元に 
送風ずるときは 


足元に送風する 
とさは 


足元への送風と 
窓ガラスの量り 
を取るときは 










室内装備の 
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《寒;令地仕様車のみ送風されます。 
〇最大;令房時のみ送風されます。 



















エアコン. ヒーターの 取り扱い 


③温度を調壁する 

室内の温度調整びでさます。 



温度を 

♦上げるとさはち側 
♦下げるとさは左側 
にダイヤルをまわします。 


④エアコンを ON にする 

冷房、除湿機能を ON にするこ 
とびでさます。 


^ A/Co 


r エアコン装着車 I 

スイッチを巧すごとに、エアコン 
(冷房、除湿機能）び ON と OFF 
に切り替わります。 

♦作動中はスイッチの作動表示灯 
び点灯します。 

♦外気温び□で近くまで下びるとエ 
アコンは ON になりません。 


室内装備の 
取り扱い 
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内外気切り替えレバーを 
参左側にすると内気循環 
参ち側にすると外気導入 
になります。 


レバー 位置 

モード 

逸 

外気導入 

外気を導入している状 
態です。通常はこの位 
置でお使いください。 

冷 

内気循環 

外気をしゃ断している 
状態でず。トンネルや 
お滞などが気び汚れて 
れているとさや早く;令 
暖房したいとを、外気 
温度び局いとをの;令お 
効果を早めたいとさに 
お使いください。 



ガラスの曇りを取るときは、ダイ 
ヤルを項引こし、内外気切り替えレ 
バーを?(外気導入側）にします。 

<吹き出し □> 



⑥夕気導入*内気循環の 
切り替えをする 


⑥ ガラスの量りを取る 

吹き出し口を窓ガラスに固定し 
よ 〇 


室内装備の 
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エアコン. ヒーターの 取り扱い 



湿度び非常に高いときにエアコンを作動させている場含は、吹き出し□切 
り誓えダイヤルを夕取の位置にしないで < ださし、。 

が気とウインドウガラスの温度差でウインドウガラスが側表面び曇り、視 
巧をさまたげ、思わ说事故につなびるおそれびあ0危険でず。 


バッテリーあびりを防ぐため、エンジン停止中に作動させないでください。 


知識 


C 内が気切り替えについて j 

♦トンネル巧や渋滞などで汚れた外気を車内に入れたくないとをや早く;令暖房したいとさ、 
外気温度び高いとさの;令房効果を早めたいとさは、内外気切り誓えレバーをゴた（内気 
循環側）にすると効果的です。 

♦長時間、内気循環にするとガラスび曇りやすくなります。 

車内の温度が高いときは 

駐車のあと車内温度が高いときは、窓を開けて熱気を逃びしてか5エアコンを作動させてく 
ださい。 


より早くガラスの曇りを取るには 


愈 ガラスの曇りを取る の操作と併せて、次の操作を行います。 

♦エアコン装着車は、エアコンを作動させる。（エアコンスイッチを押す。） 
♦風量を増す。（フアン調整ダイヤルを操作する。） 

♦設定温度を上げる。（温度調整ダイヤルを操作する。） 


C 巧が気2層制御について ) 

I 寒を地仕様車 I 

最大暖房および吹き出し口び*パ’または P のとを、内が気切り誓えレバーを^ (外気導 
入側）にすると、室内上層び外気導入、室内下層び内気循環になり、内気循環時と同じく 5 
いの暖房性能を維持しなびら、ガラスの曇りを防止します。 


エアコンの臭いについて 


>エアコン使巧中に、車室内外のさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込まれて混ざり合 
うことにより、吹き出し□か5の風に臭いびすることびあります。 

>エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしておくことをおす 
すめします。 


室内装備の 
取り扱い 
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巧を出し□の調壁 



® 風向きのかえ方*吹き出し□①開閉のしかた 

L 中巧吹き出し □ I ち吹き出し □ I 下図はち側 




♦吹き出し口のノブを動かすと、風向きの調整ができます。 

♦左ち吹き出し□は、ダイヤルをまわして吹き出し口を開閉することができ 
よ9 〇 

' 知識 ' 

( 吹を出し□について 、 

冷房時まれに吹き出し□か5露び吹き出したよラに見えることびありますび、これは湿った 
空気び急に冷やされたとをに発生するをのであり、異常ではありません。 


室内装備の 
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エアコン.ヒーターの 取り扱い 


室内装備の 
取り扱い 
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ラジオの取り扱い 


メーカーオプションの DVD ナビゲーションシステム装着車にお棄りの方 
は、別冊の 「 DVD ナビゲーシヨンシステム取扱書」をお読みください。 



AM/FM ラジオ ★ 


室内装備の 
取り扱い 
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ラジオの取り扱い 


電源、音量-音質の調整 



(ちち音量バランス調整ツマ =) 


I 基本操作 



パワースイッチを巧すごとに、電 
源び入と切に切り替わります。 


知識 



音量調整ツマ S をちへまわすと音 
量び大さくなり、左へまわすとル 
さくなります。 


作動を件について 


エンジンスイッチび "ACC " または " ON " のとき使用できます。 


室内装備の 
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•応用 操作 

③音質調壁をする 



ツマ S をちへまわすと高音び強調され、左へまわすとお音び強調されます。 


④左ちの音量ノ くランス調壁をする 



ツマミを引いたままちへまわすと、ち側音量び大さくなり、左へまわすと、 
左側音量び大さくなります。 


室内装備の 
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ラジオの取り扱い 


ラジオの使い方 


① AM . FM を切り替える 



•基本 操作 


②周波数を選ぶ 


CD CD CD CD CD 


已つあるプ I 」セットスイッチの]つ 
を巧します。記憶されている放送 
局び選択されます。 

放送局の記憶のさせ方については、 
P .2] 6をお読みください。 


© AM - FM を 
切り替える 


AM-FM 

□ 


スイッチを巧すごとに、 AM 放 
送- FM 放送に切り替わります。 
♦表示部にモードび表示されます。 


室内装備の 
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•応用 操作 

③周波数をかえる 


TUNE-SEEK 


周波数は TUNE • SEEK スイッチを巧すと、切り替えることびできます。 
♦高い方へ選択するとさはスイッチの A 側、低い ちへ 選択すると去はスイッ 
チの▽側を巧します。 

♦スイッチを"ピッ"と音びするまで巧し続けると、自動で受信可能な周波 
数び選択されます。 

•受信感度び良く、現在表示部に表示されている周波数に一番近い周波数 
び自動で選択されます。 

■途中で止めるときは、ちラー度スイッチを巧します。 

• 地域や車の向さなどの条件により、すべての周波数の受信感度び悪い場 
合、自動で還択でさないことびあります。 


④変更した周波数を記憶させる 



記憶させるプ U セットスイッチの]つを"ピッ"と音びするまで巧し続け 
ると、聞いていた周波数を記憶させることびでさます。 

• AM - FM 各已局まで周波数を記憶させることびできます。 

1つのスイッチに AM . F M 各]局ずつ周波数を記憶させることび 
でさます。 

♦バッテ U -交換やヒューズ交換などでラジオとバッテ U -との接続び断た 
れたとさには、記憶されていた周波数はすべて消去されます。 


室内装備の 
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ラジオの取り扱い 


アンテナ 



ラジオを使用するときは、いっぱいに引き出します。 


アンテナの取り扱いにはごま意くださし、。 


なのよラなとさには、アンテナを損傷するおそれびあるため、アンテナを格納してください。 
♦自動洗車機にかけるとき。 

♦車庫の天井などにアンテナび当たるとさ。 

♦力ーカバーをかけるとさ。 


室内装備の 
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巧用上の留，局点 


安全運転をさまたげないよラに適度な音量でお聞きください。 

ラジオを聞いているとさに車内、または車の近くでデジタル式携帯電話を使 
用した場合、ラジオのスピーカーか日ノイズ（雑音）び聞こえることびあり 
ますび、故障ではありません。 


A グ 走行中のラジオ操作は、安全運転に支障びないよラに十分を意して行って 
ください。 


« ラジオについて 

ラジオの受信は、アンテナの位置び刻々とかわるため、電波の強さびかわつ 
たり、障書物や電車、信号機などの影響により、最良な受信状態を維持する 
ことび困難な場合ちあります。 


室内装備の 
取り扱い 


234 








室内装備品の使い方 


サンバイザー 


曰差しびまぶしいとさに使用しま 
す。 

側面にまねして使用することちで 
さます。 



' 知識 

C 便利機能について ~ 

力ー ド ホルダー （運転席） 

カードなどを収納することびでさまず。 
ヴンノ（イヴーの裏側にありまず。 



チケット ホルダー （運転席） 

チケットなどを収納ずることびでさま 
す。 



(フロント•リヤ) 



♦レバーび0 N のとさは常に点灯 
します。 

♦レバーび0 F F のとさは常に消' 
灯します。 

参レバーび DO 0 R のとさ、いず 
れかのドアを開けると点灯し、 
閉めると消灯します。 


_ 

バッテリーあびりを防ぐために、エンジ 
ン停止中に長時間点灯させないでくださ 
い。 


' 知識 

C を動案件たつ-いて ) 

エンジンスイッチの位置に関係なく使用 
でさます。 


室内装備の 
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時計 



"時""分"を 
< 調整ずると きは^^ 

I 調整ボタンを巧し続けます。 

約2秒間巧し続けると"分" 
調整モード（"分"表示び点滅） 
になります。 

ご:^" 分"を調壁します。 

調整ボタンを巧すごとに"分" 
び進み、巧し続けると早送り 
されます。 


3 


調壁ボタンか日手を離し、約 
己秒間待ちます。 

"時"調整モード（"時"表示 
び点滅）に切り替わります。 


4 "時"を調壁します。 

調整ボタンを巧すごとに"時" 
び進み、巧し続けると早送り 
されます。 

〇 調壁ボタンか日手を離し、約 
己秒間待ちまず。 

時計び作動を開始します。 


P さ幸民(し 

胃 合わせるときは ^ 

時報と同時に調整ボタンを巧すと、 
時報に合わせることびでさます。 
♦〇〜29分は切り下げ日れます。 
♦30 〜已9分は切り上げ日れます。 
(例）]:〇〇〜]:29の場合は1: 
00に、]:30〜]:已9の場合 
は2:00になります。 


- A 知識 


作動を件について 


エンジンスイッチに関係なく時刻び表示 
されます。 

•調整ボタンはエンジンスイッチび" 
ON " のとさ使用でさます。 


時計の表示について 


秒表示はあ D ませんび 「時報に合わせる 
ときは J の操作後、0秒から作動を開始 
します。 


室内装備の 
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室内装備品の使い方 


巧皿 




使用するときは、手前に引いて開 
けます。 

参取りはずすとさは、プ□テクター 
を下へ巧したまま取りはずしま 
す。 


出火を防ぐにめ、巧のことをお守0くだ 
さし、 

参マッチ、タバコなどの火は完全にミ肖し 
てか6の皿の中に入れ、確実に閉めて 
<ださい。 

参巧皿の中に紙くずなどの燃えやすいち 
のを入れないでください。 


シガレツトライター 



使用するときは、シガレットライ 
ターを押し込んで手を離します。 
ちとの位置にちどったら使用でさ 
ます。 


>シガレットライターの金属部分に触れな 
いで<ださい。やけどをするおそれびあ 
ります。 

>シガレットライターの故障や周辺部の焼 
損を防ぐため、次のことをお守0くださ 
い。 

•シガレットライターを押さえたままに 
しないで < ださい。 

•他車のシガレットライターを差し込ま 
ないで < ださい。 

• ソケットからトヨタ純正品じ(がの電気 
製品の電源を取り出さないでくださ 
し、トヨタ純正品じ(がの電源を取り出 
した場合、シガレットライターを使用 
すると、赤熱したシガレットライター 
び飛び出した0、押し込まれたまま出 
てこないおそれびあります。 


知識 


作動を件について 


エンジンスイッチび "ACC " または 
ON ■■ のとを使用でさます。 


室内装備の 
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インパネ テーブル 



使用するときは、手前に引き出し 
よ9 〇 


走行中は絶対に使用しないで < ださい。 
シフトレバー操作のさまたげになった 
り、テーブル上のをのび落下するなどし 
て、思わ说事故につなびるおそれびあり 
危険です。 


インパネテーブルの使用最大重量は 
1日 k 旨です。それ政上重いものはのせな 
いでください。テーブルび破損するおそ 
れびあります。 


知識 


_インパネテーブルについて^ 

弁当の置さ場所としてや、車内での伝票 
書さ、ル型パソコンを使巧するとさなど 
に利巧でさます。 


センターボツ 






フタを手前に引いて開けます。 
♦使用しないとさは、閉めておい 
てください。 



室内装備の 
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室內装備品の使い方 


I N ポケツ 




ツマミを手前に引いて開けます。 

参使用しないとさは、閉めておい 
てください。 


ツキサイドポケツ 



ラ ゲージルーム 左側にあります。 
♦取りはずすとさは、レバーを巧 
し込みながらはずします。 
♦取りつけるとさは、そのままは 
め込みます。 


>デッキサイドポケット裏側のスペース 
には、換気巧の弁が取0つけられてい 
ます。次の理由か5荷物などを収納し 
ないで < ださし、。 

•荷物び弁をふさぎ、換気性能び悪化 
し、ドアの閉ま0び悪くなるおそれ 
びあ0ます。 

• 荷物で弁び押し開かれたままの状態 
になり、車内に排気ガスや水び進入 
するおそれびあります。 

>デッキサイドポケットを取りはずして 
使巧したあとは、必ず取りつけておし、 
て < ださい。 


室内装備の 
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フロアコンソール 


カップホルダー 




使用するとさは、ホルダー部を前 
方に開さます。 

♦使用しないとさはホルダー部を 
閉めて、ル物入れとしてち利巧 
でさます。 



♦カップホルダーには、カップや飲料ち政 
がのちのを入れないで<ださい。急ブレ 
ーキをかけたとさや衝突時に収納してい 
たちのが飛び出し、けびをずるおそれび 
あります。和けどを防ぐために温かい飲 
み物にはフタをして < ださい。 

•急ブレーキをかけたとさや衝突時に、力 
ップホルダーに体があたるなどして、思 
わ城けびをずるおそれびあり危険です。 
カップホルダーを使用しないとをは収納 
しておいて < ださい。 


〇 買い物フック 




とくに重たい物や、大きな物をフックに 
吊0下げないでください。フックび巧れ 
た0、走行中にはずれたりするおそれび 
お0ます。 

最大荷重 . 約1 kg 


iiA 4 バインダー立て ■ 



A 4 サイズのバインダーや書類など 
を収納できます。 


室内装備の 
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収納スペース 


室内装備品の使い方 


①から®のスペースに、ル物などを収納できます。 



室内装備の 
取り扱い 


★印は グレード等により装着の有巧び異なりまず。 
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■助手席ワイドフリーラックについて 



助手席ワイドフ U —ラックには、取りはずし可能なフック付さ仕切板びつい 
ています。 

上図のように使用してください。 


Aug 力ー ドホルダーに 力ー ドを入れたままにしないでください。 

♦カードホルダーにカードを入れたままにしておくと、カードび変型したり、盗難にあラお 
それびありますので、カードを車内に放置しないでください。 

♦助手席ワイドフリーラックのフックには、とくに重たい物や、大きな物を吊り下げないで 
ください。フックび折れた0、走行中にはずれたりするおそれびあります。 

最大荷重 . 約 Ik 旨 


室内装備の 
取り扱い 


242 












室内装備品の使い方 


アク七ヴ U —コンセント （ AC 100 V ) * 


センターボックスの中にあります。 

馨 アクセサリーコンセント①使い方 

# メインスイッチを巧しまず。 



♦作動表示灯び点灯し、アクセサ I 」ーコンセントび使用可能な状態に 
なります。 

参スイッチを巧すごとに電源び ON と OF F に切り替わります。 

♦アクセヴ U — コンセントを使用しないとさは、メインスイッチを0 
F F にして、作動表示灯び消打していることを確認してください。 


アクセヴ U —コンセントのフタを開けます。 



〇 電気製品のプラグを差し込みます。 


室内装備の 
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A 鮮留 アクセサリーコンセントを使用しないときはフタを閉めて 

墓 超意 I おいて< ださい。 

♦アクセサリーコンセントを使巧しないときは、コンセントから電気製品のプラグをはずし、 
フタを閉めておいてください。異物びコンセントに入った0、飲料水などびかかったりす 
ると、故障したり、ショートするおそれびあります。 

♦エンジンを停止した状態で長時間使用するとバッテリーびあびることびあります。また、 
エンジンびかかっていてち、アイド I 」ング状態で長時間使用すると、バッテ U —びあびる 
ことびあります。 

♦使用する電気製品のプラグ形状よっては、充分にコンセントに差し込めない場合びありま 
す。無理に差し込むとセンターボックスを損傷したり、プラグび脱落するおそれびありま 
す。充分に差し込めない場合は、延長コードを使巧してください。 
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室内装備品の使い方 


' 知識 

[ アクセサリーコンセントについて] 

♦AC 1日0 V で最大消費電力10日 WUI 下の電気製品を使用してください。 

•規定容量をこえる電気製品を使用すると、車両ヒューズび切れることびあります。 
♦消費電力び10日 Wl ^ TF であってもなのよラな機器は正常に作動しない場合びあります。 
•起動時の消費電力び大さい機器（ブラウン管式テレビ、コンプレッサー式冷蔵庫、電気 
ポンプ、電気工具など)。 

•電源の周波数の切り誓え（已日/日日 Hz ) のある機器（時計、オーディオなど)。 

•精密なデータを計測する機器（医療機器、計測器など)。 

•その他（マイコン制御式電気毛布、タッチセンサー付ランプなど)。 

•使用する電気製品によってはラジオやテレビに雑音びはいることびあります。 
♦アクセサリーコンセントの電圧は、市販のテスターでは正確な電圧は測定でをません。電 
圧の確認び必要な場合は、トヨタ販売店で点検を受けてください。 


室内装備の 
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フ□ア 7 


お車（年式）専用のちのを、 
して使用して<ださい。 



フ□アカーぺットの上にしっかりと固定 


固定フック（クリップ）にフ□アマ 
ット取りつけ巧をはめ込みまず。 


固定フック（クリップ）上部のレバ 
-をまわして、フ□アマットを固定 
しまず。 

《 A マークを 必ず合わせて く ださい。 
固定フック（クリップ）の形状はイ 
ラストと異なる場合びあります。 



運転席にフ□アマットを敷くときは、む下のことを必ずお守 
り<ださい。お守りいただかないと、フ□アマットがずれて 
運転中に各ペダルと干渉し、思わめスピードび出たり車を停 
止しにくくなるなど、重大な事故につながるおそれがありを 
険でず。 


♦運転席にフ□アマットを敷くとさは、 LU 下のことをお守りください。 

• トヨタ純正品であってち、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しないでくだ 
さい。 

•運転席専用のフ□アマットを使用してください。 

•固定フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定してください。 

♦他のフ n アマット類と重ねて使用しないでください。 

•フ□アマットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しないでください。 

♦運転する前に、政下のことを確認してください。 

•フ n アマットびすべての固定フック（ク U ッ I 
プ）で正しい位置にしっかりと固定されてい 
ることを定期的に確認し、とくに洗車懐は必 
ず確認を行ってください。 

♦エンジン停止およびシフトレバーが© (オー 

トマチック車）またはの（マニュアル車）の 
状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フ□ア 
マットと干渉しないことを確認してください。 
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安全-快適装備の 
解説とミ主意 


SRS エアバッグ . 248 

SRS エアバッグとは？ 吕48 
SRS エアバッグの作動のしくみ吕49 
SRS エアバッグび作動するとき吕己〇 

シートベルト関係 . 25日 

シートベルトの働き吕己8 

£60付八6 3&ブレーキアシスト . 2百0 

ABS & ブ レーキア シストとは？吕60 

ABS & ブレーキアシストが作動しているとき吕61 

EBD の働き262 

V フレックスフルタイム 4 WD . 2巨4 

V フレックスフルタイム 4 WD とは？吕64 

Super ECT . 266 

Super ECT とは？吕66 

クラッチスタートシステム . 268 

クラッチスタートシステムとは？吕 6 S 
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SRS X エアバッグ 


SRS エアバッグとは 


《 Supplemental Restraint System の略で「乗員保護捕助装置」の意味。 

運転席 SRS エアバッグ-助手席 SRS エアバッグは、運転ち、または助手 
席乗員に重大な危喜びおよぶよラな強い衝撃を車両前方か日受けたとさにふ 
く日み、シートベルトび身体を拘束する働さと併せて、乗員の頭や胸などに 
作用する衝撃を分散.緩和させる働さをするちのです。 



SRS エアバッグは、あくまでち秉員保護の補助装置でシートベルトの補助 
をするちので、 SRS エアバッグの効果を発揮させるためには、正しい姿勢 
と正しいシートベルトの着用び絶巧条件です。 

また、正しく取り扱えば効果のある SRS エアバッグち、誤った取り扱いを 
すると効果を発揮しないばかりか、かえって秉員に傷書または死亡の危険を 
あたえるおそれびあります。 
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女 印はグレード等により装着の有無が異なります。 















SRS エアバッグ 


SRS エアバッグの作動のし < み 


車両前方左ち約3ぴ L ソ内の方向か日棄員に重大な危害びおよぶよラな強い 
衝撃を受けたとさに作動します。 

衝撃は車両前方-車両中央床部に取りつけ日れたセンサーで感知し 、 SRS 
エアバッグをふく日ませるよラコンピューターに信号を送り、 SRS エアパ' 
ツグび作動します。 



車両前方にグ U ルガードなどを装着すると、センサーび正常に衝撃を感知で 
さなくなり 、 S R S エアバッグの正常な作動を損なラおそれびあります。 


安全•快適装備 
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SRS エアバッグび作動するとを 


シートベルトを正しく着用している乗員び、重大な傷書を受けるおそれびあ 
るよラな強い衝撃びあった場合に作動し、重大な傷書を受けるおそれのかな 
い衝撃では作動しにくくなっています。 


I 作動ずる場合 



車両前方左ち約30° LU 内の方向か日棄員 
に重大な傷害びおよぶよラな強い衝撃を受 
けたとさに作動します。 


作動しにくい場合 

巧のようなボディび受ける衝撃び弱い場合には、作動しない場合びあります。 



>衝突時に変形-移動しないコンク I 」ートの 
よラな固い壁に正面衝突したとさであって 
も、衝突速度び約2已 km / h し U 下のときは作 
動しなし、場合びあります。 



>衝突時に変形-移動しない電柱や立木な 
どの狭い範囲に正面衝突したとさであつ 
てち、衝突速度び約 30 km / h し U 下の場合 
は作動しない場合びあります。 
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SRS エアバッグ 


なのよラな場合にち衝突による衝撃び緩め日れるため、作動しない場合びあ 
ります。 

• トラックの荷台下などへちぐりこみ衝突 
した場合。 




♦斜め前方から衝撃を受けた場合。 


衝突したちのび変形したり移動した場合は、衝突による衝撃び緩め日れるた 
め、作動する車速は高くなります。 


♦例えば、停車中の同程度の重さの車へ正 
面から衝突した場合には、約已 Okm / h 程 
度の速度であってち、作動しない場合び 
あります。 




♦衝突の方向（角度）や片側衝突（オフセ 
ット衝突）などによっては、さらに高い 
速度であってち、作動しない場合びあり 
ます。 
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» 本来の効果を発揮しない場合 

巧のよラな場合は作動する場合ちありますび、本来の効果を発揮しません。 

♦側面や後方か5衝撃を受けた場合。 



♦車両び横転-転覆した場合。 


» 車両下部に衝突を受けた場合 

;欠のよラな車両下部に強い衝撃を受けたとさには、作動する場合びありま 


す。 



♦縁石などにぶつかった場合。 


♦深い巧や溝に落ちたり、棄りこえた場合。 


トン'ャンプして地面にぶつかったり、道路か日落下した場合。 
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SRS エアバッグ 



SRS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、む下 
の項目を必ずお守りください。 


>S R S エアバッグはシートベルトを補助ずる装置で、シートペルトにげねるものではあり 
ません。 

柔車するときには、おずなのことをお守りください。お守りいただかないと衝突したとき 
などに S R S エアバッグの効果を十分に発揮させることびできないばかりでなく 、 SRS 
エアバッグびふく 5んだとさの強い衝擊で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につな 
びるおそれびあります。 

♦シートベルトを正しく着巧して<ださい。シートベルトを着用していないと、急プレー 
キなどで前方に放0出されると同時に SRS エアバッグびふく5み、強い衝擊を受け危 
険です。シートベルトの正しい着用については、 P . 138をお読みくださし、。 

•シートを正しい位置に調整し、背わたれに背中をつけた正しい姿勢でシートに座ってく 
ださい。 SRS エアバッグに近づきすざた姿勢で乗車していると、 SRS エアバッグび 
ふく 5んだとをに強い衝擊を受け危険です。 

<運転者のかたは> 

運転操作びできる範囲でできるだけ八ンドルに近づきすざない よ ラにして座ってくださ 
い。 

<助手席乗員のかたは（助手席 SRS エアバッグ装着車）> 

助手席 S R S エアバッグか日でをるだけ離れて後方に座ってください。シートの前端に座 
つた0、インストルメントパネルにもたれかかったりしないでください。シートの調整、 
正しい運転姿勢については P . 128をお読みください。 




♦ひざの上にわのをかかえるなど、乗員と S R S エアバッグの間にちのを置いた状態で走 
行しないでください 。 S R S エアバッグびふく 5んだときにものび飛ばされ顔に当たつ 
たり 、 S R S エアバッグの正常な作動びさまたげ5れ危険です。 

>助手席 SRS エアバッグ装着車では、お子さまを乗せるときには、必ず次のことをお守り 
ください。お守りいただかないと S R S エアバッグびふく 5んだとをの強い衝擊で重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦お子さまは U ヤシートに座5せて、必ずシートベルトを着用させてください。 

• シートベルトを正しく着用でをない小さなお子さまには、テ供専用シートを U ヤシート 
に装着してご使用ください。 


安全•快適装備 
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SRS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、む下 
の項目を必ずお守りください。 


>助手席にはテ供専用シートをラしろ向きに絶対に取りつけないでくださし、助手席 SR 
S エアバッグびふくらんだとさ、テ供専用シートの背面に強い衝撃び加わり危険です。 
助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。あわせてご覧くださ 
し、。 （ P .4 已参照） 

>やむを得ず前向さにして助手席にテ供専用シートを取りつける場合には、シートの前後 
調整位置を一番ラしろにして取りつけてください。 




I お子さまを助手席 S R S エアバッグの前に立たせたり、ひざの上に抱いたりした状態で 
は走行しないでください。 




>車両の整備作業の場合には、おず次のことをお守りください。お守りいただかないと SR 
S エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふく5むなどして重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場を死亡につなびるおそれびあります。これ5の作業び必要なとさは、必ず卜 
ヨタ販売店にご相談ください。 

• S R S エアバッグおよびインストル方ントパネル 
の取0はずし■取りつけ•分解-修理などをしな 
いで < ださし、。 

• ヴスペンションを改造しないでください。車高び 
かわったり、サスペンションの硬さびかわると、 

SRS エアバッグの誤作動につなびります。 

•車両前部、または車両客室部の修理をしないで< 

ださい。不適切な修理を巧ラと、 SRS エアバッ 
グセンサーに伝わる衝撃びかわり、 SRS エアバ 
ッグが正常に作動しなくなります。 
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SRS エアバッグ 


♦力一用品などを装着するとさは、必ず次のことをお守りください。お守りいただかないと 
SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふく5むなどして重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

• S R S エアバッグの展開部をカバーやステ 
ツカーなどで覆わないでください。 


•助手席 SRS エアバッグ装着車では、インストル 
メントパネル上に芳香剤などのをのを置いたり、 
傘などを立てかけないでください。助手席 SRS 
エアバッグび正常に作動しな<なったり、ふく日 
んだとをに飛ばされて危険です。 


•無線機の電波などは 、 S R S エアバッグを作動させるコンピューターに悪影響をあたえ 
るおそれびありますので、無線機などを取りつけるときは、トヨタ販売店にご相談くだ 
さい。 

•車両前部にグ U ルガードやウインチなどを装着するとをは、トヨタ販売店にご相談くだ 
さい。車両前部の改造をすると、 SRS エアバッグセンサーに伝わる衝擊びかわり 、 S 
RS エアバッグの誤作動につなびります。 

♦ステア U ングパッド-インストルメントパネル上部など SRS エアバッグ展開部は、強く 
たたくなど過度の力を加えないで<ださい 。 S R S エアバッグび正常に作動しなくなるな 
どして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

♦ S R S エアバッグびふくらんだ直禮は 、 S R S エアバッグ構成部品に触れないでくださし、。 
構成部品び大変熱くなっているため、やけどなど重大な傷害を受けるおそれびあり危険で 
す。 





S RS エアバッグの効果を十分に発揮させるために、 1 UT 
の項目を必ずお守り <ださい。 
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S R S エアバッグが正常に作動した場合でも次のよラな場 
合がありまず。 



♦ SRS エアバッグは非常に速いスピードでふく 5むた 
め、 SRS エアバッグとの接触によりな撲やすり傷な 
どを受けることびあ0ます。 

♦ SRS エアバッグび作動すると、作動音ととちに白い 
煙のよラなガスび発生しますび、火がではありません。 

このガスを販ラと、喘息などの呼吸器系を患った経緯 
のある人は、呼暇び苦しくなることびあ0ます。 

この場合は、乗員び車がに出ても安全であることを確 
認して、車外に出てください。なお、車がに出5れな 
い場含は、窓やドアを開けて新鮮な空気を入れてください。 

また、 SRS エアバッグ作動時の残留物（カスなど）び目や皮膚に付着したときは、でき 
るだけ早く水で洗い流してください。皮膚の弱いかたは、まれに皮膚を刺激する場含びあ 
0ます。 

♦助手席 SRS エアバッグ装着車では、衝突したときなどに、助手席 SRS エアバッグびふ 
く5むことによって、車両のフ□ントウインドウガラスが破損することびあります。 
♦一度作動した SRS エアバッグは、2回目降の衝突では再作動しません。必ずトヨタ販 
売店で交換してください。同様に連続して衝突した場含、 ] 回目の衝突で SRS エアバッ 
グび作動すれば、2回目の衝突では S R S エアバッグは作動しません。 

♦車や SRS エアバッグを廃棄するときは、必ずトヨタ販売店にご相談ください。 SRS エ 
アバッグび思いびけなく作動し、けびをするおそれびあります。 

♦ SRS エアバッグび収納されているパッド部に 
傷びついていた0、ひび割れびあるとさは、そ 
のまま使用せずトヨタ販売店で交換して<ださ 
し、。衝突したとさなどに SRS エアバッグび正 
常に作動せず、けびをするおそれびあります。 



♦エンジン停止時および S R S エアバッグ作動時はフューエルポンプ制御び作動し、燃料供 
給を停止します。 

燃料供給の停止を解除するとをは、燃料ちれびないことを十分確認してか5、エンジン 
スイッチを一度 " LOCK " にもどします。 
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MEMO 


SRS エアバッグ 
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シートベルト関係 


シートベルトの働を 


プ U テンシヨナー& 

フオースリミッター付シートベルト 


フ□ントシートベルト 


♦プ U テンシヨナー機構は、前席の乗員に重大なち書びおよぶよラな強い衝 
撃を車両前方か日受けたとさに、シートベルトを瞬時に卷さ取り、適切な 
乗員拘束効果の確保に役立ちます。 

♦フォース U ミッター機構は、シートベルトの荷重を規定値に維持すること 
で陶部への衝撃を緩巧します。 



【衝突の期にシートベルトを瞬時にきき取る] 


フオースリミッター胃 



胸に加わる力を軽減 


【潭突時規定荷重を維持しなび6シートベルトを引 
き出ず】 


E LR 機構付シートベルト 


3点式シートベルト 


シートベルトは身体の動きに合わせて伸縮しますび、強い衝撃で身体び前に 
倒れそラなときは、ベルトび自動的に□ックされ身体を固定します。 
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シートベルト関係 



プリテンシヨナー付シートベルトを着用ずるときは、必ず 
巧のことをお守りください。 


>プ|」テンシヨナー付シートベルトを着用するとさは、おず次のことをお守りください。お 
守りいただかないとプリテンシヨナーび十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死亡につながるおそれびあります。 

•シートベルトを正しく着用する。 （ P . 138参照） 

•シートを正しい運転姿勢の取れる位置に調整する。 （ P .1 28参照） 

>プ|」テンシヨナー付シートベルトの取りつけ-取りはずし-分解などをしないでくださ 
し、また、プ U テンシヨナー付シートベルトを修理するときは、必ずトヨタ販売店で行っ 
てください。プ U テンシヨナー付シートベルトを不適切に扱ラと、正常に作動しなくなっ 
たり、誤って巻さ取り、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあり 
ます。 

>プ|」テンシヨナー付シートベルトび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨナー警告 
巧び点灯します。その場合はシートベルトを再使用することびでをないため、必ずトヨタ 
販売店で交操してください。 


座: 


車やプリテンシヨナー付シートベルトを廃棄ずるときは、 
必ずトヨタ販売店にご相談ください。 


>プ|」テンシヨナー付シートベルトが作動すると、作動音ととわに白い煙のよラなガスび発 
生しますび火災ではありません。また、人体への影響わありません。 

>車やプ U テンシヨナー付シートベルトを廃棄するとをは、必ずトヨタ販売店にご相談くだ 
さい。プリテンシヨナー付シートベルトび思いびけなく作動し、けびをするおそれびあ0 
ます。 


知識 


プリテンシヨナー付シートベルトの作動条件について ] 

プ1」テンシヨナー付シートベルトは、車両前ちか5強い衝撃を受けたときに作動します。次 
のよラな衝撃び弱いときには、作動しない場含びあります。 

♦コンク U - 卜の壁に約2日 km / h しソ下の速度で正面衝突したとき。 

なお、次のよラな場をは作動する場合ちありますび、本来の効果を発揮しません。 

♦側面や渡方から衝撃を受けたとを。 

♦車両び横転、転覆したとさ。 


作動後について 


プ U テンシヨナー付シートベルトは一度しか作動しません。玉突き衝突などで連続して衝擊 
を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動しません。 
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EBD 《 i 付 ABS ブ レー キアシスト* 


ABS & ブレーキアシストとは 


《1 Electronic Brake force Distribution の略で「電子制動力分配制御」の意味。 
※吕 Antilock Brake System (アンチ□ック.ブレーキ.システム）の略。 

A 目 S は、急 ブレーキを かけたとさや、すべりやすい路面で ブレーキを かけ 
たときに起こるタイヤの□ツク（回転が止まること）を防ぐことによりスリ 
ップを抑制します。 



左ち輪で路面状態び還ラ場合 

乾いた路面 


めれた路面 


ABS ちり 


ABS なし 



左ちの車輪ですベりやすさが違ラ路面での偏向やスピンを抑え、安定して止まることびでさまず。 

プレー キアシストは、 

♦緊急制動時の運転に不慣れな運転者び緊急制動するとさ 
♦緊急制動時にパニツク状態に陥ったとさ 

などのブレーキペダルび強く踏めず、ブレーキ性能を十分に発揮でさない場 
合に、ドライバーのペダル踏力を増加させ、制動力の確保に貢献する装置で 
す。しかし、 ABS やブレーキアシストび作動した状態でちその効果には限 
界びありますので、過信することなく安全運転をむびけましよラ。 



また、 ABS & ブレーキアシストは、車輪に取りつけられたセンサーにより 
タイヤの□ックを検出します。タイヤの状態びシステムに大きく影響します 
ので、タイヤの状態には細むのを意をしてください。詳しくは、 P .69 の 
r タイヤについてのを意 J をよくお読みください。 
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EBD 付 AB S & プ レーキア シスト 


ABS & ブレーキアシストび作動しているとを 


I 運転について 


>急ブレーキ時は、 ABS & ブレーキアシス 
卜び効果を発揮するよラに、ブレーキぺダ-了 
ルをでさるだけ早く、強く踏み続けること」_ 

び必要です。 

>急ブレーキ時にポンピングブレーキ * をしないでください。ポンピングブ 
レーキをすると制動距離び長<なります。 

※ブレーキぺダ J レを数回に分けてノ」巧りみに踏むブレーキのかけ方。 





ゆるめたり、ボンピングはしない。 


I 作動について 


ABS び作動すると、次のよラな現象び発生することびありますび、異常で 
はありません。 

• ABS の作動音ととちにブレーキペダルびル刻みに動いたり、車体や八ン 
ドル I こお動を感じたり、車両停止後ちモーター音び聞こえることびありま 
す。 

• ABS の作動び終了すると、ブレーキペダルび少し奥に入ったりすること 
びあります。 


ブレーキアシストび作動すると、なのよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

参ブレーキペダルを急速度で踏んだとさ、ブレーキび強くかかるよラになり、 
ABS び作動することびあります。 
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EBD の働を 


A 目 S の制御技術を応用して、車両の走行状態に応じた適切な制動力を前後 
輪に配分します。これにより、積載時や減速度による荷重変化に応じ、前後 
輪の制動力配分を適切に行い、高いブレーキ性能を確保します。さ日に、旋 
回中の制動時にち左ち輪の制動力をコント n —ルして走行安定性の確保に貢 
南犬します。 



E 巨 D 付 A BSSt ブ レーキア シストを 
過信しないでください。 


♦ E BDMABS & ブレーキアシストを過信しないでください。 

EBD 付 A B S やブレーキアシストび作動した状態でちス U ップの抑制や八ンドルの効さ 
ちには限界びあります。無理な運転は思わ说事故につなびり、生命にかかわる重大な傷害 
を受けるおそれびあり危険です 。 E B D 付 A B S &ブレーキアシストを過信せず速度を抑 
え、車間距離を十分に取って安全運転にむびけてください。 

♦ E 目 D 付 ABS はタイヤのグ U ップ限巧をこえたり、ハイド n プレーニング現象ぷが起 
こった場合は、効果を発揮できません。 

※雨天の高速走行などで、タイヤと路面の間に水膜び発生し、接地力を失ってしまラ 
現象。 

♦ E B D 付 A B S は制動距離を短くずるための装置ではありません。 

次の場合などは、 E 巳□付 A 目 S のついていない車両に比べて制動距離び長くなることび 
あります。速度を控えめにして車間距離を十分にとってください。 

•砂利道、新雪路を走行しているとを。 

•タイヤチェーンを装着しているとを。 

•道路の継ぎ目などの段差を乗りこえるとを。 

•凸凹道や石だたみなどの悪路を走行しているとを。 

♦ブレーキアシストは、ブレーキ本来の能力をこえた性能を引き出ず装置ではありません。 
車両*車間距離などに十分ま意してを全運転にむがけてください。 
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EBD 付 AB S & プ レーキア シスト 


' 知識 

( 作動条件について ) 

♦ E 臣 D 付 A 目 S &ブレーキアシストは、車速び約1日 km / h をこえると作動できるように 
なります。また、車速び約己 km / h まで下びると作動を止めます。 

♦雨の曰に、マンホールのフタ-橋の継ぎ目-工事中の鉄板などの上でブレーキを踏むとす 
ベりやすいため、 E 巨 D 付 A BS が作動しやすくなります。 


作動音について 

♦エンジン始動時や始動後の発進直後に、エンジンルームか5モーター音や"カチッ"とし、 
ラ音び聞こえることびあります。これは、 E 巨 D 付 A 巨 S の作動をチェックしているとき 
の音で異常ではありません。 

♦ブレーキペダルを踏んだとをかさな打音び聞こえることびあります。これは、ブレーキア 
シストの機構び作動しているとをの音で異常ではありません。 
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V フレックスフルタイム 4 WD 


V フレックスフルタイム 4 WD とは 


& 4 Wheel Drive の略で「4輪駆動」の意味。 

I 4 WD 車 I 

通常はほぼ FF 走行をし、コーナ U ング時や雪道、登坂時、発進時、加速時 
など前輪と後輪の回転差び発生するとビスカスカップ U ングの作用により、 
自動的に後輪に駆動力び伝達され、四輪駆動として走行します。 

V フレックスフルタイム 4 WD は、さまざまな路面に対応した駆動力を自動 
的に全輪にあたえ、安定した操縦性-安定性に寄与する装置です。 


V フレックスフルタイム 4 WD の取り扱い上のを意び P . 64の r 4 WD 車に 
ついてのま意 J に記載されていますので、よくお読みになり、正しい取り扱 
いを理解して安全運転にむびけるよラにしましよラ。 


ii 通常時 （ FF 走行) 


駆動力 



通常の直線走行など、前-後輪に回 
転差び微ルな場合は、 2 WD ( FF ) 
に近い状態で走行します。 


» コーナリング時や雪道 （4 WD 走行） 



コーナ U ング時や雪道など前-後輪 
間に回転差び発生すると、ビスカス 
カップ U ングび作動し、後輪に駆動 
力び伝達され、 4 WD 状態になりま 
す。 

通常走行にちどると、 2 WD になり 
ます。 


〇 タイヤについて 

V フレックスフルタイム 4 WD は、タイヤの状態び車の性能に大さく影響し 
ますので、タイヤの状態には細むのを意をしてください。詳しくは、 P . 己白 
の 「タイヤについてのま意」 をよくお読みください。 
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V フレックスフルタイム 4 WD 


宙に浮いたタイヤを、むやみに空乾させないでください。 


♦脱輪などにより、いずれかの車輪び宙に浮いているときは、むやみに空転させないでくだ 
さい。前•媛輪の回転差び激しい状態び続くと、駆動部品に無理な力び加わり焼をつさな 
どの損傷を受けたり、焼きつきにより、車両び急に飛び出し思わ城事故につなびるおそれ 
があり危険です。 

♦タイヤはすべて指定サイズで、同ーサイズ-同一^一力一-同一銘柄および同ートレッド 
パターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差の菅しいタイヤを混ぜて 
装着しないでください。タイヤを混在使巧すると、前體左ちのタイヤで常時異常な回転差 
が発生し、駆動系部品（ディファレンシャルギヤ）に無理な力びかか0、オイルの温度び 
上昇す るなどして オイル漏れや焼きつきな どに より、最悪の場合、車両火災につなびるお 
それびありち険です。 

♦次の場合ちタイヤの混在使用と同様、駆動系部品に悪影響を与えるので、タイヤの空気圧 
の点検は必ず実施してください。 

• 4輪の空気圧の差が著しいとき 
• 空気圧び指定値か5はずれているとさ 

♦タイヤの摩耗を4輪とを均等にし、寿命をのばずためにタイヤの n —テーシヨンを行って 
ください。 （ P ぶ白1参照） 

♦ディスクホイールを交操するとさち、指定!^处がのディスクホイールを装着しないでくださ 
し' i 。（ P . 33日参照） 
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Super ECT 


Super ECT とは 


r 才ートイチックま 

フレックス□ックアップシステムや登降坂変速制御システムなどにより、燃 
費性能と快適な走行を両立した電モ制御オートマチックトランスミッション 
です。 


〇 フレックスロックアップシステムの働き 

トランスミッションの伝達効率を上げ、燃費性能を高めるシステムです。 
フレックス□ックアップシステムを有効にご使巧いただくためには、シフト 
レノ（一び®にあれば自動的に作動します。 
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Super E C T 


I 登降坂変速制御システムの働を 


アップダウンのあるワインディング路などを 0/ D で走行しているときに、 
登坂していると判断された場合、4速へのシフトアップを制限し、3速によ 
るスムーズな走行を実現します。 

また、降あ時では4速で走行しているとさに、降あしていると判断された場 
合、ブレーキを踏むと自動的に3速にシフトダウンし、エンジンブレーキび 
かかります。 




走行中、エンジン警告打 （ P .1 日 8) び点打したときは、才ートマチックト 
ランス5ッション電子制御システムの異甫び考え5れまずので、トヨタ版 
売店で点検を受けてください。 
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クラッチスタートシステム 


クラッチスタートシステムとは 


r マニュアル車 I 

クラッチペダルをいっぱいまで踏み込まないと、キーを " START " 位置 
にまねしてちスターターモーターびまわらず、エンジンをかか b なくした装 
置ごす。 

ギヤびはいっている場合に、クラッチを踏まずにスターターをまわしたとき 
に車び動き出すのを防止するシステムです。 

♦エンジンを始動するときは、正しい運転姿勢をとり、クラッチペダルをい 
っぱいまで踏み込んでか日始動してください。正しい運転姿勢については 
P . 128をお読みください。 

♦クラッチスタートシステム装着車では、エンストにより車び止まった場合、 
スターターによる車の移動はでさませんので累急時などは P .343 の 「動 
けなくなったときは J にしたびって行動してください。 
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車との上手な 
付きをい方 


雨の曰の運面について . 270 

雨の曰の運転吕70 

寒を時の取り扱い . 271 

をの前の準備•点検271 
運転ずる前に吕73 
走行するとをは吕7己 
駐車ずるとさは278 

経済的な運転 . 280 

環境にやさしく経済的な運輯をずるために吕80 

廣境な護のために . 282 


使巧済み部品-廃オイル類は適正な処理をずる吕82 
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雨の曰の運面について 


雨の曰の運起 


ii すべりやすい路面は慎重に走行してください 。 H 

雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなる 
ので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 
♦雨の曰は八イド□プレーニング現象で八ンドルやブレーキび効かなくな 
るおそれびあるので、スピードは控えめにしてください。 

※雨天の高速走行などで、タイヤと路面の間に水腹び発生し、接地力を失ってし 
まラ現兼。 



すべりやすい路面では、慎重に運転してください。 


>すべりやすい路面での急ブレーキ-急加速-急八ンドルはタイヤびスリップし、車両の制 
御びできなくなり、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 

>シフトアップ、シフトダウンによるエンジンブレーキやエンジン回転数の急激な変化は、 
車が横すべりするなどして、思わ械事故につながるおそれびあり危険です。 

わ J < たまり走行後は、ブレーキペダルを軽く踏んで、ブレーキび正常に働くことを確認して 
ください。ブレーキパッドび城れると、ブレーキの効きび悪くなったり、城れていない片 
方だけが効いて八ンドルを取5れ、思わ城事故につなげるおそれびあり危険です。 


• 冠水した道路は走行しないでください。 

大雨などで冠水した道路では、車両に重大な損傷をあたえるおそれびあるの 
で走行しないでください。 




冠水した道路を走行すると、エンストするだけでなく、電装品のショート、 
水を吸い込んでのエンジン破損など、重大な車両故障の原因となるおそれ 
びあ0ます。万一、冠水した道路を走行し、水中に浸ってしまったとさは 
必ずトヨタ販売店で下記の項目などを点検してください。 

♦ブレーキの効き具合。 

♦エンジン.トランスミッション.トランスファー (4 WD 車)、デイファ 
レンシャルなどのオイル量および質の変化。（白還している場合、水が 
混入していますので、オイルの交換び必要です。） 

♦プ□ペラシャフト （4 WD 車）■各ベアリング•各ジョイント部などの 
潤滑不良。 
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寒冷時の取り巧い 


をの前の準備-点検 


« エンジンオイルを交換ずる 

外気温に応じたエンジンオイルに交換してください。 （ P .329 の け佳奨する 

エンジンオイル」 参照） 


« ウォッシャー液の濃度を調整ずる 

ウォッシャー液の凍結を防ぐために、購入されたウォッシャー液容器に表示 
してある凍結温度を参考に希釈して補給します。 


ii 冷却水の濃度を調整する 

冷却水の凍結を防ぐために冷却水濃度を調整してくださし、 


使用地域 

希釈割合 

ず結保証温度 

温暖地 

30% 

-12°C 

寒を地 

已日％ 

一 3已む 


^自胃 アルコール系不凍液や真水だけの使用はしないでください。 


» バッテリーの液量-比重を点検する 

気温び下びるとバッテ U —の性能び低下し、エンジン始動に支障をさたすこ 
とびあります。バッテ U —の液量-比重を点検し、必要に応じて液の補充や 
充電をしてください。 
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o さ•用タイヤ、タイヤチェーンを準備ず る^^^ ■ 

参タイヤを取り替えるときは、必ず P . 69の 「タイヤについてのま意 J をお 
読みください。 

♦タイヤサイズに合ったタイヤチェーンを準備してください。 

• トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。トヨタ純正品じ(外 
のタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走行のさまたげ 
となるおそれびあるちのちあります。 

® 寒を地用ワイパーブレードを準備ずる 

降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
お巧めください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスび拭さ取りにくくなる 
ことびあります。その場合には速度を落としてください。 

♦寒冷地用ワイパーブレードを必要としない時季は、通常のワイパーブレー 
ドを使用してください。 
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運起する前に 


寒冷時の取り扱い 


I 屋根に積もった雪は 


走行時にガラス面に落ちた雪び視界のさまたげになります。 
走行する前に取り除いてください。 


ガラスについた雪や霜は 


ガラス内外の雪や雷を落として視界を確保してください。 

デフ□スターを使うと、ガラスを傷つけずに落とすことびできます。 



フ□ントウインドウガラスについた氷を除去するために、にたいて割5な 
いでください。フ□ントウィンドウガラスの内側（車内側）び割れるおそ 
れびありまず。 


足まわりなどについた氷塊は 


車体などに傷をつけないように取り除いてください。 


I が気取り入れ □ に積もつた雪は 


フ□ントウインドゥ前部の外気取り入れ口に積ちった雪を取り除いてから、 
エアコンのフアンを作動させてください。 

雪び積ちったままで作動させると、フアンび故障したり、ガラスび曇ったり 
するおそれびあります。 


ワイパーなどび凍結したときは 

ワイパー-ドアミラー-ドアガラスなどび凍って動かない場合は、無理に動 
かさないでください。 

スイッチを巧し続けたりすると、装置をいためたり、バッテ U —あびりを起 
こすおそれびあります。 
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• ドアび凍結したときは 



お湯をかけて氷をミ容かしてください。なお、すぐに水分を十分なさ取ってく 
ださい。無理に開けよラとすると、ドアまわりのゴムびはびれたり、損傷す 
るおそれびあります。 


扇！ 靴についた雪をよく落とず 



ぺダ j レ類を操作するときにすべったり、室内の湿気びをくなりガラスび曇っ 
たり、凍結することびあります。 
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走巧するとをは 


寒冷時の取り扱い 


ii すべりやすい路面は慎重に走行してください 

急発進-急八ンドル-急ブレーキなどは車両び思わめ動さをして事故につな 
びるおそれびあります。ゆっくり発進し、控えめな速度で、車間距離を十分 
とつて走行"して、 にごし、。 

橋の上や日陰など凍結しやすい場所ではあ日かじめ減速し、慎重に走行して 
ください。 



シフトアップ-シフトダウンによるエンジンブレーキやエンジン回転数の 
急激な変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ〇ち険です。 


フエンダー裏側についたかは 


八ンドル操作に影響しますので、ときどき確認し、氷塊び大きくなる前に取 
り除いてください。 


ブレーキ装置についた氷は 


ブレーキの効さび悪<なる場合びあります。とさどさ軽くブレーキペダルを 
踏んでブレーキの効さ具合を確認してください。 


ずべり止めは早めに 


積雪時、凍結路では早めにタイヤチェーン、またはを用タイヤを装着してく 
ださい。タイヤを取り替えるときは、必ず P .69 の 「タイヤについてのま意」 
をお読みください。 



を用タイヤ装着時はむ下の点をお守りください。 


>指定サイズのタイヤを使用してください。 

け旨定空気圧に調整してください。 

>お使いになるを用タイヤの最高許容速度や制限を度を超える速度で走行しないでください。 
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•タイヤ チェー ン 

♦タイヤチェーンは前2輪に取りつけてください。 

参タイヤチェーンの取り扱い方法はタイヤチェーンに付属の取扱書にしたび 
ってくださし、。 

♦タイヤチェーンはタイヤサイズに合ったちのを使用してください。 

• トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。トヨタ純正品じ(外 
のタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走行のさまたげ 
となるおそれびあるちのちあります。 

■タイヤチェーンを取りつける前に 

交通のじゃまにな日ず、安全に作業でさる平日な場所に移動し、パーキング 
ブレーキをしっかりかけます。じ(下の手順により準備作業を行います。 


〈手順〉 

I エンジンを f 亭止します。 

マニュアル車は、エンジンを停止し、シフトレバーを®に入れます。 
オートマチック車は©にし、エンジンを停止します。 

車の存在を知 5 せます。 

必要に応じて非常点滅灯を点滅させ、人や荷物をおろし、停止表示板 
(または停止表示灯）を使用します。 

〇 工具を用意しまず。 

ジャッキ.ジャッキ 八ン ドル-フルキャップ 装着車は ホイールナット 
レンチを用意します。 （ P .334 の 「ジャッキ•工具•スペアタイヤの 
格納場所」 参照） 

4 タイヤチェーンを用意しまず。 
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寒冷時の取り扱い 


5 


輪止めを用意しまず。 

タイヤチェーンを取りつける場合には、輪止めび必要です。 

♦輪止めについては、トヨタ販売店にご相談ください。 

♦輪止めびない場合は、タイヤを固定でさる大ささの石などで代用で 
さます。 


b フルキャップ装着車は、ホイールキャップをはずします。 
P .34 已の 「タイヤ交換のしかた」 参照。 



タイヤチェーン装着時は必ず慎重に運転してくださし、。 


>タイヤチェーン装着時は約 30 km / h 、 またはチェーン方ーカー推奨の制限速度 UTF で走 
行してください。また、走行性に影響をあたえるため、必ず慎重に走行してください。 

>タイヤチェーンを装着して走行するときは、突起や巧を乗りこえたり、急八ンドルや車輪 
が n ックするよラなブレーキ操作などをしないでください。車両び思わ说動さをして事故 
につなびるおそれびあります。 

また、 A 目 S 作動時でを制動距離び長くなる場含びありますので、慎重に運転してくださ 
い。 




醫蠢 

タイヤチェーンを取りつけるときは、ホイールやホイール 
キャップに傷をつけないよラま意してください。 


。ルキャップ装着車は、ホイールキャップ対まずしてか5タイヤチェーンを取りつけてく 
ださい。ホイールキャップをつけたままタイヤチェーンを取りつけると、ホイールキャッ 
プに傷びつくことびあります。 

>アルミホイール装着車は、アルミホイールにタイヤチェーンを取りつけると、ホイールに 
傷びつくことびあります。 

>トヨタ純正品!^处がのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走行のさまた 
げとなるおそれびあるちのちあります。 


A 
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駐車するとをは 


> エンジンをかけたままにしない 

雪び積ちった場所や降雪時に駐車するときは、エンジンをかけたままにしな 
いでください。 


エンジンをかけた状態で車のまわりに雪び積ちると、排気ガスび車内に侵 
入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
りまず。 



ノ くーキングブレーキはかけない 


寒を時はパーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結してパーキン 
グブレーキび解除でさなくなるおそれびあります。 

■平5な場所に駐車するときは 

パーキングブレーキをかけないで、シフトレバーをオートマチック車は©、 
マニュアル車は©に入れ、輪止めをします。 



■やむを得ず坂道に駐車ずるときは 

下り坂では前輪の前側、上り坂では後輪のラしろ側に輪止めをして、パーキ 
ングブレーキをかけず、シフトレバーをオートマチック車は©、マニュアル 
車は下り坂では贷、上り坂では〇に入れます。 

♦輪止めについてはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦輪止めびない場合は、タイヤを固定でさる大ささの石などで代用でさます。 



バーキングブレーキをかけずに駐車するときは、おず輪止めをしてくださ 
い。輪止めをしないと、車び動き思わめ事巧につなびるおそれびありち険 
です。 
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寒冷時の取り扱い 


« ボンネット側を風下に向ける 

風の当たる部分は、想像 LU 上にほ温となりますので、バッテ U —性能低下を 
防ぐためにちボンネット側をでさるだけ風下に向けて駐車してください。 


» ワイ パーアーム は立てておく 

降雪時は、寒さでワイパーびガラスに凍りついたりします。ワイパーアーム 
は立てて駐車してください。 


車との上手な 
付さ合い方 


279 








経済的な運お 


環境にやをし<経済的な運起をするために 


長時間停車ずるときは、エンジンを停止します。 

已分間のアイド U ングをやめて、ガソ U ン約 6 已 CC の節約。 

► C 02 約4吕 Og 削減 （10 回/月） 

不要な荷物はおろして走行。 

1 Ok 旨の荷物をおろして已 Okm 走ると、 ガソリ ン約]已 CC の節約。 

► CO 吕約 130 giJ 減 （6 己 Okm / 月） 

空ぶかしは禁物。 

空ぶかしを]回やめて、ガソ U ン約 6CC の節約。 

► CO 吕約11己 Og 削減 （300 回/月） 

エアコンは少し控えめに。 

エアコンを己分間停止して、 ガソリ ン約 70CC の節約。 

► C 02 約134 Og 削減 （3 時間/月） 

タイヤの空気圧は、こまめにチェック。 

適正値で已 Okm 走ると已 OkPa に.已 k 旨/加}減のときに比べて、ガソ U ン約 
1已 Occ の節約。 

► CO 吕約12己 Og 肖 y 減（巨己 Okm / 月） 

発進-加速はスムーズに。 

急発進を]回やめてガソ U ン約] 1ごご、 急加速を]回やめて約]] CC の節約。 

► CO 吕約: 360 g 肖喊（各20回/月） 


車との上手な 
付走合い方 


280 





経済的な運転 


経済速度で□スなし走行。 

一般道路で40〜已 Okm / h 、 高速道路では 80 km / h びべスト。 

100 km / h を 80 km / h にして、燃費が約1〇〜30%向上。 

♦法定速度を守り、安全運転をむびけてください。 

たとえば加速 

加速終了時にはアクセルをかし大きめにもどしてみましよう。 

シフトアップや□ックアップび確実にでき、効率び良くなります。 

たとえば下り坂、減速 

早めにアクセルをもどしエンジンブレーキを使いましよう。 

ガソ U ンエンジンでは、燃料噴射の停止により、燃費び良くなります。 

平地走行でも 

アクセルペダルか5思いきって足を離してみてください。 

思ったほどスピードは落ちないちのです。燃料噴射の停止を上手に活用しま 
しよう。一定走行な日アクセルペダルの踏み込み、踏みもどしはかないほど、 
ほ燃費となります。 
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環境保護のために 


使用済み部品-廃オイル類は適正な処理をする 


♦バッテリーは、鉛や硫酸び使われていますので、特定産業廃棄物として適 
切な処理び法律で義務づけられています。 

バッテ U —交換時は、購入した販売店で処分を依頼してください。 

参タイヤは個人び燃やすなどすると、亜硫酸ガスなど有毒なガスを発生させ 

cjN 9 〇 

購入した販売店に処分を依頼して< ださい。 

参エンジンオイルは、放置しておくといずれ流れ出し、地下に浸透したり、 
水に浮き、環境を悪くします。 

購入した販売店に処分を依頼してください。 

♦不凍液は、冷却水の凍結温度を下げるエチレング U コールび入っています。 
川などに流すと、水質ミち濁の原因となりますので、不凍液の交換は、トヨ 
夕販売店にご相談ください。 

♦エアコン冷媒巧フ□ンガス（特定フ□ンガス CFC 12) は、大気に放出 
されると、オゾン層の破壊を進めます。 

トヨタでは、オゾン層を破壊しない代替フ□ンガス （ HFC 134 a ) に全 
車切り替えを完了しています （93 年完了)。 

それでち、代替フ□ンガス （ HFC ]34 a ) は地球を温暖化する働きびあ 
ります。 

エアコンの効さび悪い場合、ガスを充慎するのみでなく、ガスちれの点検 
を併せて行い、ちれ箇所を修理したラえで、ガス充慎をしてください。 


車との上手な 
付走合い方 
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MEMO 


環境保護のために 


車との上手な 
付さ合い方 
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MEMO 


車との上手な 
付走合いち 
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車の手入れ 


曰頃の手入れ 


車をいつまでち美しく保つためには日頃の手入れび必要です。 

巧車-ワックス用品について 

それぞれの用品に記載されている説明をよく読み、用途やま意事項などを必 
ずお守りください。 


〇 月に1度はワックスびけを巧ってください 

月に]度、または水のはじきび悪くなった日行ってください。 

» 保管.駐車について 

風通しの良い車庫や屋根のある場所をおすすめします。 


▲ がお5^ 塗装の努化や車体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐた 
を® I めに、次のことをお守りください。 

♦塗装の劣化や車体-部品（ホイールなど）の属食を防ぐために、巧のよ5な場合はただち 
に洗車してください。 

• 海岸地帯を走行したあと 
• 凍結防止剤を散布した道路を走行したあと 

•コールタール、巧粉、樹液、鳥のふん、虫の死觀などび付着したとを 
•ばい煙、油煙、おじん、鉄粉\科学物質などの降下び多い場所を走行したあと 
•ほこり、泥などで激しくよごれたとき 
•塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に傷び付いた場をは、早めに補修してください。 

♦ホイール保管時は、腐食を防ぐためによごれを落とし、湿気のかない場所へ保管してくだ 
さレ。 


メンテナンス 
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か装の手入れ 


車の手入れ 


雜 洗車ずるときは 

十分水をかけなび日巧れを洗い落とし、洗い落としたあとは、水を拭き取り 

占9 〇 

♦車体、足まわり、下まわりと、上か日下の順に行います。 

参車体はスポンジやセーム皮のよラな柔らかいちので洗います。 

♦巧れのひどいときは、力ーシャンプーを使用し、水で十分洗い流してくだ 
さい。 

参はん点び残らないよラに、水を拭さ取ります。 

« 自動洗車機を使うときは 

♦ミラー、アンテナは格納し、前側から洗車してください。 

♦ブラシの傷びつさ、塗装の光ミ尺び失われたり、劣化を早めることびありま 
す。 

高圧就車機を使うときは 

参ノズルの先端をドアガラスなどに近づけすざないでください。近づけすざ 
ると、水圧び高いため、室内に水び入るおそれびあります。 

♦駆動系部品（ディファレンシャルギヤなど）のベア U ングやオイルシール 
部品に近づけすざないでください。近づけすざると、水圧び高いため、内 
部への水入りやグ U ス流出により、性能び劣化するおそれびあります。 

ii アルミホイールの手入れ 

♦中性洗剤を使用し、早めによごれを落としてください。研磨剤の入った洗 
剤や硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使巧しないでく 
ださい 

♦洗剤を使用した後は早めに十分洗い流してください。 

♦光ミ尺を失ラおそれびありますので、スチーム洗ミきなどで熱湯びホイールに 
直接かか日ないよラにしてください。 

<1 ワックスびけをずるときは 

洗車後、車体の温度び冷えているとさ（およそ体温 LU 下を目安としてくださ 

い。）に行います。 


メンテナンス 
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A 


エンジンルーム内に水をかけないでください。 


♦エンジンルーム内の電気部品に水などをかけないでください。エンジンの始動不良や電気 
部品びショートして、故障や車両火災につなびるおそれびあり危険です。 


♦寒;令時に洗車する場合は、ブレーキに直接かびかからないよラにま意してください。 
ブレーキ装置巧に水び入ると、凍結してブレーキの効きび悪くなったり、ブレーキの固着 
につなびるおそれびあり、走行できなくなる場合びあります。 

♦洗車後は、ブレーキペダルを軽く踏んで、ブレーキび正常に働くことを確認してください。 
ブレーキパッドび城れると、ブレーキの効さび悪くなった0、城れていない片方だけび効 
いて八ンドルを取5れ、思わ城事故につながるおそれびあり危険です。 

♦排気管は排気ガスにより高温になります。洗車などで触れる場合は、十分に排気管び;令め 
てからにして<ださい。やけどをするおそれびあります。 


A US 洗車をずるときは、けがをしないようにま意してください。 


♦下まわり、足まわりを洗うときは、手にけびをしないよラにミ主意してください。 

♦洗車するとをは、硬いブラシやたわしなどを使用しないでください。塗装などに傷びつき 
ます。 

♦ランプのレンズ表面をワックス、ベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤で拭いたり、硬いブ 
ラシなどでこすった0しないでください。破損したり、冀化を早めることびあります。 
♦目地のある素地部*に塗装用ワックスを使巧しないでください。塗装用ワックスび付着ず 
ると、目地に入って取れなくなり、白くなることがあ0ます。 

※塗装されていないバンパー-ドア八ンドル • ドアミラーなどの樹脂部分 


288 















巧装の手入れ 


車の手入れ 


« 室内の清掃 

カーク U —ナーや電気掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を 
含ませた巧で軽くなさ取ります。 


A 



車内に水をかけないでくださし、。 


♦車の清掃をするときは、車内に水をかけないでください。ラジオやフ□アカーペット下に 
ある電気部品などに水びかかると、車の故障の原因となったり、車両火災につなびるおそ 
れびあ0危険です。 

♦シートベルトの清掃にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤を使用しないでください。また、 
ベルトを漂白したり、染めたりしないでください。シートベルトの性能び低下し、衝突な 
どのとを十分な効果を発揮せず、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険で 
す。清掃するときは、中性洗剤か城るま湯を使用し、乾くまでシートベルトを使巧しない 
で < ださい。 

♦内装（特にインストル方ントパネル）の手入れをするときは、離出しワックスや離出しク 
U —ナーを使用しないでください。インストル方ントパネルびフ n ントウィンドゥガラス 
へ映り込み、運転ちの視界をさまたげ思わ说事故につなび0、重大な傷害ちしくは死亡に 
およぶおそれびあります。 


クリーナーに含まれる成分に注意してくださし、。 


♦内装の手入れをするとをは、ベンジン•ガソ U ンなどの有機溶剤や酸、またはアルカリ性の 
溶剤は使巧しないでください。変色やしみの原因となります。また、各種ク U —ナー類には、 
これらの成分び含まれているおそれびありますので、よく確認のラえ使巧してください。 

♦芳香剤（液体-固体-ゲル状-プレートタイプなど）を、内装品（エアコンや才ーディオ 
など）に直接触れさせたり、こぼしたりしないようま意してください。含まれる成分によ 
っては変色やしみ-塗装はびれの原因となるおそれびあります。 

♦ 1」ヤウインドゥの内側を清掃するとをは、熱線を損傷するおそれびあるため、ガラスク U 
ーナーなどを使わず、熱線にそって水または城るま湯を含ませた巧で軽く拭いてください。 

♦1」ヤウインドゥの内側を掃除するときは、熱線を引っかいたり、損傷させないよラに気を 
つけて < ださい。 

♦ガラスの内側を清掃するとをは、コンパウンドび入ったガラスクリーナーを使用しないで 
ください。清掃は、水、または说るま湯を含ませた巧で軽くおいてください。 

♦内装の手入れをするとをは、離出しワックスや離出しク U - ナーを使用しないでください。 
インストルメントパネルやその他内装の塗装のはびれ-溶解-変あの原因になるおそれび 
あります。 
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エアコンの手入れ 


ii エアコンガス（冷媒）の 点検^^^™ 

冷媒び不足していると、冷房性能び低下します。 

夏になる前に点検-補充をしてください。 

參エアコンガスの点検-補充は、トヨタ販売店で受けてください。 


メンテナンス 
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タイヤの磨耗を 4 輪とちに均等にし、寿命をのばすために、已 ,000 km ごと 
にタイヤ□ー テーシヨ ンを行います。 

♦搭載されているジャッキを使用してタイヤ位置交換を行ラとさは、スペア 
タイヤを使用して]輪ずつ交換してください。 

♦タイヤ□ーテーシヨンを行ったあとは、指定空気圧に調整してください。 
指定空気圧は、運転席ドアを開けたボディ側に貼られている「タイヤ空気 
圧」の表 （ P .319 参照)、またはメンテナンスデータ （ P .33 □参照）で 
ご確認ください。 



スペアタイヤ 


A 



タイヤ□ーテーシヨンをしたあとは、指定空気圧に調碧し 
てください。 


タイヤ□ーテーシヨンを行ったあとは、指定空気圧に調整してください。 

とくに1日日 k 夏し^上積荷または4名乗車 L 处上時のバンは、前後のタイヤで指定空気圧び異な 
るため、タイヤ n - テーシヨンを行ったあとに必ず指定空気圧に調整してください。 

指定空気圧より低いと車両の安定性を損なラばかりでなく、タイヤび偏摩耗します。高速走 
行時にスタンディングウェーブ現象※によ0タイヤびバースト（破裂）したりして、思わ城 
事故につなびるおそれびあり危険です。日常点検で、スペアタイヤわ含め、おずタイヤ空 
気圧び指定空気圧になっていることを点検してください。 


※高速で走斤しているとさに、タイヤび波ラつ現象。 


日常点検として必ずタイヤを点検してください。 


♦日常点検として必ずタイヤの点検を行ってください。 （ P . 日9 「タイヤについてのミち意 J 
参照） 

♦タイヤ.ディスク ホイ—ル.ホイール取りつけナツトを交換するときは、トヨタ販売店に 
ご相談ください。 （ P .81 「その他の注意」 参照） 
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ワイヤレスドアロックのリモコンの電池交換* 



7 カバーをはずしまず。 

市販の精密ドライバーで、スクリュー 
(1 本）をはずし、カバーを矢印の方向 
に巧しなび日取りはずします。 




〇 電池フタをはずします。 

2力所のツメをはずして、電池フタを 
取りはずします。 


4 電池を交換します。 

ちし'!電池を取り出し、新しい電池のを) 
側を上にして挿入します。 
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女 印はグレード等により装着の有無が異なります。 





車の手入れ 


b 電池フタをはめまず。 

モジュールの0 U ングびあるのを確認してか日、電池フタをちとどお 
りにしっかりと取りつけます。 

b モジュールおよびカバーを取りつけます。 

モジュールを本体の中にちどし、カバーを取りつけて、スク U ュー （1 
本）でちとどおりにしっかりと締めつけます。 

作動確認をします。 

U モコンスイッチを巧したとき、本体の L ED び点灯することを確認 
します。 



' 知識 

電池について 

使用電池……リチウム電池 C FM 220 

電池はトヨタ販売店-時計店-力方ラ店などでお求めください。 


メンテナンス 
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—ズの点検-交換 


ランプびつかないとさや電気系統の装置び働かなし^とさは、ヒューズ切れや 
ランプ自体の球切れび考えられます。 

巧の手順でヒューズの点検-交換を行ってください。 

♦ヒューズについてはトヨタ販売店にご相談ください。 


ヒューズの点検-交換のしかた 


/ エンジンスイッチを " LOCK " にします。 

ご? ヒューズボックスのカバーを開けます。 

♦ヒューズラベルびカバーに表示してあります。 



取っ手を引いて、カバーを開けます。 



■エンジンルーム内ヒューズボックス 

カノ（一横のツメを巧しなび日カバーを持ち 
上げ、カバーをはずします。 


メンテナンス 
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車の手入れ 


〇 ヒューズの点検をします。 

故障の状況から、点検すべさヒューズをヒューズラベルで確認し、ヒ 
ューズを引さ巧さ、ヒューズび切れていないかを点検します。 

参ヒューズは車の仕様によりないちのちあります。 


4 ヒューズを交換します。 

ヒューズび切れていたら、ヒューズラベルの表示にしたびい、規定容 
量のヒューズに交換します。 

♦ランプ類び点灯しないとさは、電球切れち考え日れます。 

♦LU 下の場合はトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■取り替えてち再びヒューズび切れるとき。 

•取り替えてち電気系統の装置び働かないとさ。 


切れた状態 切れていない状態 



295 






















» ヒューズの受け持つ装置 

■運お席側ヒューズボックス 



□□□ □ 

[〇〕〔か〔包〕〔か 
[か [包] 〔か〔包〕 

[か〔⑩〕〔の〕〔の〕 

[⑩〕〔の〕〔の〕啸〕 

1 n I 「 n[ 
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車の手入れ 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つまな 装置 名称 

〇 

GAUGE 

lOA 

メーター 

〇 

DE F 

20 A 

リヤウインドウデフォッガー 

包 

D/L 

2 已 A 

ドア□ック 

〇 

TAIL 

7 .日 A 

尾な 

0 

— 

— 

— 

〇 

WIPER 

20 A 

ワイパー&ウオツシャー 

〇 

ECU - 巨 

7 .日 A 

A 巨 S 

〇 

— 

— 

— 

包 

ACC 

]已八 

電動 S ラー、オーディオ 

⑩ 

ECU - 1 G 

7.日 A 

A 巨 S 、 木ーター 

の 

— 

— 

— 


H AZ 

10 A 

非常点滅灯 

⑩ 

A . C 

7.日 A 

エアつン 

⑩ 

— 

— 

— 

巧 

1 NV 

]已八 

アクセヴ U - コンセント 

⑩ 

STOP 

10 A 

制動灯 

め 

1 /UP 

7.日 A 

エンジンコンピューター 

⑩ 

— 

— 

— 


メンテナンス 
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■エンジンルーム内ヒューズボックス 



メンテナンス 
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車の手入れ 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つまな装置名称 

〇 

BA (未使用） 

— 

— 

〇 

H-LP RH 

10 A 

へッドランプ（ち側） 

包 

H-LP LH 

10 A 

へッドランプ（左側） 

〇 

— 

— 

— 

0 

ST 

30 A 

スターター 

〇 

AM 2 

]已八 

A 巨 S 

〇 

HORN 

]已八 

ホーン 

〇 

E F 1 

]已八 

エンジンコンピューター 

包 

DOME 

]已八 

室巧灯 
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か装の電球（バルブ）交換 


この車の外装には、下図で示した電球（バルブ）びあります。 

参ページ数び記載してある電球の交換については、該当ページをお読みください。 
参※印び記載してある電巧の交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 



メンテナンス 
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女 印はグレード等により装着の有無が異なります。 























































車の手入れ 



電球を交換するとさは、各ランプを消灯させ、電球び;令えてから交換して 
ください。やけどをするおそれびあ0危険でず。 


電球は十分ま意して取り扱ってください。 


♦八 n ゲン電球はガラス内部の圧力が高いため、落としたり、物をぶつけたり、傷をつけた 
0すると破損してガラスげ飛び散る場合びあ0ますので、十分ま意して取0扱ってくださ 
し'!。また、素手で触れずにきれいな手袋を着用してください。 

♦必ず同じワット数の電球を使巧してください。 （P. 32已参照） 

♦電球および電球固定具の取りつけは確実に巧ってください。取0つけび不完全な場合、水 
入りなどによる故障およびレンズ内面の曇りにつなびるおそれびあ0ます。 

♦電球の交換をするときは、工具や電球、電球固定具、ソケットなどをなくさないようにま 
意して作業してください。 


-^4;知 pBji - 

〔 ランプの量りについて ） 

へッドランプなどのランプは、雨天走行や洗車などの使用条件によりレンズ内面び曇ること 
びあります。これはランプ内部と外気の温度差によるをので、雨天時などに窓ガラスび曇る 
のと同様の現象であ0、機能上の問題はありません。ただし、レンズ内面に大粒の水滴びつ 
いているとをやランプ内に水なすこまっているとさは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 

電球の交換について 

電球の交操作業をするとをに、部品などの破損びむ配なちは、トヨタ販売店にご相談くださ 
い。 
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•へッ ドランプ 



■取りはずしかた 

/ ボンネットを開け、コネクターとゴム 
カパーを取りはずします。 



《図は運転席側で説明しています。 
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車の手入れ 



■取りつけかた 

7 電球を取りつけ、止め金をかけまず。 


と ゴムカバーをはめ&みます。 

参ゴムカバー外周をしっかりとはめ込 
みます。 

♦ゴムカバー内周（電球周り）を全周 
にわたり電球の金具部分び確認でさ 
るまで巧し込みます。 


3 


コネクターを差し込みます。 


▲: 


ゴムカバーび確実にはめ込まれていることを確認してください。ゴムカバ 
一びしっか0はめ込まれていないとへッドランプへの水入0の原因とな0 
ます。 


《図は運転席側で説明しています。 
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車幅打 



■取りはずしかた 

ボンネットを開け、ソケットを矢印の方向 
にまわして引き抜き、ソケットか5電球を 
取りはずします。 


■取りつけかた 


取りはずしたときの逆の手順で取りつけま 
す。 


《図は運転席側で説明しています。 
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車の手入れ 


ii フ□ント方向指示打兼非甫点滅打 



■取りはずしかた 

ボンネットを開け、ソケットを矢印の方向 
にまわして引き抜き、ソケットから電球を 
取りはずしまず。 


■取りつけかた 


取りはずしたときの逆の手順で取りつけま 
す。 


《図は運転席側で説明していまず。 
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サイド方向指示打兼非常点滅打 

: ■取りはずしかた 



ランプ本体を取りはずします。 

ランプ本体を車両前方にスライドさせ 
たまま、ランプ後部を手前に引いて取 
りはずします。 



ご? ソケットを矢印の方向にまわして電球 
を巧さ取ります。 



電球 


■取りつけかた 

取りはずしたときの逆の手順で取りつけま 
ず。 


座: 


本体か6ソケットをはずずと、ソケットび車両内部に落ちやすくなりまず。 
落ちないよ5にま意して作業してください。 


《図は助手席側で説明しています。 
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車の手入れ 


な贺 f 勢ホ 船点漏、議な/尾口、 



■取りはずしかた 

# バックドアを開け、フタを取りはずし 
まず。 

ツメを巧しなび日フタをとりはずしま 
す。 


と 交換したい電球を取りはずします。 

ソケットを矢印の方向にまわして電球 
を取りはずします。 


■取りつけかた 


取りはずしたときの逆の手順で取りつけま 
ず。 


《図は運転席側で説明していまず。 


★印は グレード等により装着の有巧び異なりまず。 
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•後退 打 



■取りはずしかた 

7 バックドアを開け、カバーと内張りを 

はずします。 

♦カバー裏に固定具（已個）びありま 
す。 

参ピンを巧し込んで、固定クリップ 
(カバー]個、内張り9個）をはずし 
ます。 


と ソケットを矢印の方向にまわして電球 
を抜き取ります。 

先に コネクターを はずします。 



■取りつけかた 

取りはずしたときの逆の手順で取りつけま 
ず。 

固定ク U ップを取りつけるには、固定ク U 
ップを差し込み、ピンをはめ込みます。 


ピン 


盛: 


固定ク IJ ップのピンを必要] iLh に強く巧し込まないでください。ピンび固 
定ク U ップか S はずれ、抜けなくなるおそれびあ D ます。 


《図は助手席側で説明しています。 
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車の手入れ 


〇 八イマウントストツプランプ 



■取りはずしかた 

# バックドアを開け、カバーをはずしま 
ず。 

カバー裏に固定具に個）びあります。 



■取りつけかた 


取りはずしたときの逆の手順で取りつけま 
す。 
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日常点巧 


曰常点検について 


曰常点検整備は、お客様の責任において実施していただくことび法律で義務 
づけ日れています。日常点検は、簡単に点検でさる項目になっていますので、 
長距離走行前や洗車時-給油時などを目安に実施してください。 

ここでは、点検内容を簡単に説明します。 

参基準値については、 P .324 の「メンテナンスデータ J をお読みください。 
♦点検方法および実施時のを意事項は、別冊の「メンテナンスノート」をお 
読みください。 
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日常点検 


エンシンルームの点巧 




点検や交換したあとは、工具やななどをエンジンルームに置を忘れていな 
いことを確認してください。万一、置を忘れていると、故障の原因になつ 
たり、また、エンジンルーム內は高温になるため車両火災につながるおそ 
れびあり危険です。 
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ブレーキ①が至 

ブレーキフルードの量び I 」ヴーバータンクの MAX と M I N の間にあるかを 
点検します。 




' 知識 

( _ ノレーキフ J レードリヴーバータンク I し J し、し 1 

マニュアル車では、プレーキフルードI」ヴーバータンクびクラッチフルード U ヴーバータン 
クと巧用になっていまず。 
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日常点検 


バッテリーの液量 


バッテ U - 液面び各液權とちバッテ U - の UPPER LEVEL (上限）と 
LOWER LEVEL (下胁の間にあるかを車両をゆするなどして点検します。 



バッテ1」一液び不足すると、バッテリーあびりやバッテ U —自体の損傷に 
つなびるおそれびあるため、定期的に点検してください。 
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冷却水の量 

冷却水の量び U ヴーブタンク（補助タンク）の F U L L と L 0 W の間にある 
かを点検します。 



^ Hg を却水の交換はトヨタ販売店におまかせください。 


♦冷却水の交換はトヨタ販売店におまかせください。 

♦ェンジン回転中、またはェンジン停止直搜には、ラジェーター • U ヴーブタンク（補助夕 
ンク）に直接手などで触れないでください。高温になっているため、やけどをするおそれ 
びお0ます。 

♦:令却水の量び不足しているとラジェーターの腐食やオーバーヒートによるェンジン破損の 
おそれびあるため、定期的に点検してください。また、水のみで使用していると、寒;令時 
に凍結し、ラジェーターなどに損傷を与えるため、必ず スーパー n ングライフクーラント 
(不凍液）を適切な濃度でご使用ください。 
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日常点検 


エンジンオイルの量 


エンジンオイルの量びオイルレべ j レゲージの上限と下限の間にあるかを点検 
します。 





エンジンオイルを点検•交換ずるときは、次のことをお守 
りください。お守りいただかないと重大な傷害ややけどに 
つながるおそれびありまず。 

♦エンジンを止めてください。 

•エンジン回転中にベルトやフアンなどの回転部分にふれたり付近にいたりすると、手や 
衣服-工具などび巻を込まれた0して、思わ械事故につながるおそれびあり危険です。 
♦エンジンオイルの温度び低いときに点検-交換してください。 

♦エンジンび止まっていてを冷却水温が高いとさは、エンジンオイルを高温になっており、 
やけどをするおそれがあり危険です。 


座: 


エンジンオイルは、定期的に点検-交換してくださし、。 


♦定期的な点検を怠ると、オイル不足や努化により回転部分が潤滑不良にな0、焼をつをな 
どを起こしてエンジンに損傷をあたえるため、定期的に点検-交換をしてください。 
•エンジンオイルはエンジン内部の潤滑-冷却などをする働さがあります。通常の運転を 
していてち、ピストンおよび暇-排気バルブを潤滑しているオイルの一部び燃焼室など 
で燃えるため、オイル量は走行ととちに減かします。また、減かする量は走行条件など 
により異な0ます。 

♦オイルを補給するとさは、入れすざないよラにま意してください。 

♦エンジンオイルを点検するときは、オイルびオルタネーターなどに付着しないよラに、巧 
などを当てて点検してください。万一、オイルび付着したときは、完全に拭を取ってくだ 
さし、。 
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善 ウインドウウオッシヤーの液 i 


ウォッシャータンク側面から、液面を確認します。 

参液面び見えなくなった日、ウォッシャー液を補給してください。 



■ウオッシヤー液を補給ずるには 



/ キャップを開けまず。 

ウォッシャー液ミ主入口のキャップを開 
けます。 

ご? ウォッシャー液を補給します。 

補給び終わ つたら 、ウォッシャー液を 
入口のキャップを確実に閉めてくださ 
い。 

参 F U L L の位置をこえないよラに、 
補給してください。 
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日常点検 



エンジンび熱いとさやエンジンびかかっているとさは、ウォッシャー液を 
補給しないで<ださい。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれてい 
るため、エンジンなどにかかると出火ずるおそれびあり危険です。 




ウオッシヤー液のかわりに石けん水などを入れないでください。塗装のし 
みになるおそれびあります。 


知識 


しリヤワイパーのウォッシャー液の補給について1 

IJ ヤワイバー用ウォッシャータンクはフ□ントワイバー用と兼用です。 
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♦月に]回程度は空気圧ゲージによる点検をおすすめします。 

♦空気圧が適正でない場合は、必ず指定空気圧に調整してください。 



指定空気圧より低いと、車両の走行安定性を損なラばかりでなく、タイヤ 
び偏摩耗します。高速走行時にスタンディングウェーブ現象によりタイ 
ヤびバースト（破裂）したりして、思わ姑事故につながるおそれびありち 
険です。曰常点検で、スペアタイヤち含め、必ずタイヤ空気圧げ指定空気 
圧になっていることを点検してください。 

《高速で走行している時に、タイヤび波ラつ現象。 


まのまわりの点巧 


タイヤの点検については、 P .69 の「タイヤについてのを意」を併せてお読 
みください。 

« タイヤの空気圧 

タイヤび冷えている（走行前）状態でタイヤの接地部のたわみ状態（つぶれ 
具合）を見て、空気圧び適正であるかを点検します。 


〈〈〈〈〈〈<〈〈〈〈〈〈〈〈 足 

不 




\\\\\\\\\\\\\\\. 
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日常点検 



タイヤのき裂•損傷 


タイヤの側面や接地部全周に著しい傷やさ裂がないかを点検します。また、 
釘-石-その他の異物が刺さったり、かみ込んでいないかを点検します。 



タイヤの側面などに傷やさ裂のあるよラな異常なタイヤを 
装着しないでください。 


♦異常びあるタイヤを装着していると、走行時に八ンドルび取5れたり、異常な振動を感じ 
ることがあります。 

また、バースト（破裂）など修理でをないような損傷をタイヤに与えたり、タイヤび横す 
ベりするなど思わ说事故につなびるおそれびあ0危険です。 

走巧中、異常な振動を感じた場合は、すみやかにトヨタ販売店で点検を受け、正常なタイ 
ヤに交換してください。 

♦異常びあるタイヤを装着していると、車の性能（燃費-車両の方向安定性-制動距離など） 
が十分に発揮でをないばかりでなく、思わ城事故につながるおそれがあり危険です。また、 
部品に悪影響を与えるなど故障の原因となることびあります。 
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姻 I タイヤの溝の深さ、異甫摩耗 




〈例：ス U ップヴインが出ていない巧態〉& 

タイヤ接地面に表示されているス U ップサイン（摩耗限度表示）び現われて 
いないかを点検します。また、極端な片ベりなどの偏摩耗びないかを点検し 
9 〇 

《例のイラストは説明のためであり、実際とは異なります。 


摩耗限度をこえたタイヤは使用しないでください。タイヤの溝の深さびか 
ないタイヤやスリップサイン（摩耗限度表示）び出ているタイヤをそのま 
ま使用すると、制動距離び長くなったり、雨の曰に八イド□プレーニング 
現象*により、八ンドルび操作できなくなったり、タイヤびバースト（破 
裂）したりして、思わ说事故につなびるおそれびあ0危険です。スリップ 
サインび現れた5、すみやかに正常なタイヤと交換してくださし、。 

※水のたまった道路を高速で走行すると、タイヤと路面の間に水び入り込み、タイ 
ヤび路面から浮いてしまい、八ンドルやブレーキび効かな<なる現象。 


參な乂 装置-方向指示器の巧れ-損傷 

各ランプのレンズに、ミちれや破損-ヒビ割れなどびないかを点検します。 

—ミ知識 



ランプの量りについて 




へッドランプ-制動口などのランプは、雨天走行や洗車などの使用条件によりレンズ内面び 
曇ることびあります。これはランプ内部とが気の温度差によるわので、雨天時などに窓ガラ 
スび曇るのと同様の現象であり、機能上の問題はありません。ただし、レンズ巧面に大粒の 
水滴びついているときやランプ内に水びたまっているときは、トヨタ販売店で点検を受けて 
<ださい。 
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日常点検 


運起巧に厘っての点検 


« パーキングブレーキの引きしろ 

パーキングブレーキび止まるまでゆっくりと引き、"カチカチ"音び基準値 
の範囲で止まるかを点検します。 



馨 エンジンのかかり具合 

エンジン始動の際、異音びないか、かかり具合いは良いかを点検します。 
また、アイド U ング状態およびかし回転を上げた状態で、異音びないかを点 
検します。 


〇ブ レーキペダルの踏みしろ 

エンジンを始動し、ブレーキペダルをいっぱいに踏み込み、床板とのすさ間 
を点検します。併せてペダルの感軸に異常びないかを点検します。 
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ii ウインドゥウォッシャーの噴射状態 

エンジンを始動し、ウインドゥウォッシャーを作動させ、噴射状態を点検し 
ふ 〇 



ワイパーの払拭状態 

ウインドゥウォッシャーでガラスをめ日した状態でワイパーを作動させ、 
r 間欠作動」 r 低速作動」 r 高速作動」「一時作動」の各作動び良いか、拭さ取 
り状態び良いか点検します。 



口乂装置.方向指示器の作用 

さな乂装置-方向指示器を作動させ、ランプび点灯-点滅するか、明るさび 
不足していないかを点検します。 
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走巧しての点検 


日常点検 


ブレーキの効さ具合 


通常走行時にブレーキをかけたとき、効きび十分か、片効きしないかを点検 
します。 


走行中、継続的にブレーキ付近から警告音（"キーキー"音）び発生した 
ときは、ブレーキパッドの使用限度です。ただちにトヨタ販売店で点検を 
受けてください。警告音び発生したまま走巧し続けると、ブレーキパッド 
びなくなり、ブレーキ部品を損傷させたり、効きび悪くなって思わ城事故 
につなびるおそれびあ0危険でず。 



< •エンジンの お速および加速の状態 

通常走行で停車したとき、エンジン回転にむ日びあったり、止まったりしな 
いかを点検します。また、アクセルペダルを踏み込んだとさ、なめ日かに加 
速するかを点検します。 


前曰までの異常箇所の点検 


前日までの使用時に異常びあった箇所について、運行に支障びないかを点検 
します。 
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メンテナンスデータ 


メンテナンスデータ 


■点検基準値 


項 目 

メンテナンス データ 

ブレーキ 

ペダル 

遊び Lmm ] 

(負圧なしの状態） 

1〜目 

踏み込んだとさの 
床板とのすさ間 [ mm ] 

〔 S 皆力已〇 ON )50 k 呂 f }〕 
(エンジン日 N の状態） 

已〇じ(上 

クラッチ 

ペダル 

遊び [ mm ] 

己〜]己 

クラッチが切れたとさの 
床板とのすき間 [ mm ] ’ぶ 

2巳じ(上 

パーキング 

ブレーキ 

引さしろ[ノッチ] 

〔操作力200 N に Ok 目り〕 

目〜日 

VU ブド 
ベルト 

オルタネー 
夕ーベルト 

たねみ量 [ mm ] 
〔WAIOON り Ok 吕け〕 
(を間時） 

11-13 

P/S 

ベルト 


※クラッチび切れた位置からクラッチペダルを床いっぱいまで踏み込んだ位置までの動を量 
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メンテナンスデータ 


■バルブのワット数 


■ウオッシヤータンク容量 


■燃料の量と種類 


項 目 

メンテナンス データ 

ウ オツシヤー 
タンク 

!1 考[値 S ] 

2.0 


II 目 

容量 
(参考値） 

指定燃料 

燃料 

タンク 容量 [ L ] 

已〇 

無鉛 

レギュラーガソリン 


項 目 

メンテナンスデータ 

電 球 

W (ワット）数 

ヘッドランプ（□-ビーム） . 己已 W 

ヘッドランプ（八イビーム） . 目日 W 

車幅灯 . 已 W 

フ□ントち向指示な兼非常点滅灯 . 21 W 

サイドち向指示な兼非常点滅な . 已 W 

番号口 . 已 W 

制動灯/尾な . 21/5 W 

リ ヤち向指示な兼非常点滅な . 21 W 

後退巧 .] 日 W 

U ヤフォグランプ ★ .21 W 

八イマウントストップランプ .21 W 

室内灯 .8 W 


メンテナンス 


★印は グレード等により装着の有巧び異なりまず。 
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■を却水、油脂類の容量と銘柄 

使用するオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされます。トヨタ 
車には、最ち適した弊社純正オイル•液類 （ L ソ下、「指定銘柄」といいます。） 
のご使用をおすすめします。指定銘柄じ(外を使用される場合は、指定銘柄に 
相当する品質のちのをご使用ください。 


頂 


容量 [ L ] 
(参萄直） 

指定銘柄 

/ TI 却水 

M/T 

4.4 

トヨタ純正 

スーパー□ングライフ 
クーつソト 

A/T 

4.3 

♦凍結保証温度 
濃度30% —] 2で 
濃度已0% -3 已で 

オートマチック 
トランスアクスル 
フルード 

(含むデイファレン 
シャル） 

F F 車 

日.8 

トヨタ純正 

オートフルードタイプ 
T- IV 

4 WD 車 

6.9 

トランスファー 

オイル 

4 WD 車 

0.9 

トヨタ純正 
ギヤオイルスーパー 
(API GL - 己， 

SAE 7 己 VV - 曰白） 


メンテナンス 
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メンテナンスデータ 


項 目 

容量 [ L ] 
(参考値） 

指定銘柄 

マこユアルトランスアクスルオイル 
(含むディファレンシャル） 

1.9 

トヨタ純正 

MG ギヤオイル 
スペシャル n 

(API GL -3， 

SAE 7 已 W -90) 

U ヤデファレンシャルオイル （4 WD 車） 

1.7 

トヨタ純正八イポイド 
ギヤオイル SX 
(API GL - 己， 

SAE 85 W -90) 

パワーステア U ングフルード 

0.7 

トヨタ純正パワー 
ステア リングフルード 

クラッチフルード 


トヨタ純正 
ブレーキフルード 

2己00 H 

ブレーキフルード 



メンテナンス 
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項 目 

容量 [ L ] (参考値&1) 

指定銘柄 

オイルのみ 
交換時 
ちてん 量 

オイルと才 
イルフイル 
ター交換時 
巧てん 量 

エンジンオイル 

3.4 

3.7 

トヨタキヤツスルモーターオイル 

SN 日 W-20WC 
(API SN.RC/ILSAC 

GF- 己 iSAE 0W-20) 

トヨタキヤツスルモーターオイル 

SN 已 W-20 

(API SN.RC/ILSAC 

GF- 已 .SAE 己 W-20) 

トヨタキヤツスルモーターオイル 

SN 已 W-30 

(API SN.RC/ILSAC 

GF- 己 iSAE 已 W-3 日) 

トヨタキヤツスルモーターオイル 

SN 10W-30 
(API SN.RC/ILSAC 

GF- 己, SAE 10 W-30) 


《1:エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを暖機後に停止し、已分 
し^上経過してからレベルゲージで行ってください。 

《2:0W —20は、新車時に充填されており、上記表の銘柄の中では最も省燃費性に優れるオイルです。 


メンテナンス 
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メンテナンス データ 


■推奨ずるエンジンオイル 

API 規格 SN / RC 、 SM / EC か、 ILSAC 規格合格油をおすすめします。 
なお、 ILSAC 規格合格油の吿には ILSACCERTI 円 CATION (イルサック 
サーティフイケーシヨン）マークがついています。 


API マーク ILSAC CERTIFICATION マーク 

♦下記表に基づさ、外気温に適した粘度のちのをご使用 < ださい。 


が気温（で) 


た 

く，， 

I I I I I I k 

SAEOW— 20( 推袋 )* > 

I I I I I I r 

SAE 已 W— 20 、 

I I I I I I : 

SAE 已 W— 30 > 



I I I I I I \ 

SAE 1 0W— 30 > 


- 30 - 20-10 0 10 20 30 40 

か気湿似 

※〇 W —2日は、新車時に充填されており、上図の中では最も省燃費性に優れるオイルでず。 




メンテナンス 
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■タイヤ、ホイールデータ 


項目 

タイヤヴイズ 

ホイールヴイズ 

IJ ムヴイズ 

P . C . D . 

オフセット 量 

スチールホイール 

アル S ホイール 

バン 

1巨己 R ]3 -巨 PR し T 

13 X 5」 


100 mm 
X 4 仍) 

39 mm 

ワゴン 

165/80 R ]3 83 S 

17己/目巳 R ]482 S 

]4 x 巳1/2」 

]4 x 巳1/2」」 

4已 mm 


項目 

タイヤサイズ\ 

タイヤが;をえているときの 
タイヤ空気圧 [kPa Ikg / cml ] 

前輪 

後輪 

《1 

《2 


《2 

バン 

165 R 13-6 PRLT 

220に.2( 

220 {2.2} 

220に.到 

28日に. 8} 

240に.4( *3 

300枉〇!糾 

ワづン 

165/80 R 13 83 S 

210に.1( 

175/65 R 14 82 S 

22012.21 


…空荷時 

•《2…10 Ok 旨し^上積荷（または4名栗車！;！上) 
•》3 … F F 車の才ートマチック車 


メンテナンス 
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メンテナンスデータ 


NCP 己 8 G 


NCP 己 9 G 


F F 

(前輪駆動) 

4 WD 
(4 輪駆動) 


サクシード 


パ' 

ン 


NCP 己1 V 


NCP 己己 V 


1 NZ-FE 
(1 .己 L ガソ IJ ン) 


F F 

(前輪駆動) 


4 WD 
(4 輪駆動) 


■車両仕様 


を称 型式 エンジン 駆動方式 グレード 


iTvn ン 



X 


X 


U 


U 


U 


U 
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MEMO 


メンテナンス 
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巧 一のと き 


工具.スペアタイヤ.巧炎简 . 334 

ジャッキ.工具-スペアタイヤの格納場所334 
ジャッキ.工具.スペアタイヤの取り出し方336 
発炎筒の使い方339 

巧障したとまは . 342 

路上で故障したときは342 
動けなくなったときは343 

パンクしたとをは . 344 

タイヤの交換344 

バッテリーびあびったとをは . 351 

バッテリーあがりとは？ 351 
才ーバーヒートしたとをは . 354 

才ーパーヒートとは？ 354 

けん引について . 358 

けん引のしかた358 

事故び起をたとをは . 362 

あわてずに次の処置を行ってください362 

車両を緊急停止するには . 363 

緊急停止のしかた363 



万-のとき 
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工具.スペアタイヤ.発炎筒 



工具袋•ジャッキは、 ラゲ - ジル — ムち側に、スペアタイヤは ラゲージルー 
ム床下に格納されています。 

ジャッキ.工具の種類、発炎筒の使い方などは、万一のとさ困日ないよラに 
あ日かじめ確認しておきましよラ。 

参工具袋には;欠の工具び入っています。 


•けん引フック •ホイールナットレンチ 


万-のとさ 
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工具•スペアタイヤ•発炎筒 



工具やジャッキを使用したあとは、確実に格納してくださ 


♦工具やジャッキを使用したあとは、決め5れた場所に確実に格納してください。室内など 
に放置すると思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦車に搭載されているジャッキは、お客様の車専用です。ほかの車に使用したり、ほかの車 
のジャッキをお客様の車に使用しないでください。ジャッキの取り扱いを誤ると、思わ城 
事故につなびるおそれびあ0危険です。 


車に搭載されているジャッキはタイヤ交換やタイヤチェーン脱着!;(外、使 
用しないで < ださい。 


万-のとき 
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• 工具 • スペアタイヤの取り出し方 


ii ジャッキ-工具の取り出し方 



ち側カバーを取りはずします。 

ラ ゲージルームち側の、カバーのツマ 
ミ を巧しなび日取りはずします。 
♦カバー 裏側にジャッキ八ンドル、裏 
側スペースに工具袋び収納されてい 
ます。 


三 ジャッキを取り出しまず。 

ジャッキの A の部分をまわしてゆるめ、 
ジャッキを取り出します。 

格納するときは、ジャッキびキヤリア 
に固定するように A の部分を締めます。 


工具袋の収納スぺースには、工具袋む外のちのを収納しな 
いで < ださい。 


>工具袋の収納スペースには、換気用の弁び取0つけ6れています。次の理由か5工具袋な 
がのちのを収納しないでください。 

•荷物び弁をふさぎ、換気性能び悪化し、ドアの開りび悪くなるおそれびあります。 
•荷物で弁び押し開かれたままの状態になり、車内に排気ガスや水び進入するおそれびあ 
ります。 

>工具-工具袋は必ず下記の点にを意して収納してください。工具び転びり、車体を傷つけ 
るなどのおそれびあ0ます。 

♦工具は必ず工具袋に入れて収納する。 

• 工具袋は収納スペースの最深部に横向さにして収納する。 


万のとさ 
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工具•スペアタイヤ•発炎筒 


« スペアタイヤの取り出し方 



■取り出すときは 

# ラゲージルー ム後部な上のボルトカ パー 
をはずします。 

ホイールナットレンチの先端を、カバ 
一の切り欠さに差し込み、下側にこじ 
るとはずれます。 



と ボルトをゆるめます。 

ホイールナットレンチを使巧して、ス 
ペアタイヤ格納具をフックか日取りは 
ずせるぐらいまでゆるめます。 



〇 格納具を取りはずしまず。 

格納具を少し持ち上げて、フックを手 
前に引いてはずし、格納具を足の上な 
どに落とさないよラにミ主意して、地面 
におろします。 


4 スペアタイヤを取り出します。 
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■格納ずるとさは 

7 タイヤをスペアタイヤ格納具に載せます。 


格納具をフックにかけます。 


〇 巧上のボルトを締めつけます。 

♦タイヤび確実に固定されていることを確認します。 

♦格納具びフックに確実に固定されるよラに、床上ボルトは十分締め 
つけて < ださい。 


4 ボルトカバーを取りつけます。 

カバーの切り欠さび、車両後方になるよラに取りつけます。 



万のとさ 
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巧炎筒の使い方 


工具•スペアタイヤ•おお筒 


I 格納場所 



助手席足元に備えつけてあります。 


発炎筒の使い方 




7 発炎筒を組み立てます。 

本体をひねりなび日取り出し、逆にし 
て差し込みます。 


2. 着义します。 

キャップの頭部のすり薬でこすると、 
着乂します。 


万-のとき 
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A 



発炎筒は正しく取り扱ってくださし、。 


♦発炎筒をお子さまにはさわらせないでください。いたず5などによ0発火し、思わ城事故 
につなびるおそれびあり危険です。 

♦発炎筒を使巧中は、顔や身体に向けたり、近づけたりしないでください。やけどなどによ 
り、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありた険です。 

♦発炎筒を燃料などの可燃物の近くで使用しないでください。引火して、やけどなど重大な 
傷害を受けるおそれびあり危険です。 


^ ^胃 発炎筒をトンネル内などで使用しないで<ださい。煙で視界を悪<するの 
で、トンネル内などでは非常点滅灯を使用してください。 


' 知識 

^_ 発炎筒について _ ) 

♦発炎時間は約日分間ですので、非常点滅灯を併用してください。 

♦発炎筒には有効期間びあ0まず。本体に表示してある有効期間の切れる前にトヨタ販売ち 
でお求めください。 
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工具•スペアタイヤ•発炎筒 
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巧障したとまは 


路上で巧障したとまは 



非常点滅打 （ P .2 16の r 非常点滅！打スイッ 
チの使い方 J 参照）を点滅させなび日、車 
を路肩に寄せ停車します。 

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず、路 
上 駐車する場合、他車に知らせるため使用 
します。 



高速道路や自動車専用道路では、車両後方 
に停止表示板または停止表示灯を置いて< 
ださい。（法的にち義務づけ日れています。） 



緊急を要するとさは発炎筒で合図します。 

P .339 r 発炎筒の使い方」 参照。 
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故障したときは 


動けな<なつたとまは 


踏切で動けなくなったときは 

シフトレバーをのにして、付近の人に安全 
な場所まで巧してち日ってください。 

脱輪などで動けなくなったとさは、ただち 
に踏切の非常ボタンを押してください。 
緊急を要するとさは、発炎筒を使用してく 
ださい。 

♦エンジンスイッチを " START " で保 
持して、緊急避難的に車を動かすことは 
でさません。 


« 道路で動けなくなったときは 

シフトレバーをのにして、付近の人に安全 
な場所まで押してち日ってください。 
♦エンジンスイッチを " START " で保 
持して、票急避難的に車を動かすことは 
でさません。 


♦困つたときは、トヨタ販売店へご連絡ください。 

「メンテナンスノート」 のサービス網/お客様相談テレホン網をお読みく 
ださい。 




万-のとき 
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パンクしたとをは 


タイヤの交換 


タイヤの交換については、 P .69 の「タイヤについてのを意」を併せてお読 
みください。 

雜 タイヤ交換ずるまえに 

I 平らな場所に移動します。 

交通の じ ゃまに な日ず、 安全に作業でさる 平日な 場所に移動します。 

パーキングブレーキをしっかりかけます。 

〇 エンジンを停止します。 

オートマチック車はシフトレバーを©にし、エンジンを停止します。 
マニュアル車はエンジンを停止し、シフトレバーを包に入れます。 

4 車の存在を知らせます。 

必要に応じて非常点滅灯を点滅させ、人や荷物をおろし、停止表示板 
(または停止表示灯）を使用します。 

b ジャッキ•工具を取り出しまず。 

P .334 〜33己参照。 

6 輪止めを用意しまず。 

ジャッキアップする場合には輪止めび必要です。 

輪止めについては、トヨタ販売店で購入でさますのでトヨタ販売店に 
ご相談ください。 

なお、輪止めは、タイヤを固定でさる大ささの石などで代用でさます。 

/ スペアタイヤを用意します。 

P .337 参照。 


万のとさ 
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パンクしたときは 


タイヤ交換のしかた 



輪止めをします。 

ジャッキアップする位置と巧角の位置 
にあるタイヤに輪止めをします。 

前輪を持ち上げるとさは後輪のラしろ 
側に、後輪を持ち上げるとさは前輪の 
前側に輪止めをします。（図はち側後輪 
を持ち上げる場合を示しています。） 



と ホイールキャップをはずしまず。 

フルキャップ装着車は、ホイールナッ 
トレンチの先をホイールとキャップの 
間に差し込み、タイヤ側にこじるとは 
ずれます。 （2 〜3力所、場所をかえて 
繰り返すと楽にはずせます。） 

傷つさ防止のため、ホイールナットレ 
ンチの先端に布などを巻いてください。 



〇 ナットをゆるめまず。 

ホイールナットレンチを使巧して、図 
の順序でナットを左にまわし、手で少 
しまわる < らし^までゆるめます。 


4 ジャッキを置をます。 

地面の平らな固くて安定したところに 
ジャッキを置さます。 
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む 




〇 ジャッキを上げまず。 

ジャッキの A の部分を手でちにまわし 
て車体のジャッキセット位置まで上げ 
0^ 9 〇 


〇 ジャッキセット位置（切り欠きの間) 
にジャッキをかけます。 

取り替えるタイヤに近いジャッキセッ 
卜位置にジャッキをかけます。 

ジヤツキび確実に車体のジヤツキセツ 
卜位置にかかっていることを確認しま 
す。 


/ ジャッキ八ンドルを取りつけまず。 

ジャッキ八ンドルをジャッキの巧部に 
確実に差し込みます。 


8 ジャッキアップします。 

ジャッキ八ンドルをちにまわしてタイ 
ヤび地面か日かし離れるまでジャッキ 
アップします。 

9 ナットを取りはずします。 

手でナットを左にまわして、取りはず 
します。 


万のとさ 
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パンクしたときは 


10 タイヤを取りはずしまず。 

11 交換ずるタイヤを取りつけまず。 

参タイヤを取りつけるとさは、ディス 
クホイールのシート部やホイール裏 
側の取りつけ面のちれを拭さ取つて 
から取りつけてください。 


参図の A • B 面の巧れを拭き取ります。 



にナッ 卜をお締めします。 

タイヤびびたつかない程度まで、手でナットをちにまわして仮締めし 
ます。 

ディスクホイール取りつけボルト、ナットのねじ部や、ナットのテー 
パー部（アル S ホイールの場合、座金の裏側）の巧れ、異物を取り除 
いてください。 

■スチールホイールか5スチールホイールにかえるとさ 

ナットのテーパー部び、ホイール巧のシート部に軽<当たるまで仮 
締めします。 

テー"—部一^ 

ボルト っ 




万-のとき 
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■アル = ホイールか 5 アル = ホイールにかえるとさ 

ナツトの座金びホイールに当たるまで仮締めします。 




13 車体をおろします。 

ジャッキ八ンドルを左にまわして車体 
をおろします。 


ホイールナツトレンチ ー! 




14 ナッ トを締めつけます。 

ホイールナットレンチを使巧して図の 
順序でナットをちにまわし、2〜3度に 
わたり十分締めつけます。 

参締めつけトルク： 

103 N - m (10 已 Ok 呂 f • cm ( 


7 c ； ホイールキャップを取りつけます。 

♦フルキャップ装着車では、タイヤの 
バルブ（空気口）に切り欠さを合わ 
せてホイールキャップを確実に取り 
つけます。 
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パンクしたときは 


7 6 工具 .ジャッキ.タイヤを片づけます。 


17 タイヤの空気圧を点検して<ださい。 

P . 33□参照。 



パンクしたまま走行しないでください。 


參バンクしたまま走行しないでください。バンクしたまま走行し続けると、走行不安定とな 
0、思わめ事巧につなびるおそれびあ0危険です。また、タイヤ.ディスクホイール■サ 
スペンション■車体に損傷をあたえるおそれびあります。ただちにスペアタイヤに交換し 
て < ださい。 

♦ジャッキアップした車の下には絶対にもぐ5ないでください。万一、ジャッキびはずれる 
と、身体び車の下敷さになり、重大な傷害におよぶか、最悪の場含死亡につながるおそれ 
びあ0ます。 

♦ジャッキアップしているときは、エンジンをかけないでください。エンジンの振動でジャ 
ッキびはずれたり、車び動き出すなど、思わ城事故につなびり、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場含死 t につなびるおそれがあります。 

♦必ず L 处下のことをお守りください。お守りいただかないと車体を損傷させたり、ジャッキ 
がはずれ、重大な傷書におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 
•ジャッキアップするときは、平5な場所に車を止め、対角の位置にあるタイヤに必ず輪 
止めをしてください。また、パーキングブレーキをしっか0かけてください。 

•人を乗せたままジャッキアップしないでください。 

•ジャッキアップするときは、ジャッキの上や下にをのを挟まないでください。 
•ジャッキび確実に車体のジャッキセット位置にかかっていることを確認してください。 
•車体はタイヤ交換に必要な高さだけ持ち上げてください。 

♦ジャッキアップした車体をおろすときは、作業者自身やまわりの人び手や足などを挟み、 
重大な傷害を受けるおそれびあり危険ですので、周囲を確認し、十分ま意しなび5作業し 
て < ださい。 

♦ホイール取りつけナットび確実に締まっていることを確認してください。確実に締まって 
いないと、ホイール取りつけボルトやブレーキ部品を破損したり、ディスクホイールびは 
ずれるなど、思わ说事故につなびるおそれびあり危険です。タイヤ交換媛はトヨタ販売店 
で、でさるだけ早くトルクレンチで基準値にナットを締妨てください。 

締奴つけトルク：103 N ■ m 11日已 Okgf-cmi 
♦ナットを取りつけるとさは、必ずテーパー部を内側にして取りつけてください。 （ P .72 
参照） 


万-のとき 
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タイヤを取りつけるナツトやボルトにオイルやグリースを 
塗5ないでください。 


♦タイヤを取りつけるナットやボルトにオイルやグ U —スを塗5ないでください。ナットを 
締奴るときに必要し处上に締めつけられ、ボルトび破損したり、ディスクホイールび損傷す 
るおそれびあります。また、ナットびゆるんで走行中にタイヤびはずれるなど、思わ城事 
故につなびるおそれびあり危険です。 

♦タイヤの取りつけには、ご使用のディスクホイール専用のホイール取0つけナットを使用 
して < ださし、。 

♦ディスクホイール取0つけボルト、ナットのネジ部やディスクホイールのボルト巧につぶ 
れやさ裂などの異常びある場合は、トヨタ販売店などで点検を受けてください。 

つぶれやき裂などの異常があると、ナットを締めつけても十分に締ま5ず、ディスクホイ 
ールびはずれるなど、思わ械事故につながるおそれびあり危険です。 

♦新品と交換するとをは、4輪とも指定サイズで、同ーサイズ•同ーメーカー•同一銘柄お 
よび同ートレッドパターン〔溝模様）のタイヤを装着してください。 

♦アルミホイール装着車のナットはトヨタ純正アルミホイール専用品!^^がを使用しないでく 
ださい。走行中にナツトびゆるみタイヤがはずれるおそれびあります。 


ホイールナツトレンチはホイールナツトに十分深くかけて 
<ださい。 


♦ホイールナットレンチはホイールナットに十分深くかけてください。ホイールナットレン 
チのかけ方び浅いと、締めつけるとさにレンチびはずれてけびをするおそれびあ0ます。 

♦ホイールキャップは、直接手をかけて取5ないでください。また、取0扱いには十分ミ主意 
して<ださい。けびをするおそれびあります。 

♦フルキャップ装着車のホイールキャップをはずすときは、ホイールナットレンチ U ■(かは使 
わないでください。ディスクホイール-ホイールキャップび損傷するおそれびあ0ます。 

♦ディスクホイールのシート部やホイール裏側の取りつけ面びほこりなどでミちれていると、 
走行中にホイール取0つけナットびゆるみ、タイヤびはずれるおそれびあ0ます。 

♦ホイールナットレンチを足で踏んでまわしたり、パイプなどを使巧して必要 ULL に締めつ 
けないでください。タイヤを取りつけるボルトび折れるおそれびあ0ます。 

♦傷-変形びあるホイール取0つけナット-ディスクホイールなどは使巧しないでくださ 
い。 

♦タイヤ交換禮、走行中に八ンドルや車体に振動び出た場合は、トヨタ販売店でタイヤのバ 
ランスの点検を受けてください。 


万-のとさ 
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パッテ IJ — びあがつたとをは 


バッテリーあびりとは 


なのよラな状態び、バッテ U —あびりです。 
参スターターび まわらなかったり、まわっ 
てち回転び弱<、なかなかエンジンびか 
からない。 

♦へッドランプびいつちより暗い。 
♦ホーンの音びルさい、または鳴日ない。 


処置のしかた 

巧しびけによる始動はでさません。 

救援車を依頼しブースターケーブルを接続して、エンジンを始動してくださ 
い。なお、救援車のバッテ U - は 12 V を使巧してください。 

# ブースターケーブル をつなざます。 

バッテ U —の©端テのカバーをはずし、ブースターケーブルをなの順 
につなざます。 

①自車のバッテ U -の©端モ 
@救援車のバッテ U -の©端モ 

③ 救援車のバッテ U -の©端子 

④ なページの図で指示している箇所（アースを取る。） 

バッテリーを充電します。 

救援車のエンジンをかけ、エンジン回転数を少し高めにし、約已分間そ 
の回転を保持し、応急的に自車（バッテ U —あびり車）のバッテリー 
を充電します。 

〇 自車のエンジンをかけまず。 



万-のとさ 
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4 ブースターケーブルをはずします。 

ブースターケーブルをつないだとさと逆の順にはずします。 

「-[ア ース ホイント]- 


自車（バッテリーあがり車) 



喔 I バッテリーあびりを防ぐために 

参エンジンを停止したままランプをつけたり、オーディオ-エアコンなどを 
使わないよラにしてください。 

♦エンジン回転中でち巧滞などで長時間止まっている場合は、不必要な電装 
品の電源を切ってぐださい。 


万のとさ 


352 


























バッテリーがちがったときは 





A 


义気をバッテリーにおづけないでください。 


♦必ず];(下のことをお守りください。お守りいただかないとバッテリーから発生する可燃性 
ガスに引火-爆発し、やけどなどにより、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあ 
0危険です。 


•® の接続は自車バッテ U — の0端テにつなびないでください。バッテリーに直接つな 
ぐと、乂巧び発生します。 

•ブースターケーブルを接続するとき、©と©端子を絶巧に接触させないでください。 

接触させると乂巧び発生します。 

•火気をバッテ I 」一に近づけないでください。 

♦充電中はバッテリーに近づかないでください。希硫酸の含まれるバッテ U - 液び吹き出す 
場合びあり、目や皮膚に付着すると、重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。万一、 
付着したとさは、すぐに多量の水で洗浄し、医師の診雲を受けてくださし、。 

♦誤ってバッテ U —液を飲み込んだ場含は、多量の水を散んで、すぐに医師の診察を受けて 
<ださい。 

♦ブースターケーブルを接続したり、取0はずすとさは、ファンやベルトなどに触れた0、 
近づいたりしないでください。手や衣服などび巻き込まれたりして、思わ械事故につなが 
るおそれびあ0危険です。 

♦バッテ U —を交換したときは、クランプのナットを確実に締めつけてください。確実に締 
めつけないと、走行中にクランプびはずれて、ショートするなどして車両火災につながる 
おそれびあり危険です。 


^ Hg 救援車の/(ッテリーは12 V を使用してください。 


♦他車（救操車）のバッテ U - は] 2 V でなければなりません。12 V 用バッテ U - であるこ 
とを確認してか5行ってください。 

♦バッテ U - びあびりやすい場合は、トヨタ販売店で点検を受けてください。 


' 知識 

[ バッテリーの巧電について ） 

バッテ U —の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消費や自然放電 
のために、かしずつ消費されています。そのため、車両を長期間放置すると、バッテリーび 
あびってエンジンを始動できなくなるおそれびあります。（バッテ U —は走行中に自動で充 
電されます） 


万 

の 

と 

さ 
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才一八ーヒートしたとをは 




巧のよラな状態び、オーバーヒートです。 
♦高水温警告灯 （ P .202) び点滅したり、 
エンジンの出力び低下する。 

♦ボンネットから蒸気び立ちのぼる。 


〇 処置のしかた 

7 車を止めまず。 


車を安全な場所に止め、エアコンを使用している場合は、ファンを停 
止します。 


三 ボンネットの確認をします。 


ボンネットから蒸気び出ているか確認します。 

■ボンネットから蒸気が出ていない場合 

ボンネットを開けて、そのままエンジンをかけておさます。 

■ボンネットから蒸気が出ている場合 

エンジンを停止し、蒸気び出なくなった日、風通しを良くするために 
ボンネットを開けエンジンをかけます。 
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オー八’ーヒートしたとをは 


〇 を却用ファンを確認します。 

ラジエーターを却用ファンび作動していることを確認してください。 
ファンび作動していないときはエンジンを停止して、トヨタ販売店に 
連絡して < ださい。 



4 エンジンを停止します。 

高水温警告灯び消灯した日、エンジンを停止します。 

b を却水量などを確認します。 

エンジンびをえてか b ラジエーターキャップをはずし、ラジエーター 
と U ヴーバータンクのを却水量の確認およびラジエーターコア部（放 
熱部）び著しくミちれていないか、ごみなどび付着していないかなどを 
確認します。 



コア部 
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6 を却水を補給します。 

冷却水量び不足していたら、ラジエーターと U ヴーノ（ータンクにを却 
水を補給します。 

参冷却水びない場合は、応急的に水を補給します。 

/ トヨタ販売店で点検を受けます。 

早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 

♦移動途中で再び高水温警告打び点打したとさは、空調の温度調整を 
最大暖房にし、ファンを最大風量にしてください。ヒーター配管内 
の冷却水により水温の上昇を抑えることびできます。 


万のとさ 
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オー八’ーヒートしたとをは 


I 才ーパーヒートを防ぐために 


冷却水の量、地面に水ちれがないか曰頃から点検をして<ださい。 
点検方法は 「メンテナンスノート」 をお読みください。 



やけどなどしないように十分気をつけてください。 


>ボンネットか5蒸気び出ているとをは、蒸気び出なくなるまでボンネットを開けないで< 
ださい。ェンジンルーム内び高温になっているため、やけどなどにより、生命にかかわる 
重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。また、蒸気び出ていない場含でわ高温になっ 
ている部分びあります。ボンネットを開けるときは十分を意してください。 

>ラジェーターやリヴーブタンク（補助タンク）び熱いとさはラジェーターキャップ-ェア 
抜きバルブを開けないでください。蒸気や熱湯び吹さ出して、やけどなどにより、生命に 
かかわる重大な傷書を受けるおそれびあ0危険です。キャップ-バルブを開けるとさは、 
ラジェーターや U ヴーブタンク（補助タンク）び十分に;令えてか5、巧されなどでキャッ 
プ-バルブを包みゆっくりと開けてください。 

>ェンジンびまわっているときは、フアンやベルトなどに触れたり、近づいたりしないでく 
ださい。手やを服などび巻き込まれたりして思わ说事故につなびるおそれびあります。 



Ails 

冷却水は、エンジンび熱いとをに入れないでください。急に;令たい冷却水 
を入れると、エンジンび損傷するおそれびあります。：令却水は、エンジン 
び十分に;令えてか5ゆっくりと入れてください。 


A 


万-のとき 


357 

















けん引について 


けん引のしかた 


このけん引フックはけん引されることを目的としており、他車をけん引ずる 
をのではありません。 

けん引してちらラとさは、でさるだけトヨタ販売店、または J A F などに依 
頼してください。とくに次の場合は駆動系の故障び考え日れますので、けん 
引される前にまずトヨタ販売店へご連絡ください。 

♦エンジンびまわっているのに車び動かない。 

♦異常な音びする。 

# けん引フック、ホイールナットレンチを取り出します。 （ P .334〜 
33巨参照） 

フタとバンパーのずき間入る程度の薄刃の©ドライバー先端に、バン 
パー傷つき防止のために薄手のテープを卷いて、フタをはずします。 



〇 けん引フックをホイールナットレンチを用いて確実に取りつけます。 




万-のとさ 
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けん引について 


4 □ープをかけます。 

ボディに傷をつけないようにして、□-プをけん弓 I フックにかけます。 
必ずけん引フックに□ープをかけて前進方向でけん引してください。 
けん引□-プには、 0.3 メートル平方 （ O . SmxO . Sm ) じ(上の白い巧 
を□ープ中央に必ずつけてください。 



ら エンジンをかけます。 

エンジンをでさるだけかけておいて<ださい。エンジンびかからない 
とさは、エンジンスイッチを "ACC " または " ON " にします。 


6 発進しまず。 

シフトレバーを⑩にして、パーキングブレーキを解除します。 


/ 前の車にま意しまず。 

けん引□ープをたるませないよラにし、前の車の制動打にを意してく 
ださい。 


万-のとさ 
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A 


けん引される車は慎重に運転してください。 


♦けん引される車は慎重に運転してください。エンジンびかかっていないとブレーキの効き 
が悪くなったり、八ンドルび重くなるため、通常と同じ感覚で運転すると、思わ城事故に 
つなびるおそれびあり盾;険です。 


♦エンジンキーを抜いたり、エンジンスイッチを" LOCK " にしないでください。キー 
び抜けていると、八ンドルび n ックされ八ンドル操作びできなくなり、思わ说事故につな 
びるおそれびあり危険です。また 、 "LOCK " だとキーび抜けるおそれびあります。 
♦けん弓 I する車は急発進などけん引フックや n —プに大きな衝撃び加わるような運転をしな 
いでください。けん引フックや n —プび破損するおそれびあります。また、万一の場合、 
その破片び周囲の人などに当たり、重大な傷害をあたえるおそれびあり危険です。 


万 

の 

と 

を 


長坂路を下るときは、レツカー車でけん引してください。 


♦長坂路を下るときは、レッカー車でけん引してください。レッカー車でけん引しないと、 
ブレーキび過熱し効きび悪くなるおそれびあります。 

♦4 WD 車の場合、4輪接地でけん引するか、4輪とち持ち上げた状態で運搬してください。 
前輪または禮輪だけを持ち上げたけん引は絶対にしないでください。駆動装置び焼きつき 
を起こしたり、車びトレッカー（台車）か5飛び出すおそれびあります。 

また、駆動系部品び故障したと思われるときは必ず4輪を持ち上げて運搬してください。 



♦才ートマチック車の場含、けん弓腫度•約3日 km / hL の^、けん弓距離•約 SOkm 政内で、 
前進方向でけん引してください。この速度、距離をこえてのけん引、または後進方向での 
けん引をするとトランス S ッションに悪影響をおよぼし、損傷するおそれびあ0ますので、 
これ5の場含は車両積載車などにより、4輪とち持ち上げて運搬してください。 

♦スタック脱出のために、他車にけん引しても5ラときは、サスペンションアームなどに □ 
ープをかけないでください。サスペンションアームなどを損傷するおそれびあります。 
♦ワイヤー□ープは使用しないでください。バンパーに傷びつくおそれびあ0ます。 
♦スタック^したとをは、無理にけん引せず、トヨタ販売店や JAF などに依頼してくださ 
し' i 。 けん引フックやサスペンション部品などに□—プをかけてけん引すると、けん引フッ 
クやサスペンション部品を損傷するおそれびあ0ます。 

※插かるみ-砂地-深雪路などで駆動輪び空転したり、埋まり込んで動けなくなった状態。 
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けん引について 



固縛用フックは船舶固縛で車両を輸 
送するときに固定するためのもので 
す。けん引には絶対使用しないでく 
ださい。けん引に使用すると車両を 
損傷した0、思わ城事故につながる 
おそれびあ0ます。この車で他車を 
けん引することはでをません。また 
フ□ントのけん引フックを、固縛用 
として使用しないでください。 



固縛用フック- 


-*知識 


f 寒を地仕様車の固 縛用フック（緊急用フック）について 

寒;令地仕様車のリヤの固縛用フックは、緊急用フック 
としてわ使巧でさまず。緊急用フックとは、雪の吹さ 
だまりなどでスタックして、走行できなくなったとを 
に、緊急的に他車に引っ張り出してち5うときに使用 
するためのちのです。 

この車で他車をけん引することはでさません。 



固縛用フック兼 
緊急用フック 


万-のとき 
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事巧が起をたとをは 


あわてずに巧の処置を巧つてくだをい 




7 続発事故を防止しまず。 

ほかの交通のさまたげにな日ないよラ 
な安全な場所に車を移動し、エンジン 
を停止します。 


負傷ちがいる場合は、応急手当を行い 
ます。 

医師、救急車などび到着するまでの間、 
可能な応急手当を行います。 

この場合、とくに頭部に傷などびある 
とさは、そのままの姿勢で動かさない 
よラにしますび、後続事故のむ配びあ 
るとさは安全な場所に移動させます。 



〇 警察への届け出をします。 


4 相手方の確認とメモ（氏名-住所•電 
話ま号）を取ります。 


己 ご購入された販売店と保険会社へ連結 
します。 
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車両を緊急停止するには 


緊急停止のしかた 


万一、車び止ま日なくなったとさの非常時のみ、(下の手順で車両を停止さ 
せてください。 


7 ブレーキペダルを両足でしっかりと踏 
み続けます。 

ブレーキペダルを繰り返し踏まないで 
ください。通常よりち強い力び必要と 
なり、制動距離ち長<なります。 


と シフトレパーをのに入れます。 

■シフトレパーが⑩に入った場合 
〇 減速後、車を安全な道路脇に停めます。 

4 エンジンを停止しまず。 



■シフトレパーがのに入日ない場合 

〇 ブレーキペダルを両足で踏み続け、可 
能な限り減速させまず。 

4 エンジンスイッチを "ACC " にして、 

エンジンを停止します。 


白 車を安全な道路脇に停めます。 


走行中にやむを得ずエンジンを停止ずるときは、巧のこと 
をお守りください。 

♦走行中にやむを得ずエンジンを停止するときは、十分に減速ずるようにしてください。エ 
ンジンを停止すると、ブレーキの効きび悪くなり八ンドルび重くなるため、車のコント □ 
—ルびしにくくなるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを巧です。 

♦走行中にやむを得ずエンジンを停止するときは、キーは絶巧に巧かないでください。キー 
を抜くと八ンドルび□ックされるため、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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さ < いん 


五十音を<いん 


症状か日調べたいときは、 色つきで 字の 項目をお読みください。 


ちわ 

アクセサリーコンセント . 243 

アジヤスタブルシートベルトアンカ——14吕 
アンチ□ックブレーキシステム 

( ABS ). 吕60 

アンテナ . 233 

E L R 機構付シートベルト . 2已8 

ECT (Super ECT ). 吕6己 

イグニッシヨンスイッチ . 167 

E 日□付 A 日 S & プレーキアシスト……吕60 
E 己□付 A BSS ブレーキアシスト 

についてのミち意 . 已9 

A 日 S & プレーキアシスト警告口……19已 

イラスト目な . 8 

インナー'ラー . 163 

インパネテーブル . 238 

ウインドウウォッシヤー 

液の補給 . 316 

タンクの容量 . 32已 

をの前の華備•点検 . 271 

晴がのしかた . 213 

ウインドゥデフォッガー（量り取り） 

スイッチの使いち . 21已 

ウインドウ□ックスイッチ . 118 

ウォーニングランプ（警告口） . 1日4 

動けなくなったときは . 343 

運転席 S R S エアバッグ . 248 

運転席シートベルト非着用警告口 . 204 

運転席ワイドフリーラック . 241 

エアコン 

使い方 . 220 

手入れ . 290 

エアコンガス（を媒）の点検 . 290 

SRS エアバッグ . 248 

S R S エアバッグ警告口 . 1日7 

S R S エアバッグについてのま意 . 54 

SAE 粘度（エンジンオイル） . 329 


LLC (を却水） 

タンク容量.濃度 . 326 

をの前の準備.点検 . 271 

エンジンオイル 

オイル量 . 3吕扫 

ミち入□-レベルゲージ位置 . 311 

をの前の準備.点検 . 271 

エンジン警告灯 . 1日8 

エンジン始動の手順 . 168 

エンジンスイッチ . 167 

エンジンのかけ方 . 167 

エンジンルーム 
エンジンルームか5 

煙（水霖気）が出ている . 3已4 

点検 . 311 

ボンネットオープナー . 1吕己 

エンストで始動でをなくなったとをは…343 
オイル類 

(メンテナンスデータ） . 324〜329 

才ーディオの取り扱い . 228 

才ートマチック車 

運陆のしかた .17 S 

才ートマチック車についてのま意 . 白0 

オートマチックトランスアクスルフルード 

フルード量 . 326 

才ーバーヒート 

才ーパ’ーヒートしたときのミち意 . 78 

オーバーヒートしたとをは . 3已4 

才一 つ） ~— 

フユーエルリッドオープナー . 122 

ボンネットオープナー . 12己 

お子さまを栗せるとをのミ主意 . 38 

お出かけ前のミ主意 . 1日 

オドメーター（積算距離計） . 188 
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さ < いん 


症がか5調べたいときは、 色つき 文字の 項目をお読みください。 


か行 

力ードホルダー . 241 

が装の手入れ . 287 

買い物フック . 240 

ガソリン（燃料） 

使用ガソリン/タンク容量 . 32已 

カップ ホルダー . 240 

間欠時間調整式ワイパー . 211 

環境保護のために . 282 

寒を時の取り扱い . 271 

寒を地用ワイパーブレード . 272 

キー . 10已 

キーがまわせない . 167 

キー抜き忘れ防止チ ャ イム . 109 

"キーキー"と金属音がタイヤか5 
聞こえる〈ブレーキパッドウェア 

インジケーター> . 32 

キーレスエントリー 

(ワイヤレスドア□ック） . 120 

基準値（メンテナンスデータ） . 324 

キックダウン . 60 

ギヤ（シフト）ポジション表示 . 1日吕 

緊急停止のしかた . 363 

空気圧（タイヤ） . 314 

区間距離計（トリップメーター) . 188 

量り取り（リヤウインドゥ 

デフォッガ ー）. 21已 

クラクション（ホーン） . 217 

クリープ現象 . 60 

車のまわりの点検 . 318 

グレー ドち称 . 331 

警音器（ホーン） . 217 

計器（メーター） . 18目 

警告巧が点打-点滅したときは . 1日4 

経済的な運転 . 280 

けん引について . 3曰8 

コインホルダー . 241 

工具 . 334 

光卽上下調醫 . 209 


後退 I 灯 

バルプの交換 . 308 

W (ワット）数 . 325 

故障したときは . 342 

子供専用シートについてのま意 . 44 
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症げか 5 調べたいときは、 色つき 文字の 項目をお読みください。 


さ巧 

サービスデータ 

(メンテナンスデータ） . 324 

サンパイザー . 23已 

シート . 128 

シートについてのミち意 . 41 

フ□ントシート . 130 

IJ ヤシ—卜 . 134 

ヘッドレストの調整 . 13吕、133 

シー トベルト . 138 

シートベルトの働を . 258 

シートベルトについてのミち意 . 47 

シートベルト 

インフ オメーシヨ ン表示口 . 1日3 

シートベルト非着用警告口 . 204 

着用のしかた . 141、144 

シガレットライター . 237 

事故が起きたときは . 362 

室内装備品の使いち . 23已 

室内打（ルームランプ） . 23已 

W (ワット）数 . 32已 

シフトポジシヨン表示 . 1日吕 

シフトレバー 

才ートマチック車の使い方 . 17吕 

©か5動かせない . 17已 

マニュアル車の使い方 . 17巨 

シフト□ックシステム . 17已 

ジャッキ 

格納位置 . 334 

ジャッキアップ 

ジャッキアップについてのま意 . 76 

ポイント（セット位置） . 346 

ジャッキ八ンドル . 334 

車幅打 

バルブの交換 . 288 

ライトスイッチ . 206 

W (ワット）数 . 3吕已 

車両型式 . 331 

車両を緊急停止ずるには . 363 


巧電警告口 . 200 

収納スぺース . 241 

助手席 S R S エアバッグ . 248 

助手席ワイドフリーラック . 242 

スイッチの使いち . 20巨 

Super ECT 

Super EC 下とは . 26色 

登降坂変速制御システム . 2白7 

フレックスロックアップシステム……2目白 
ストップランプ（制動口） 

バルプの交換 . 307 

W (ワット）数 . 32己 

スノータイヤ（を巧タイヤ） . 272 

スピードメーター . 187 

スペアタイヤ . 337 

スモールランプ（車幅口） 

バルプの交換 . 304 

ライトスイッチ . 20白 

W (ワット）数 . 32己 

制動な（ストップランプ） 

バルプの交換 . 307 

W (ワット）数 . 32已 

積算距離計（オドメーター） . 188 

洗車 . 287 

前照な（ヘッドランプ） 

バルプの交換 . 302 

ライトスイッチ . 吕〇巨 

W (ワット）数 . 325 

センターボックス . 238 

走行について 

走行しての点検 . 323 

走行ずるときのま意 . 22 

走行中、異常に気づいた6 . 30 

走す5でさなぐなつたとさは 

(けん引について） . 3已8 

速度計（スピードメーター） . 187 
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さ < いん 


症げか5調べたいときは、 色つき 文字の 項目をお読みください。 


た巧 

タイヤ 

空気圧 . 330 

スペアタイヤ . 337 

タイヤチェーン . 27巨 

タイヤについてのミち意 . 69 

タイヤの点検 . 2日1、318 

タイヤ/ホイールサイズ . 330 

タイヤ□ーテーシヨン 

(タイヤ位置交換） . 291 

を用タイヤ . 272 

タイヤを交換ずるとをは . 344 

正しい運転姿勢（シート） . 128 

正しい着用（シートベルト） . 138 

チェーン（タイヤチェーン） . 27巨 

チャイルドプ□テクターの使い方 . 108 

駐車巧（非常点滅口） 

スイッチ . 21巨 

バルブの交換 . 30已〜307 

W (ワット）数 . 32已 

駐車のしかた . 183 

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）…184 

点検基華値 . 324 

駐停車ずるとをの注意 . 33 

チルトステアリングレパ’一 

(八ンドル上下調整） . 1巨2 

ディファレンシャルオイル 

オイル量 . 32白 

手入れ（車の手入れ） . 28巨 

テールランプ（尾口） 

バルブの交換 . 307 

ライトスイッチ . 206 

W (ワット）数 . 32已 

デッキサイドポケット . 239 

デュアル S R S エアバッグ . 248 

電球（バルブ）の交換 . 300 

電球（バルブ）の W (ワット）数 . 32已 


点検（曰常点検） . 310 

電源、音量•音質調整（ラジオ） . 229 

点検基準値（メンテナンスデータ）……324 

点検整備実施のお願い . 14 

点検-手入れ時のま意 . 目7 

ドア 

開閉 . 104 

ドアを開けた5 "ピーピー、ピーピー- 

と音が鳴り 続けた . 109 

ドアガラス 

開閉 . 116 

ドア S ラー . 148 

ドア□ック . 106 

ドームランプ . 23日 

W (ワット）数 . 325 

登降坂変速制御システム . 吕67 

搭載工具 . 334 

時計 . 23色 

トランスアクスルフルード 

フルー ド量 . 32色 

トリップメーター（区間距離計） .18 S 
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症げか 5 調べたいときは、 色つき 文字の 項目をお読みください。 


な巧 


巧が気切り曾え（エアコン） . 324 

巧装の手入れ . 289 

日常点検 . 310 

燃料 

タンク容量 . 32已 

燃料計 . 187 

燃料残量警告打 . 203 

燃料補給 □ (フユーエルリツド）……12吕 
燃料補給時のま意 . 20 


は巧 

パーキングブレーキ . 184 

点検暮華値 . 324 

排気ガスに巧ずるミち意 . 3已 

灰皿 . 237 

八イ ビーム （へッドランプ） 

操作方ま . 207 

バルブの交換 . 302 

へッドランプ上ち]を表示口 . 1日吕 

W (ワット）数 . 325 

八イマウントストップランプ 

バルブの交換 . 309 

W (ワット）数 . 325 

八ザードランプ（非常点滅口） 

スイッチ . 21色 

バルプの交換 . 30已〜307 

W (ワット）数 . 32已 

挟み込み防止機構 . 117 

発炎筒の使い方 . 339 

バックアップランプ（後退灯） 

バルブの交換 . 308 

W (ワット）数 . 325 

バックドア 

開閉 . 110 

バッテリー 

バ’ッテリーがあがったときは . 3已1 

バッテリーについてのミち意 . 74 

をの前の準備.点検 . 271 

パッドウェアインジケーター（ブレーキ 

パッドウェアインジケーター） . 32 

バルブ（電球）の交換 . 300 

バルブ（電球）の W (ワット）数 . 325 

パヮーウインドゥ 

スイッチ . 116 

J \:ワーウインドウが動かない . 118 

パワーステアリングフルード 

フルード量 . 327 

パンクしたときは . 344 

番号灯 

W (ワット）数 . 32己 
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さ < いん 


症げか5調べたいときは、 色つき 文字の 項目をお読みください。 


半ドア警告打 . 203 

八ンドル 

位置の調醫 . 1巨吕 

八ンドルが重くなつた . 31 

ヒーター . 220 

"ピーピーピー"と長い音の繰り返し 

〈リバース（後退）ブザー> . 17已 

"ピーピー、ピーピー"と短い音の繰り返し 

〈キー抜き忘れ防止チャイム〉 . 109 

非常点滅灯 

スイッチ . 21巨 

バルブの交換 . 30已〜307 

W (ワット）数 . 3吕已 

尾灯 

バルブの交換 . 307 

ライトスイッチ . 206 

W (ワット）数 . 32已 

ヒューズの受け持つ装置 

運窗席側ヒューズボックス . 2日白 

エンジンルームのヒューズボックス -298 

ヒューズの点検•交換 . 294 

表示打（メーター) . 1目0 

曰よけ（サンバイザー） . 23已 

V フレックスフルタイム 4 WD . 264 

4 WD についてのミち意 . 64 

V リブドベルト 

点検基華値 . 324 

フォースリミッター機構 . 258 

フォグランプ 

バルブの交換 . 307 

リヤフォグランプスイッチ . 210 

W (ワット）数 . 32已 

フック（けん引） . 358 

フューエル キャップの開閉 . 122 

フューエルメーター （燃料計） . 184 

フューエルリッド（燃料補給口） . 1吕吕 

をの前の華備•点検 . 271 

を用タイヤ . 272 

プリテンシヨナー機構 . 258 

プリテンシヨナー警告口 . 1白7 

ブ レーキア シスト . 260 


プレーキ警告打 . 199 

プレーキパッドウ I アインジケーター……32 
プレーキフルード 

タンク位置 . 311 

プ レーキ ペダル 

点検暮華値 . 324 

プレーキランプ（制動口） 

バルプの交換 . 307 

W (ワット）数 . 32日 

プ レーキを 踏むと "キーキー" と 

音がずる . 32 

フレックス□ックアップシステム 

. 266 

フ□アコンソール . 240 

フ□アマット . 吕4色 

フ□ントシート . 130 

フ□ントドア 

開閉 . 104 

へッ ドランプ 

上向き表示灯 . 192 

バルプの交換 . 302 

ライトスイッチ . 20色 

W (ワット）数 . 325 

ヘッドレスト . 132、133 

ペンホルダー . 241 

ホイールサイズ . 330 

ホイールナットレンチ . 334 

ホイール（タイヤ）の交換 . 344 

方向指示口 

バルプの交換 . 30已〜307 

方向指示表示口 . 192 

方向指示レバー . 208 

W (ワット）数 . 325 

ホーン . 217 

ボンネット . 12已 

ボンネットか5煙（水蒸気） 

が出ている . 3已4 
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症げか 5 調べたいときは、 色つき 文字の 項目をお読みください。 


まわ 

万一の事故のときのを意 . 79 

S ラーの 調整 

インナ ー S ラー . 1巨3 

ドアミラー . 1巨4 

メー ッ . . 18〇 

メーター照度調碧ボタン . 18日 

メンテナンス データ . 324 


や巧 

油圧警告打 . 201 

4 WD 

( V フレックスフルタイム 4 WD ) . 264 

4 WD 車についてのま意 . 64 


5巧 

ライセンスプレートランプ（番号灯) 


ライトスイッチ . 20色 

W (ワット）数 . 32已 

ライトスイッチ . 20白 

ラゲージルー ムランプ . 23已 

W (ワット）数 . 32已 

ラジェーター 

才ー パ’ー ヒートしたときは . 3已4 

タンク.キャップ位置 . 311 

を却水濃度-容量 . 326 

ラジオの取り扱い . 2吕扫 

リバース（後退）ブザー . 17己 

リモコン（ワイヤレスドア□ック）……120 

電池交換 . 292 

リヤウインドゥデフ ォッ ガー . 215 

IJ ヤシ — 卜 . 134 

リヤディファレンシャルオイル 

オイル量 . 327 

IJ ヤドア 

開閉 . 104 

リヤドアが車内か5開け5れない……108 

IJ ヤフォグランプ . 210 

バルプの交換 . 307 

W (ワット）数 . 325 

ルー ムミラー （イン ナーミラー） . 1 目 3 

ルームランプ（室の口） . 23己 

W (ワット）数 . 32已 

を却か 

オーバーヒートしたときは . 354 

濃度-容量 . 32色 

をの前の準備.点検 . 271 

リザーパータンク位置 . 311 

□—ビーム （へッドランプ） 

バルブの交換 . 302 

W (ワット）数 . 325 

路上で故障したときは . 342 

□ックレバー . 107 
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さ < いん 


症がか5調べたいときは、 色つき 文字の 項目をお読みください。 


ね巧 


ワイドフリーラック . 242 

ワイパ ー& ウォッシャー . 211 

ワイヤレスドアロック . 120 

リモコンの電池交換 . 292 

ワックス . 28巨 

W (ワット）数 . 32已 

1 D I N ポケット . 239 
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警告なを < いん 



ABS & 

ブレーキアシスト 
警告な P .19 色 



高水温警告な 
(赤色） P .202 



SRS エアバッグ/ 

プ U テンシヨナー 
警告な P .197 



燃料残量警告な P .203 



エンジン警告打 P .19 S 



半ドア警告口 P .203 



ブレーキ 警告打 P .1 99 



運転席シート 
ベルト巧着用 
警告打 P .204 



巧電警告な P .200 



油圧警告 I 打 P .201 
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サクシードバン & ワゴン 


ノ -79 


® TOYOTA 


お問い含わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 
全国共通 •フリーコール 

ra 0800-700-7700 

才ープン時間3目己曰目:00〜18:00 

所在地于4巳0 - 0002をち屋巿中村区名駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

r 個人情報保護方針」については、 
http;//www.t 日 yota.co.jp にて掲載しております。 

\_ J 


1-3 巧自動軍巧巧会れ 

http://toyota.Jp 

•車両の仕様等の変更により本書の内容び車両と一致けよい場合りあ0^のでご了承な苗い。 
•印刷旧-2012年4月19日 参発巧-201吕年4月26日初版 

M 52 D 01 
01999 -52 D 01 



